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第一章　不吉で不可解な依頼



「――冗談キツイっつーの……っとぉ！」

　悪態を吐つきながらも、俺おれは足元から突き出た刃物を、躱かわしながら走り続ける。

　中途半端に明るい街灯と淡い光を放つ半月に照らされる住宅街。

　昼間の暑さは殆ほとんどなりを潜め、汗をかいた身を冷やす夜風が流れている。

　そこは、日ひ頃ごろの安穏とした空気は無く、地獄のような有り様に変わり果てていた。

　塀や道路のみならず、電柱、木々、家。その全すべてに、不自然な形で、異常なまでに濃厚な影が這はい回まわり、そこからいくつもの刃物、いや、もっと正確に言えば、長大な鋏はさみが、肉食獣の口こう腔くうのように開閉している。

　影は、俺を覆うように周囲から追いかけ、広がっていく。

　俺は視線だけを背後に向ける。

　影の中心のように立つ一人の少女が、獣のような双そう眸ぼうで影を巡らせ、俺を狙ねらっている。

「くそ、マジで、何だっつーんだ――よぉっ！」

　近づいてきた影を散らすように、俺は振り向きざまに両腕から雷撃を放つ。

　バチィッ！　と甲高い音と共に、雷撃は影を照らして少女へ向かうが、その一撃は、少女の目前で、影から生えてきた多量の鋏に遮られた。

「……せめてさぁー、少しは何か、喋しやべってくれっつーの。やりにくいったらねーよ」

　ざわざわと、俺おれの周りに再び近づきだした影に冷や汗を流しながらぼやいてはみるが、影と鋏はさみを操る少女は、築いた鋏の防壁越しに、刃物のような笑みを浮かべるだけ。

　あの少女の名前は、実さね塚づか美み鐘かね。

　俺が、殺さなければいけない人物だ。



　俺はこんな状況とは、真逆だった日々を思い出し、苦笑すらもできなかった。



　　　◆



　ことが始まったのは、七月中旬。

　俺こと天あま音ね櫛ぐし秋あき良らが住んでいる緑ろく杉すぎ町ちようでは、例年通りに、夏の暑さが到来していた。

　それは湿度を感じさせない爽さわやかな暑さで、いかにも夏と叫びたいのだが――生あい憎にくながら、我が家に暑さを耐えられる人はおらず、朝っぱらから地球温暖化を気にもせず、家の中ではクーラーを使って快適な空間を作り上げていた。

　夏真っ盛り。とは言っても、人間なんてのは暮らしやすさが大事なのだ。

　季節の風情や景色を楽しむなんて言ったりもするが、そんなものは、あくまでも精神的にも肉体的にも余裕がある奴やつの台詞せりふなわけで、最近の俺には、特にあてはまらないのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「……何て、考えてみるだけでも虚むなしいな」

　そんな気分を、諦あきらめとともに捨てつつ、現在、夏休みを週末に控えた水曜日の朝。

　俺おれはキッチンに立ち、朝食と昼食を併せて作っていた。

　別にこれは今に始まったことではなく、学生の一人暮らしをする中で、昼食の弁当を一緒に作ることは多い。たまに学校の購買や学食のものが食べたくなって、弁当を作らないことはあるが、最近では二人の居候がいることもあり、日課になっていたりする。

　ちなみに、俺の精神面に余裕が少ないのは、この二人の居候が原因である。

　もう慣れた――なんて言える日があるのなら、さっさと来てほしいもんだ。

「くぁ……。――はぁ。おはよう、少年」

　背後から聞こえた声に、俺はキャベツを刻む手を止めて振り返る。そこには欠伸あくびを噛かみ殺ころしもせずに大口を開けている女性が立っていた。

　黒い龍りゆうに彩られた赤いタンクトップに、ジャージ地のパンツという出いで立たちは、ここ数日見慣れたパジャマ代わりの姿。ただ、タンクトップの生地が薄いせいで胸が強調されているのは、うん、まぁ、目の毒というか、保養というか。

「あぁ、緩ゆる杷は。おはよう」

　さておき、彼女の名前は梔くち子なし緩杷。我が家の居候の一人で、十九歳と年上なのだが、俺とは別に歳としの差を感じることもなく、互いに軽い口調で話している。

　彼女は、とある事情――些さ細さいで、しかし逃れようのない自身と身内の事情を乗り越え、その結果として俺の家に居候している。

「つーか珍しいな。俺が起こす前に起きるとか」

「そうだなぁ。いっつも少年に荒く起こされてるから、そろそろ体が覚えたかね？」

「そいつは結構。ったく、あのバカにも見習ってほしいもんだな」

「あっは。あの嬢ちゃんは筋金入りのマイペースだしなぁ」

　緩杷は笑いながら、改めてキャベツを刻む俺の右肩に顎あごを乗せてきた。

「おい、やり難にくいんだが」

「んー？」

　俺の言葉には耳を貸さず、右肩に凭もたれ、緩杷は猫のように頬ほおを俺の髪へすり寄せてくる。

「いや、だから、あの、何なの？」

「んーふふふ。少年はいい感じの体だよなぁ」

「何言ってんの!?」

　すり寄せてくるのは頬だけにとどまらず、背中に押し付けられる柔らかい感触。薄い生地のタンクトップは、ほぼダイレクトにその柔らかさを背中に感じさせる。

「いや、ちょっと緩杷さん？」

「少年、顔赤いけど？」

「お前が原因だろうが！　……つーか、今は包丁を扱ってて危ないから！」

「そりゃ残念」

　あっさりと、緩ゆる杷はは俺おれから離れた。

「んじゃ、顔洗ってくる」

「え、あ？　あぁ、おう」

　既に離れた温ぬくもりと柔らかさに若干の未練が――いやいや！　何考えてんの俺!?

「発情したら言えよー？　少年とジブンの仲だ、相手してやるからな」

「さっさと顔洗ってこい!!」

　俺の怒号を軽快な笑いでかわしながら、緩杷は洗面所へと歩いていく。

　もうね、何かね。ここ数ヶ月、俺は女性に対する価値観っつーか、見方っつーものががた崩れしてる気がする。主に居候二人のせいで。

　だからって家事を疎おろそかにする理由にはならないために、俺は包丁を握り直した。

　それから数分後。洗顔を終えた緩杷がキッチンに戻ってきた。

「何だ少年。結局顔を洗ってるジブンを後ろから襲おうとしなかったじゃないか」

「未み来らい永えい劫ごうしねぇよそんな犯罪的なこと！」

「ま、少年のチキンハートはさて置き」

「何だとこん畜生」

「嬢ちゃんはまだ起きてないのか？」

「あいつは起こさないとずっと起きねぇんだよ。ったく、しょうがねぇ」

　俺は手を止めて居間に行き、テーブルを挟んで向かい合うように置かれているソファーの片方を見る。

　そこには、黒髪の少女が布団代わりのタオルケットに包くるまり、静かに寝息を立てていた。

　こいつがもう一人の居候なのだが、先の話の通り、起こさなければ眠り続ける奴やつである。

「おい、朝だぞ。起きろ」

　近づいて、声をかけてみるが、反応は無し。

　その時、ずぐり、と。胸騒ぎがした。

「……おい、起きろ」

「……んん、むー……」

　胸騒ぎを無視するように、俺は頭を揺らして起こそうとしてみるが、多少呻うめいただけでまた寝息を立て始めてしまった。

「ったく、いい加減にしろよ」

　仕方なくタオルケットを剥はいで起こそうとしてみる。

　ずぐり、とまた、一際大きな胸騒ぎ――いや、鼓動。自分の心臓が大きく動く。

　俺はそれを無視して、掴つかんだタオルケットに力を入れ――るが、ビクともしなかった。

「……おい、お前、本当に寝てるのかよ？」

「無意識下での防衛か？　随分とまぁ、睡眠に執着してるな。あっはは」

「笑ってんなら起こすの手伝え」

「いやー、ジブンじゃ無理だと思うし。少年に任せるわ。代わりに朝食は並べとくぜ」

　緩ゆる杷はとの協定は失敗。結局俺おれが起こすことに。

「おい壊かい世ぜ。お前いい加減に――」

　なおも力強く引っ張られるタオルケットに焦じれて、より力を込めて引っ張った瞬間、予想以上の抵抗の無さに、俺は勢いよく後ろに倒れそうになるが。

「お？」

　ソファーから伸びた手が、素早く俺の襟首を掴つかみ。

「あ――んむ!?」

　勢いよく引き寄せられ、視界がゼロになった。

「ん、んな――」

「あー、……アキちゃん、おはようございますよぅ」

　頭上から暢のん気きで聞き慣れた声。それと、顔面を覆う柔らかさ――って、壊世の胸か！

「おい壊世？　お前、何のつもりだ!?」

「抱きアキちゃん」

「は？　……いや、いいから離せ。そんで起きろ！」

「んむー、アキ枕まくら？」

「語ご呂ろの良さを模索してんじゃねぇよ！」

「売れますね」

「どこにも需要はねぇよそんな物！」



    

  
    
      



    

  
    
      　誰だれが好き好んで野郎の抱だき枕まくらなんか買うんだよ！

「あれ、少年？　朝から嬢ちゃんと不純異性交遊か？　青春だなー」

「んなわけねぇから……。さっさとこいつを離れさせろ……」

　全力での抵抗さえも押さえ込まれる馬ば鹿か力ぢから。顔面に押し付けられる柔らかさには、さっき緩ゆる杷はが押し付けてきた柔らかさと心地良さを思い出すが、生あい憎にく俺おれは窒息の危険を冒してまでそれを享受する気はない。

　それよりも、喋しやべったせいで酸素を余計に消費したため、マジで息が詰まって、さっきから耳に響いていた鼓動の音がより近くなった気がする。

「アキちゃん、あったけーですねぇ」

「嬢ちゃん嬢ちゃん、少年の顔が赤から青に変わってくぞ」

「んぁー？　あぁ、ユルハさん。おはよーごぜーます」

「ほい、おはようさん。朝の挨あい拶さつは大事だが、抱えてる少年の呼吸も忘れんなよ？」

　喉のども絞められ、視界が黒から白に変わりゆく中で、俺は無きに等しい緩杷の助け舟に文句を言って――意識が遠のいていく。

　あぁ、畜生。さっきの妙な胸騒ぎは、この危険性を予知した俺の本能だったのかもしれない。そうと解わかっていれば、俺だって壊かい世ぜを起こすのを緩杷に任せたのに。

　認めたくないけど、本当に、心底から、何があろうとも認めたくはないのだけれど。

　こんな感じに、朝から破天荒な日々が、ここ数ヶ月、俺にとって日常になっていた。

　ほらな。こんなのが日常だとしたら、精神的な平穏なんて微み塵じんも望めないだろ。



「だからー、寝ぼけてんですよぅ。そこまで怒ることは無いじゃねーですかぁ」

「少年は細かいことを引きずるタイプじゃないだろうに。そんなんじゃ器の小さい男とか言われちまうぜー？」

「…………殺されかけて怒らない奴やつがいたら、そいつはただの自殺願望者だろうぜ」

　俺の意識が飛んだ後、流石さすがにまずいと感じたのか、二人は即座に気を失った俺に水をぶっかけるというありがたい方法で俺を起こしてくれた。

「水はお前らが拭ふいとけよ」

「解ってますよぅ。あたしだって抱きしめただけでアキちゃんが窒息するなんて思ってもなかったんですから」

　仕方なく、濡ぬれてしまった方のソファーは適当にタオルをばら撒まいておき、残ったソファーに三人がギュウギュウ詰めになって朝食をとることになった。

　結果、女子二人の間に座った俺は、先程受けた悲痛な出来事の怒りを抱え、説教交じりの朝食になっているのだが――この二人が、言って聞かせてどうにかなるわけないのだ。

　あぁ、何と虚むなしいことか、それでも言わなければいけない自分の立場が恨めしい。いっそ家を捨てて自由になりたいと何度考えたことか。

　まぁ、そんな考えはあくまでも考えに過ぎないが。

「ジブンはちゃんと忠告したぞー？」

「忠告だけじゃなくて、是非とも行動に移してほしいもんだったがな」

「いやー。起きたばっかの嬢ちゃんの腕力とか、本気で相手したくないし」

「んぇ？　あたし、そんな馬ば鹿か力ぢからですかね？」

　俺おれを窒息へと追い込んでいた少女は、自覚が無いかのように、いつも通りの無表情で首を傾かしげた。

　癖のある短めな黒髪に、タートルネックの赤いジャージの上と同色のハーフパンツ。パジャマ代わりのその姿は、小柄ながらに女性らしい膨らみをしており、その胸部は先ほどまで俺の呼吸を奪っていた。いや、それはどうでもいいけど。

　彼女がもう一人の、いや、順番で言えば一番目の居候。

　名前は全うつ無なし壊かい世ぜ。常識や一般論を知識として知っていながら、そのすべてに喧けん嘩かを売っているような価値観を持つ、非常に危険な爆弾のような少女。その延長線上の行動が、先ほどの俺の窒息だったりするのだが（つまり加減を知らない）、彼女の行動には、彼女の本質がひそんでいる。

　彼女、全無壊世は殺人鬼である。

　普段は、グータラしているだけの猫のような少女だが、ひとたび殺意に触れればその本性を現し、機械のように無慈悲に殺人を犯す。

　もっとも、俺の家に居候をし始めてからは、俺が殺人を禁じているのだが。

「嬢ちゃんの寝起きでジブンは一回痛い目にあったしな。だから少年に一任してんだが」

「迷惑極まりねぇっつの」

　だからこそ、現状では人命に関かかわるほどの問題も無く、三人での生活が成立している。

　まぁ、人命に関わらずとも、面倒なことはいくつも起きているがな。

「んでも、あたし寝起きはぼーっとするから、そこんとこは諦あきらめてもらうしかないかと」

「お前が自力で起きればいいだけの話だろうが。少しは緩ゆる杷はを見習いやがれ」

「えー、んでも、ポ○モンがですね――」

「お前、もう携帯ゲームやんじゃねぇよ。それで万事解決だ」

「そしたら暴れます」

「おーう、キレる若者か？　嬢ちゃんは怖いなー」

「…………駄目人間過ぎる」

　壊世の即答と緩杷のおどけた態度に、俺は溜ため息いきを吐つきながら、空になった食器を重ねて持ち上げ、ソファーを離れる。

「んじゃ、後の家事は任せんぞ、緩杷」

「ほいほい、ちゃーんとソファーも乾かしとくからな」

「当然だ」

「んじゃ、あたしは寝てますね」

「お前はもう少し仕事しろ」

「偉い人は言いました。『人間、働いたら負けである』と」

「誰だれの言葉だよそれ！」

「あたしです」

「お前のどこが偉い人なんだ!?」

「きっとこう、そのうちに身の内から滲にじみ出でるオーラがですね」

「少なくとも現状のお前は偉くないからな」

　再度吐き出される俺おれの溜ため息いきに混じるのは、呆あきれか、諦てい観かんか。

　繰り返されることではあるのだが、何だかなぁ。

　毎朝とまでは言わないが、頻繁に起きるこのやり取りに、辟へき易えきせざるをえない。いや、つーか、俺の胃に穴とか開かないことを祈るばかりである。割と本気で。

　俺は食器をシンクに置き、蒸れないように冷ましておいた弁当に蓋ふたをして、包みに入れて、玄関先に準備しておいたバッグに入れる。

「んじゃ、俺はもう行くから」

「あーい」

　パタパタと足音を立てながら、壊かい世ぜはわざわざ見送りに来た。

「行ってらっしゃいですよぅ、アキちゃん」

「あぁ。緩ゆる杷はー、壊世のこと、頼むなー」

　居間にいる緩杷に声をかけ、「あいよー」という返事を聞いてから、俺は家を出る。

　外に出た瞬間、陽光に目を眩くらまされる。それだけ空は晴れ渡っていた。

「爽さわやかな朝、の筈はずなんだろうなぁ」

　憎たらしいほど晴れ渡った空は、先ほどの喧けん騒そうで若干燻いぶっていた俺の胸中を清浄していくかのような錯覚を覚えさせた。



　家を出た直後は、爽やかに感じた快晴ではあるのだが――残念なことに、学校までの道中は、当然と言えば当然の辛苦に苛さいなまれることになった。

　それは――

「……あっつ」

　酷ひどいとしか言いようのない猛暑。不快指数は勝手に上昇。

　家ではクーラーを効かせていたが、いざ外に出るとその暑さは容赦無く俺の体内にある水分を汗にして排出していく。長時間いたら干ひ涸からびそうである。

「ちっくしょう。家出た時の爽そう快かいさとか、マジでどこ行きやがったんだよ……」

　湿気がない分、肌がべたつかないからまだマシか。とでも考えなければ、今すぐ家うちに戻って、冷蔵庫で冷やしてある麦茶をガブ飲みしたい気分。

「あ、秋あき良ら」

「……んぁ？」

　そんな暑さに茹ゆだりそうな気分で歩いていると、横から聞き覚えのある声に名前を呼ばれ、視線を向ける。

「おはよう秋あき良ら」

　視界に入ったのは、眩まぶしさを備えた灰色の髪。纏まとめられた一房が、右肩の前で絹のように揺れる。端整な顔立ちは、どこか大人びた雰囲気を持っている。その中で少し垂れた双そう眸ぼうには、髪と同じく灰色の光が湛たたえられている。

「今日はいい天気だね」

「いい天気過ぎて、俺おれは若干の曇天を望むぜ」

　にこやかに、かつ自然に俺の隣に歩を合わせるその少女が着ているのは、俺が通っている学校、柔じゆう宋そう高校の女子制服。つまり彼女は同じ学校の生徒というか――同級生。

　名前は、灰はい金くがね諸もろ哉や。

　先月に転入してきた後、緩ゆる杷はとの絡みでいろいろあって、今では級友としての付き合いをしている。

　そんな彼女だが、どうも非日常というべき場ではかなりの実力者であるらしい。その実力は俺も身をもって体験したから大いに肯うなずける。

　しかし、今は歳とし相応の笑顔を浮かべ、そんなところなど微み塵じんも見せない。

「お前は、暑くはないのか？」

「ん？　あぁ、うん。少しね。海辺で遊びたくなるような」

「……海で遊びたいくらいには暑いのか」

「うん。むしゃくしゃして塀とか壊したくなるくらい」

　もの凄すごい怖い笑みに見えたんですけど。

　一瞬、暑さよりも恐怖によって背筋を走る寒気が上回った。やったね涼しくなったぜ。

「あれ、どうしたの秋良？」

「平穏の重大さを改めて認識しただけだ」

「何それ？」

　不思議そうに首を傾かしげるが、自分の発言が原因だなんて思ってもないんだろうなぁ。

　これもある意味天然か。壊かい世ぜとは違った方向で。

「……ん？」

　ふと、そこで気づいたことがあった。

「あれ、お前って、こっち側だっけ、住んでるとこ」

「ううん。真逆」

「あ？　じゃあ何で――」

「秋良に会えると思ったから、諸哉は早起きしてこっちに来たの」

「……あー、そう」

「できれば秋良の家まで迎えに行きたかったけど、秋良って朝は早いんだね」

「居候二人のおかげでな」

　皮肉交じりに答えたのだが、諸哉は何な故ぜか、我が事でもないのに頬ほおを膨らませ、不機嫌そうに眉まゆを顰ひそめた。

「何？　どうかしたのか？」

「別に。朝から秋あき良らが不純異性交遊してても知らない」

「してねーよ！　一言もそんなこと言ってねーだろうが！」

「どうだろうね？　壊かい世ぜも緩ゆる杷はも、ガード緩そうだし」

「いや、ガード云うん々ぬんじゃなくて、あいつらは常識ってものをだな……」

「常識に反するようなことはあったんだ？」

「え。いや、それは」

　顰められた眉は戻ったが、その下の目は汚物でも見るかのようにジト目になっていた。

「ふーん。そう。悠ゆう錐きり先生が聞いたら何て言うのかな？」

「待て待て！　在ある歌かさんは関係無いだろ！　つーか本当に何も無かったって！」

「信しん憑ぴよう性せい希薄」

「酷ひどくねぇかそれ!?」

　学校へと歩を進めながら、そんな言い合いをしていると、不意に、鼓動が一際高鳴るようにして、ずぐり、と。妙な胸騒ぎが起きた。

「…………あ？」

　この感覚は――朝、壊世の前で起きたものと同じ、なのか？

　だとすれば、何でだ？　あの時は壊世に抱え込まれる危険を事前に察した本能からの危険信号だと思っていたが、別に、今は危険なモノなど無い。

　まさか――

「ん？　どうしたの秋良？　いきなり黙ったと思ったら、今度は諸もろ哉やを見るなんて」

「……いや、まぁ」

　本能による危険信号とか大仰に考えたのはいいが、俺おれの周囲にいるのは諸哉のみ。

　少なくとも、世間的にはそこまで派手な行動を起こさないこいつに対し、俺が何の危機感を覚えなきゃならんのか――

「あの、秋良、そこまで見つめられると……」

「ぅ、あ？　あー、いや、悪い」

「欲情するかもよ？」

「お前もあいつらの同類かぁ！」

　真面目まじめに考えていた俺がただの馬ば鹿かみたいに見えるじゃねぇかよ！

「…………へぇ、壊世も緩杷も、このくらいにはガードが緩いんだ？　思春期の男の子にはご馳ち走そうだね？」

「話振ったお前が何で俺を責めてるんだよ！　第一俺は手を出してねぇ！」

「それもそれで意気地なし」

「何て答えれば満足なんだよお前は！」

「でも、凄すごく真剣な顔だった」

　急に、諸もろ哉やは真面目まじめに訊きいてきた。

「本当に、どうしたの？」

「え、あ」

　ずい、と諸哉は顔を急接近させてくるっていうか、近いんですけど。

「あー、あぁ、いや、何でも無い何でも無い。汗が気持ち悪いなーって思っただけだし」

「……ふーん？」

　諸哉は、とっさの言い訳に納得はしていないようだったが、しかしそれ以上の追及もせずに俺おれの隣に戻る。対して俺は、先ほどまで間近にあった諸哉の白い肌とか、不意に漂った女の子特有の甘いような香りに、先程の不可思議な感覚どころではなくなっていた。



　雑談交じりに歩を進め、俺たちは柔じゆう宋そう高校の門を通る。

　諸哉は灰色、俺は白色の髪をしているが、同校の者にとっては見慣れたものらしく、奇異の視線は向けられない。

「今にして思うと」

「あん？」

「諸哉は、こうして普通に学校に通い続けているのは、中々に珍しい」

「……へー」

　諸哉は本来学生ではなく、ここに来る前までも、こうして学校生活を続けることが無かったらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「つっても、まだ一ヶ月程度じゃねぇの、お前が来てから」

「そうだね。だから、これがどれだけ続くのか、時折考えたりする」

　多くの生徒が学がく舎しやへと入っていく中、諸もろ哉やは同年代とは思えない物憂げな表情で呟つぶやく。

「諸哉は、本来ここにいる人間じゃないから。解わからなくなる。諸哉は、何でここにいるんだろう――って」

「アホくさ」

「え？」

　俺おれは諸哉の言葉を一いつ蹴しゆうした。

「いいんじゃねぇの？　流されるままだろうが解らなかろうが。少しでも自分の意思があってここにいるなら。誰だれに強制されたわけでもないなら、そんな難しく考えなくてもさ」

「……秋あき良らは、明るいね」

「ウジウジ悩むことがどんだけ下らないか、昔に学んだんでね」

　それに、場違いと言うのなら、既に死んでいる俺こそが言われるべきだろう。

「つーか、朝っぱらからそんな辛気臭い話すんなよ、気が滅め入いる」

　下駄箱から上履きを取り出しながら、俺は続けて言う。

「それに、どんだけ考えたって時間の無駄だろ、そんなもの。だったら、目先のことだけでも楽しめばいいんじゃねぇの？　別に誰かに迷惑かけてるわけじゃないんだしさ」

「……うん、そうだね」

　俺の言葉に納得したのか、諸哉は先ほどまで醸し出していた物憂げな雰囲気を消して、やんわりとした微笑ほほえみを見せた。

「諸哉は、そうやって前向きな秋良が好きだから、ここにいるのかもしれないし」

「あーそう……、いや、え？　何だって？」

「先に教室に行ってるから、頑張ってね、っていう話」

「は？　いや、おい！」

　好きだから――という言葉に混乱する俺を置いて、諸哉は楽しそうにその場を去っていく。無論、俺の制止の言葉なんぞ聞く耳持たずにである。

「つか、頑張ってね、って何を……」



「……………………秋良君？」



　少なくとも、「頑張ってね」の言葉の意味は、真後ろにあった。

　絶対零度のような重く冷たい声に、俺が怖々振り向くと。

「朝から、随分と楽しそうね？」

　そこには、柔和な顔立ちを、恐ろしいまでに無表情にした、一人の女教師が立っていた。

　肩まで伸びる赤っぽい茶髪に、今は無表情だが、笑顔が似合う柔和な顔立ち。タイトスーツに包まれた体は、十二分に女性らしさを表しており、学校内でも教師生徒問わず、男性からの人気は高い。

　その女教師は悠ゆう錐きり在ある歌かといい、俺おれの所属するクラスの担任であり、しかも俺の幼おさな馴な染じみで、家も隣同士だったりする。

　昔から、特に俺が両親を亡くしてからは家族同然に付き合いがある仲ではあるのだが、どうも最近、俺に女性の友人が増えたことから、不純異性交遊でも危き惧ぐしているのか、こうして説教モードの在歌さんに捕まることが多くなった。

「えぇ、まぁ、もう少し静かになってほしいほどには……」

　言動に合わないプレッシャーに、思わず目を背けながら、額に流れる冷や汗。

「それは、秋あき良ら君が気を付ければいいんじゃないかしら？　あんまりいろんな女の子と一緒にいると、不名誉な勘違いをされるわよ？」

　口だけの笑みで、一歩俺に近づく在歌さん。笑顔が似合うと言ったが、似合わない笑顔もあるんだな。ていうか、してほしくない笑みである。

「それとも、秋良君はハーレムでも作りたいのかな？　この一夫一妻制の日本で？」

「あの、ちょっと、待ってください悠錐先生」

「いつも通り、名前で呼んでいいのよ？」

「あー、在歌さん」

「何かしら？　言い訳でも、聞くだけ聞いてあげる」

　周囲の人間は、何事かと覗のぞいては来るが、その九割以上が「またあの二人か」「在歌ちゃんも大変だねー」とか言いながら去っていく。

　……薄情な学校だなぁ。これ、苛いじめじゃねぇの？

　教師に相談するべきかと思うが、原因が教師であることに気付くと悲しくなった。

「取とり敢あえず、ハーレムとか、そういうのは絶対に無いんで」

「家に二人も美人な女の子を住まわせているのに？」

「いえそれは、何度も説明した通り、やむをえない事情がですね……」

「ねぇ、秋良君」

　俺の言葉を遮るように、さらに一歩、俺との距離を詰めてくる在歌さん。

「いつになったら秋良君は、ここ数ヶ月で増えた秘密を明かしてくれるのかなぁ？」

　それは、かなり答えに詰まる質問だった。

　始まりは、遡さかのぼって二ヶ月前。この平穏で安穏だった緑ろく杉すぎ町ちようで起こった連続猟奇殺人事件――『超能力事件ケースＰ』と、一ヶ月前に人知れず起きた、梔くち子なし緩ゆる杷はと、彼女が保持していた危険なモノ、《反魔刻印クロステイグマ》の一件という、俺が携わった事件のこと。

　在歌さんは、昔も今も、何も知らない一般人だ。

　だから、俺が一度死んでいることも知らないし、これからも知ってほしくない。

　こちら側の事情に関かかわることなく、生きてほしい。

　しかし、二ヶ月前は全うつ無なし壊かい世ぜを、一ヶ月前は梔子緩杷を居候として住まわせたことで、これまで俺おれの保護者という役割を無駄なほどに感じていた在ある歌かさんには、流石さすがに看過できない状況である――ということだ。

　しかし、だからと言って話すわけにはいかない。どうにか切り抜ける方法はないかと頭を巡らす前に――校舎に響き渡る、聞き慣れた電子音。

「あ！　もう時間ですね！　俺、もう教室に行ってるんで！」

「え、あ！　こら！　秋あき良ら君!?」

　咄とつ嗟さの判断で駆け抜ける俺の背後、「廊下は走らないの！」と、教師らしく注意を促す在歌さんを吹っ切って、俺は教室、二年Ｂ組へと走り抜けるのだった。



「……それで、ホームルームが始まる前に、ここに逃げ込んだということか」

「あー、まぁ、そんな感じ」

　結局、在歌さんが担任である以上、最近さらに私情を学校職場に持ち込みだした彼女の追及を逃れる手段は、朝のホームルームから授業をサボる以外に無く、俺にとって逃げ場として最適な屋上で、フェンスに凭もたれて腰を下ろしていた。

　しかし、逃げ場としては最適でも、照りつける日差しが、居座るには難儀な状況を作り上げている。

　しかし彼女は、額に汗を浮かべてはいるものの、いつも通りの冷ややかな態度のままだった。

「愚鈍が」

「……藍あいさんのその口癖って、意外にきついよな」

　右隣には、この場所の主あるじであるという暗黙の了解を持つ女子生徒、皇おう楼ろう院いん藍が、『苦さ千倍！』と銘打たれた紙パックの青汁を飲んでいた。前より苦さ上がってないか？

「んでも、在歌さんに事情を話すわけにもいかんでしょ」

「同感だ」

　長い黒髪に、やや鋭さを見せる双そう眸ぼう。それに見合った、高校生にしては大人びて整った顔立ち。夏服になり、そのふくよかな体はより一層強調されているように見える。

　そんな彼女は、世界人間観測所、通称『ＷＨＯ』と呼ばれる、言ってしまえば、俺の家に居候している連中や、諸もろ哉や、そして俺みたいな『規格外』の連中に対しての観測と記録を主体に活動している組織の一員であり、ここ二ヵ月間の事件で（特に後始末で）世話になっている。

　だからこそ、在歌さんについての話も気兼ね無く相談できると思ったのだが。

「同感ではあるが、しかしな、アキラ。悠ゆう錐きり教師は仮にも貴様の保護者のような立ち位置ではないのか？」

「まぁ、そうだけどさ。だからって、巻き込んでいいわけじゃないでしょ」

　二ヶ月前に、誘拐されるということがあったが、その時は何も知られずに済んだ。

「こんな物騒なこと、知る必要はないんだよ、あの人は」

「悠ゆう錐きり教師が知りたいのは、『出来事』ではなく、『貴様の現状』だろうに」

「……そうかも、しんないけど」

　その言葉は、俺おれに心があるのなら、そこに突き刺さるような鋭さを伴っていた。

「カイゼやユルハ、そして、モロヤに、私もだな。貴様に関して知っていながら、悠錐教師に対し何一つとして答えを上げない。ならば、真相への追及は焦燥を伴い激しくなるのは道理だろう？」

「まるで、『全部話しちまえ』って聞こえるんだけど？」

「それも選択肢の一つだろう。ま、これまで隠いん蔽ぺいに協力していた私としても今更という感想はあるのだが」

「……いや、できるわけないっしょ、そんなの」

「難儀だな。いや、愚鈍と言うべきか」

「いつも言われてるんですけどー？」

「ならば重ねて言ってやる。愚鈍に愚鈍を重ね、愚劣なのが貴様だ」

　虚むなしくなるほど、ボッコボコに言われ放題だな。

「それでも、あの人には平穏な道を歩いてほしいんだよ。俺なんかにこだわらないでさ」

「己の時間を犠牲にしてまで世話をしてくれている――か？」

「そういうこと。いくら俺の両親に頼まれたからって――」

「貴様は愚鈍でも愚劣でもなく、鈍感だな」

「は？」

　言葉の意味が解わからずに藍あいさんの横顔を見るが、彼女は前を見据え、紙パックに刺したストローを咥くわえたまま、こちらを見もしない。

「故人の言葉を守り続けることがどれほど苦痛か、貴様は知らんのだろうな。私としても聞いただけだから実感はしていないが、『責められない分、重く感じる』そうだ」

「……それこそ、在ある歌かさんが無理しているって――」

「そう感じさせないほど、悠錐教師は笑っているように見えるがな。特に、貴様の前では」

　切れ長の目をより鋭くして、射抜くように藍さんは俺へと視線を向ける。

「馴な染じんだ存在を邪険に扱う人間なのか？　故人の言葉に従って貴様に関かかわっているのか？　貴様の知る悠錐教師は、そんな人間なのか？」

「そんなことは……！」

「そうだ、貴様が一番知っていることだ。――忌々しいことにな」

「え？　何？　最後何て言った？」

「忘れろ」

　しかし、藍さんの言うことは、事実だろう。在歌さんは何も強制されて俺の保護者役を請け負っているわけじゃないのは、俺だって解っている。そりゃあ、俺の両親の遺言もあるだろう、それ以上に自身の意思があるのだろう。

　だからこそ、俺は何も知ってほしくないのだ。

　壊かい世ぜたちのことを話せば、自然と俺おれのことも話に上るのは明めい瞭りよう。そうなれば、俺が一度死んだこと、いや、俺が既に死んでいて、今ここにいるのは、俺の死体を材料に生まれた化け物の入れ物でしかない。仮初めの天あま音ね櫛ぐし秋あき良らであることも言うことになるだろう。

　勿もち論ろん、器である俺自身の意思はあるし、俺の中身と言うべき陛下の存在とは別個だと考えられないことも無いだろう。だが、そんなものは受け取り方次第でしかない。

　問題はそこだ。俺は多分、真実を知った在ある歌かさんが、どんな答えを出すのか解わからないから怖いのだ。

「そうだな。……結局、俺が怖がっているだけなんだよなぁ」

「解らないから恐怖する、か。やらずに後悔するより、やって後悔することを選ぶ貴様らしくもないとは思うが」

「そう言われると、返す言葉も無いんだが……」

　壊世も緩ゆる杷はも、その結果で居候しているわけだし。

「あの人に限って言えば、これまでの積み重ねっていうか、時間があるからさ。それに、あの人にこんな血生臭い場所を知ってほしくないし」

「堂々巡りだな。イタチごっご、だったか？」

「あー、そうかも」

　知りたい在歌さんに、知ってほしくない俺。互いに互いを案じてのことではあるが、その真意を探って逃げて追って。

「本当、どうにかならんかな。……最悪、在歌さんが転勤とか、俺が引っ越すとかもありなのかなぁ」

「逃避だな」

「知ってる」

　いつも通り、慰め一つ言おうとしない同級生の言葉に、自虐交じりの肯定を返しながら、空を仰ぐ。

　改めて、爽さわやかな青空と、朝以上の暑さを実感する。

　そのまま視線を移すと、紙パックに刺したストローを咥くわえた藍あいさんの首筋。長い髪から覗のぞくように白い首には、小さな汗が一筋見えた。

　女性のこういう姿って、何か、妙に艶なまめかしく見える気がする。

　失礼だとは思ったが、その姿からは中々に視線が離せず――

　ずぐり、と。胸中に湧わいたざわめきに、俺は正気に戻された。

「んぁ？」

「何だ？　どうしたアキラ」

「いや……」

　また、朝に感じた胸騒ぎだった。

　壊世の件で、本能への危険信号ではないかと考え、そのことが諸もろ哉やとの登校の際に否定された、不可思議で不ふ明めい瞭りような感覚。それがどこから来るものなのか、何が目的なのか。何一つとして判明しないその不明さが、今になって俺おれの不安を掻かき立たてていく。

　しかもその感覚は、朝の二件よりも遥はるかに大きく、隠しきれるものではなかった。事実、隣に座る藍あいさんは、心配したような顔でこちらを覗のぞき込こんでいた。

「本当に大丈夫か？」

「あー、うん。気のせいだと、思うし」

「……何が気のせいなんだ？」

「あ、いやいや、何でも無いって！」

「隠すな。また何か知らぬ間に面倒事を抱えられ、その始末に追われても困る」

「いやでも」

「――アキラ」

　ずい、とフェンスを背後にしているために後退できない俺に、藍さんは覆い被かぶさるように詰め寄ってくる。その表情は、真剣そのもの。

「私は、少なくとも貴様より面倒事への対処に経験がある。つまり、対処できる範囲が多いということだ。先月、先々月と遅れはとったが、もうこれまでのように、後手に回るつもりは無い」

「あ、そ、そう？　だ、大事なことだよな、先に手を打つのは、さ」

「あぁ、そうだ」

　もはやキスでもしたいんじゃないかと疑いたくなる距離での詰問に、俺の頭には羞しゆう恥ちに血が集まっていく。

　夏の暑さが原因なのか、至近距離が原因なのか、いつも以上に鼻に届く女の子特有の甘い香りに、先の胸騒ぎとは別に、俺の心臓はその動きを速めていく。

「――答えろ、アキラ。何を隠している？」

「いやぁ、そんな大事じゃないんだけど……」

　迫られ、隠すようなことでもないし、何よりこの状況がものすごく気まずいこともあって、素直に話すことにした時、屋上の扉が開けられた。

「その話、諸もろ哉やも聞きたいな」

「――む、諸哉か」

　藍さんは俺からあっさりと離れて立ち上がると、若干気まずそうな表情になりながらも、唐突な訪問者、諸哉に視線を向ける。

「まったく、屋こ上こへ招待した覚えは無かったが？」

「別に出入りは自由でしょ？　諸哉は何も悪いことは無いし」

「それは、そうではあるがな」

　眉まゆを顰ひそめて腕を組む藍さんは、あまり諸哉を歓迎しているようではない。

　まぁ、以前から屋上って言えば藍さんの貸し切り状態だったし（俺は初の例外）、いくらそれを知らないといっても、たとえそれが顔見知りでも、藍さんにとっては気分のいいものではないのだろう。

　剣けん呑のんとまではいかないが両者の間に微妙な空気が流れる。いや、藍あいさんが一方的に苦手意識というか、気まずさを感じているのか？　実際、諸もろ哉やの方は夏の暑さに合わせたような爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべたままだし。

「別に諸哉は無理難題を言ってるわけじゃないよ。単純に、子供っぽく『仲間に入れて』ってお願いしてるだけ」

「仲間、か。しかし、貴様が子供っぽくお願いというのは、あまり似合わん発言だな」

「あ、酷ひどい。同じ歳としなのに」

　言葉とは裏腹に、諸哉は笑いながらこちらに歩いてくる。

　しかし、子供っぽいという発言というと、藍さんの方が似合わない気がするのだが。

「何か言ったか、アキラ」

「いえ、何も」

　この人、パイロキネシスだけじゃなくて読心術もあんのか？

「で、貴様は何な故ぜここにいる？　既に授業は始まっていると記憶しているが」

「んー？　朝は一緒に登校した秋あき良らが、ホームルームの時点でいなかったから。ここにいるかなー、って思って来てみた」

「……そうか。それはご苦労なことだが――」

「授業をサボっている藍が諸哉を責めるなんてしないよねー？」

「…………くっ」

　言い負かされて歯は噛がみする藍さんは、何故かこちらに鋭い視線を送ってきた。

「……いや、何？」

「元はと言えば貴様が――」

「あ？」

「いや、あぁもう。何故こうも……っ」

　よく解わからないが、藍さんは拗すねたようにそっぽを向いて、紙パックに刺さったストローを咥くわえたまま、既に中身が空らしく、ベコボコと凹ませたり膨らませたりし始めた。

　……こういう場面を見ると、確かに藍さんにも「子供っぽい」という言葉が当あて嵌はまるかもしれない。

「――何だっ!?」

「いえ、すいません何でも無いです」

　読心術、本当に無いよね？

「そ・れ・で？」

　とん、とん、とん。と、軽快なリズムを刻むように、諸哉が俺おれの目の前まで近づき、屈かがむように顔を近づけてきた。

「秋良はさっき、藍に何を訊きかれてたの？」

「え、いやそれは」

「ね、正直に教えて？」

　諸もろ哉やの右手が伸びて、俺おれの頬ほおに添えられる。額を伝う汗は、はたして暑さのものなのか否か――。

「おい貴様。離れろ」

「あれ」

　完全に怒気を孕はらんだ声とともに、藍あいさんが諸哉を俺から引ひき剥はがした。

　……っていうか、藍さん。額に青筋浮いてない？

「次から次へと貴様は……。そこまで私の神経を逆なでしたいのか？」

「ふふ、藍はもう少し素直になった方がいいんじゃない？」

「余計なお世話だ。――まったく」

　女子としてはどうなのかと疑いたくなる荒々しさで、藍さんは戸惑っている俺の右隣に腰を下ろした。

「あ、じゃあ諸哉はこっち」

　対して、諸哉は俺の左隣に、静かに座り込む。

「…………何これ」

　両側を女子に挟まれるという、喜んでいいのか解わからない状況に、俺は思わずそう呟つぶやいていた。いや今朝もあったけど、あれとは別って言うか、必要性が無いのに、みたいな。

「それで？　秋あき良らの隠し事って何？　エロい本が見つかった？　痴漢に疑われた？　逆ナンされた？」

「そんな話に覚えはねぇよ！」

「……それでアキラ、本題は何だ？」

「あぁ、うん」

　温度差の違う二人を相手にするのは、かなり難しいな。

「言っちまえば気のせいなんだろうけどさ、今朝から、妙な胸騒ぎみたいなものを感じるんだよな。こう、本能みたいな部分に訴えてくるような」

「それで、さっきも感じていた、と？」

「あぁ」

　藍さんの問いに肯うなずくと、逆側から追いかけるように問われる。

「それ、もしかして朝に、すっごく真面目まじめな顔してた時の？」

「あー、そういや、登校してる時にもあったな」

「やっぱり、何かあったんだ」

「いやでも、解ったろ？　結局は俺の気のせいかもしれないんだ。明確に誰だれかが俺に干渉してるってことでもないし」

「確かに、そういった内容であれば言うのを躊躇ためらうのも無理は無い、か」

「でも、秋良のことを考えると、看過できるかどうかは少し怪しいと思う」

「不服だが、貴様に同感だ、モロヤ」

　諸哉の言葉に、俺が理解するより早く藍さんが同意を示す。示すのはいいけど、紙パックを畳みながら真剣な顔されてもシュールでしかないです。

「アキラ、貴様自身が先程、悠ゆう錐きり教師の件で言ったことだろう。『自分は化け物の入れ物だ』とな。ならば、貴様の本能に訴えるというのなら、それは貴様の中身にこそ、響いているということではないのか？」

「……あー、成程」

　考えてみればその通りだ。俺おれの中身――雷化同体の発現体、《雷哮神龍ジヤマーヴアル》。俺自身が考えも無く本能なんて例えをしたが、俺の本能は、本来そこにあるべきものなのだ。

「陛下の本能、ねぇ」

　陛下とは、俺が《雷哮神龍》を呼ぶときの愛称のようなものだ。それは置いとくとしても、陛下の本能というと、それはどれほどのレベルなのだろうか。

「解わからねぇなぁ」

「訊きくことはできんのか？　貴様と、同一のようなものなのだろう？」

「それは言い過ぎだな。陛下は俺みたく低俗じゃない」

「秋あき良らは低俗とかじゃなくて鈍いだけだと思うけど」

「…………」

　何で俺は藍あいさんと諸もろ哉やという、あまり仲のよさそうじゃない二人から、鈍感だの鈍いだの同じ意味のことを言われなければいけないのだろうか。

「とにかく、さ。陛下から俺に声をかけてくれることはあるけど、俺の方からじゃ、それこそ戦闘中とかでもなきゃ――ようは、必要じゃなきゃ答えてくれないんだよな。陛下って、基本的に眠ってるし」

「眠っている、か。まるで二重人格だな」

「人じゃないけどね、俺も、陛下も」

　自虐交じりの言葉は、何な故ぜか両サイドから睨にらみつけられた。

「秋良って、たまに悲観的」

「むしろ空虚とも言える。もう少し自己を主観にしてみろ」

「……？　はぁ、そう？」

　二人が何を言いたいのか理解はできなかったが、まぁ、いいか。

「話を戻すけど、秋良って、その感覚って、今日が初めて？」

「ん？　あぁ、そうだな。今朝までは別に何も無かったし」

「ならば念のため、昨日から今日にかけて何かしら問題が起こらなかったか否かを調べてみるか。モロヤ、貴様はどうする？」

「諸哉は、そうだね。友達に訊いてみる」

「いや、そこまでしなくていいって。結局、俺の勘違いだったら骨折り損だぜ？」

　俺の制止を、藍さんは立ち上がりながら否定する。

「何かあった時を考えれば、その程度は骨折りにすらならん」

「そういうこと。――あ、でも、秋良が後ろめたさを感じるんだったら」

　立ち上がった藍あいさんに対し、諸もろ哉やは座ったまま、まるで先の藍さんの行為をなぞるように、まだ座っていた俺おれに顔を近づけてきた。

「せめて、気を紛らわすくらいは、構わない？」

「え、いや、ちょ、何？」

「ふふ」

　先ほどの藍さんと違う点があるとすれば、妙に色っぽい笑みを浮かべていることだろうか。いや、しかし、何これ？　何でこんなことに？

「胸騒ぎとか、変な感覚とか、忘れちゃうほどのことがあれば、いいんだよね？」

「な、にを――」



「やめんか貴様ぁあああああああああああああああああっ!!!」



　唐突に、俺の目の前から諸哉が吹き飛ぶようにいなくなり、代わりに、憤怒そのもののような顔をした藍さんが、鼻息荒く仁王立ちしていた。

「あ、あーと、その」

「貴様は……、あぁもう！」

　どうやら、藍さんが諸哉の襟首を後ろから引ひっ掴つかんで投げ飛ばしたらしい。見れば、少し離れた場所では、諸哉がきっちりとスカートが捲まくれないようにしながら受け身をとっていた。その辺り、諸哉の方には余裕があるように見える。

　対して、藍さんの方は、未いまだに余裕のよの字すら、頭の辞書から抜け落ちているような有り様だった。

「あの、藍さん？　大丈夫？」

「黙れっ！」

「…………はい」

　黙る以外に選択肢が無かった。

「藍は野暮だね」

「貴様は自重しろ」

　あっけらかんと笑っている諸哉に、藍さんは睨にらみ付けた後、そのまま出口へと歩いていってしまう。

「あれ、藍さん？」

「調べるとなれば早い方がいい。私は先に行かせてもらう。何か解わかり次第、連絡はする」

「あー、そっか。……藍さん」

「何だ？」

「ありがとう、心配してくれて」

「…………当然のことだ、友人としてな」

　できる限り感謝を伝えようとは思ったのだが、藍さんはこちらを見ることもせずにそのまま屋上から出て行ってしまった。

　んー、言葉が足りなかったかな。

「素直じゃないね」

「ん？　何？」

「何でも無い。それより秋あき良ら。明日の放課後、買い物に行かない？」

「……買い物？　何でまた」

「さっき言ったでしょ？　気を紛らわせるくらいなら構わない？　って」

　諸もろ哉やは見た目以上に幼く見える朗らかな笑みで提案してきた。

「だから、一緒に買い物でもして気分転換でもすれば、結構気が晴れるかもしれないでしょ？　今回のことを友達に訊きくのはその後でもいいし。でも、今日いきなりっていうのは流石さすがにね、ほら、秋良の家にいる二人のこととか」

「あー……。成程」

　確かに、いきなり俺おれの帰りが遅くなるとか言ったら、主に食事的な意味で、二人揃そろって何をするか解わかったもんじゃないし。

「そういえば――さっき、別のこと考えてたとか？」

「ば、なっ、何をだよ！」

「何をだろうね？」

　くすくすと笑う諸哉は、友人同士のからかい程度。朝、彼女が言った通り、こうして学生をしていることが珍しいというのなら、それを自分からやめていない以上、楽しんでいる、ということなのだろうか。

「何なら、デートって言い換えた方が気分は上がるかな？」

「……デート、ねぇ」

　ともあれ、藍あいさんは情報面から、諸哉は精神面から、俺の杞き憂ゆうに対して対処しようとしてくれていることに変わりはない。

　今の俺としては、それをありがたく受けても、罰は当たらないだろう。

「んじゃ、厚意に甘えさせてもらいますかね」

「そうそう。たまには秋良も羽を伸ばしてもいいでしょ？」

　正直、正体不明なものへの不安が無いってわけじゃないし、その程度の提案は受けてもいい――のかなぁ？

「そうだな。たまには、いいかもな」

　それも構わないだろうと、その時の俺は軽く考えていた。



　その後、すぐに授業に戻ってしまった諸哉と違い、俺はその一日を快適とは言えない暑さの屋上で過ごすことにした。

　入り口付近には僅わずかに日陰があるので、そこに避難し、微妙な涼しさを堪たん能のうする。

「……それにしても、何だかなぁ」

　一人になって、改めて、藍あいさんに指摘されたこと、諸もろ哉やが言っていたこと。総じて、自身の現状を振り返ってみる。

　ことの始まりは、いつになるのだろうか。

　二年前、俺おれが化け物の――陛下の入れ物にされてから、だろうか。

　その後、藍さんと知り合い、壊かい世ぜに出会って、梔くち子なし兄妹きようだいと諸哉の問題に巻き込まれた。

「この二ヶ月は、かなり濃かったなぁ……」

　二年前というと、俺がやさぐれていた頃ころを思い出して――ふと、気づいた。

「そう、だよな」

　俺が陛下の入れ物になった後、当たり前すぎて、思い出すまでも無かったそのことを。

　俺に生き方を教えてくれて、俺が初めて殺した人を。

　俺が、化け物であることを自覚し、受け入れる覚悟をさせてくれた人を。

「■■さん」

　悲しくも無いのに、右みぎ頬ほおに涙が伝った。

　そうだ。悲しくなんてない。思い返すだけ。そう約束したから。

「あぁ、そうだ」

　その人のおかげで今がある。

　なら、後ろめたさなんて感じずに、その今を守って、楽しむべきか。

「――ったくよぉ、喋しやべる相手がいないと、妙なことまで考えちまうなー」

　別に嫌な気分になったわけでもないのに、俺は、授業に出た方がよかったかなー、なんて考えた。

　結局、その日の授業は全部サボったけど。



　　　◆



「――あー、ただいまぁ」

「お帰りなせーですよぅ」

「おう少年。ご苦労さん」

　家に帰ると、既に馴な染じみの居候二人が居間の方から声だけ返してくれた。

　別に出迎えてくれとも思わないが、昼間ぐうたらしているであろう二人を考えると、若干の怒りが――と思ったが、日中授業をサボった俺に言えることは無いわな。

　ちなみに、今の俺は、いくら日陰とは言え屋上に約六時間以上いたため、汗で制服が酷ひどいことになっていたりする。

「そういやぁ、少年宛あてに封筒が来てたぞ」

「……封筒？」

　さっさと着替えるために居間を通り過ぎようとしたら、ソファーに座ってワイドショーを見ている緩ゆる杷はが、こちらも見ずに大きめの茶封筒を差し出してきた。

　そのまま無視するわけにもいかないので、緩ゆる杷はの手から封筒を受け取り、二階にある自室に向かう。

　封筒をベッドに放ほうり投げてから、冷えた汗で気持ち悪いことになっている制服を脱ぎ、シャワーを浴びるかどうか迷ったが、先に着替えることにした。

　私服に着替えてから、俺は改めて俺おれ宛あてだという封筒を手に取る。

「……いや、これって」

　その茶封筒は、どう見ても、俺を瀕ひん死しの状態から救い、その代わりに陛下の入れ物にした――千せん道どう寺じ華か散ちるからの、仕事の依頼を示すものだった。

　俺は若干慌てながら、封筒を開け、中に入っていた紙束というか、資料を取り出した。

　一枚目は、他ほかの紙より小さく、また文字は手書きで、華散本人のものだ。

「えーと、『秋あき良らへ――』と」



『秋良へ。

　唐突な上に、事前連絡無しになるが、仕事だ。

　本来なら電話なりで前提を話してから資料を渡したいところだが、今回の件は急なものだから、こうして資料を先に届ける形になった。

　細かな説明は省くが、今回の仕事は、殺人だ。

　いつも通り、断っても構わないが、今回のターゲットは、既に被害を出している。

　しかも、逃亡先を予測してみると、緑ろく杉すぎ町ちように向かったと言える可能性が高い。

　下へ手たをすれば、既に町に入っている可能性もある。

　被害が広がる前にケリをつけたいし、今回の依頼主も、早期の解決を望んでいる。

　俺も急ぎそちらに向かうが、可能ならお前の方で、被害を未然に防いでもらいたい。

　繰り返すが、断っても構わない。考えた上で、返答か、行動を頼む。

千道寺華散』



「……成程」

　手紙を読み終え、俺は資料に目を移す。

　そこに写っているのは、実さね塚づか美み鐘かね、というらしい少女の顔写真。

　どうみても、華散に殺害の依頼が来るような人には見えない。

「んー……」

「殺しのお仕事、ですか」

「はー、こりゃまた物騒な話みたいだなぁ」

「な、ぁあ!?」

　気づけば、俺の背後から壊かい世ぜと緩杷が手紙と資料を覗のぞき込こんでいた。

「お、お前らいつの間に……」

「いやー、何かアキちゃんの様子が変だったんで、見にきたですよぅ」

「ジブンは嬢ちゃんから少年が変だって聞いて、嬢ちゃんについてきたって感じ。んにしても、灰色の嬢ちゃんみたいに、少年もこういう仕事を任せられたりするんだなぁ」

　灰色の嬢ちゃんとは、灰はい金くがね諸もろ哉やなのだが、その諸哉に命を狙ねらわれていた過去がある緩ゆる杷はとしては何か思うことがあるのか、資料に写る少女を興味深そうに眺めている。

「アキちゃんは、このお仕事、やるですかね？」

　対して自称殺人鬼の壊かい世ぜは、俺おれから殺人禁止を言い渡されているからなのか、俺がこの仕事を受けるか否かを訊きいてきた。

「まぁ、断る理由は無いが――進んでやる気にはならないな」

「二ヶ月前も、同じ人からの依頼だったですよね？」

「あー、『超能力事件ケースＰ』な。確かに同じだけど、あの時は生死問わずだったしなぁ」

「あえて、殺せと言われると、戸惑っちまうわけだ、少年は」

「この人の仕事を手伝う身としては、甘いんだろうけどな」

　割り切る――には、まだ時間が要りそうな気がする。

　少なくとも、今回のターゲットは他人だ。是ぜ胤いんや香か深ふかのように、明確に俺の敵であるわけではないし、あの人のように――俺を狙ったわけでもない。

「へい、少年。これ、急ぎの仕事っぽいけど？」

「急ぎかもしれないけど、華か散ちるが動いている以上、下へ手たに動いて足あし手で纏まといになることもあるんだよ。だから、とりあえず今日は資料に目を通しておくだけだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「やるかどうかは、後で決めるってか？　その間に誰だれかが襲われたらどうすんだ？」

「どうしようもねぇよ」

　何せ、俺おれは万能じゃない。今すぐターゲットを探しに行って、すぐに見つけられる保証は無いし、行ったところで、何が起こるかわからない。

　せめて、この少女がどんな理由で華か散ちるに狙ねらわれているのか、くらいは知っておきたい。

　なんて考えてはいるが、自分の知らない間に華散が全すべて終わらせることを期待している自分がいることを、俺は自覚していた。

「……ていうか、お前ら。勝手に部屋に入ってくんなよ。プライバシーは守ろうぜ」

「まーまー、細かいことはいいだろ？　取とり敢あえず少年の持ってる十八歳未満は購入お断りな本を見つけたら出ていくからよ」

「お、アキちゃんのシャツ発見。これはスーパークンカクンカタイムですね」

「今すぐ出ていけぇっ!!」

　騒ぎの中で、思う。

　俺は、明確な敵でなければ、殺すどころか、戦う覚悟もできないんだろうなぁ、と。



　　　◆



「は……ぁ、は、ぁ……、く、ぅ……」

　一人の少女が、緑ろく杉すぎ町ちようの西側に到着したのは、秋あき良らが屋上で諸もろ哉やと買い物の約束をした時とほぼ同時刻になる。

「…………、う、ぅぁ――、あ」

　息は荒く、足取りも覚おぼ束つかない。

　今にも倒れそうな少女は、しかし止まらずに、牛歩のような速さでしかし確実に、前へと進んでいた。

「あ、……ん、ぅ…………、ふ、ぁ」

　周囲に人はいない――というよりも、少女自身が、人のいない場を選んで進んでいる。

　しかし、少女は一人――では、なかった。

「貴様も、しぶといですね」

「――ぃ、やっ」

　誰にも聞こえない――少女にしか聞こえない声が響いた途端、少女はその歩を止めて、壁に身を預けて頭を抱える。

「貴様がどれだけ死力を尽くそうと――逃げようと、既に手遅れなのは理解しているのでしょうに。どんな奇跡を待っているのやら」

「止やめ、止めて、ください……っ」

「貴様も見たでしょう。あの男を。その殺意を。俺たちは、既に追われる身にして狙われる身。争う以外に生き残る手段など絶無」

　少女は、いやいやと子供のように頭を振って、その声を否定する。

　その否定に反発するように、その声はより言葉を連ねていく。

「それとも、無意味に死ぬことがお望みですか？　だとすれば何な故ぜ、こうして逃げ惑うのですか？　――本心では、死にたくないのでしょうに」

「わ、私は――」

「どれほど言葉を並べても、どれほど偽善を並べても、事実は覆りません」

「――っ！」

「それとも、時間が解決すると、そんな子供じみた希望にかけているのですか？　何と浅はかな――」

「あの、方、なら……」

　次々と責めてくる声に、少女は一筋の希望に縋すがるかのように、呟つぶやいた。

「きっと、あの方、なら……、貴方あなたを、消す手段を、講じてくれる、筈はずです……」

　声が、少女を嘲ちよう笑しようする。

「よもや、そのような幻想を抱いていたとは。返す言葉も無ければ、憐あわれむ気にもなれません。そんな――貴様自身ですら騙だませない嘘うそで、ここまで逃げていたとは」

「幻想……では、ない筈……、ぅ……、――っ、あ」

「貴様が何をしようとも構いませんが、巻き込まれる身としては、その考えは勘弁願いたいものです」

「……違うっ」

　少女は、再び覚おぼ束つかない足取りで歩き始めた。

「ち、がう……貴方さえ、消えてしまえば……、私は――」

　言葉と裏腹に、少女の表情は憂いに満ちている。

　あるいは、そう言って、少女にしか聞こえないその声に反発しながらも、自身に言い聞かせなければ、すぐにでも止まってしまうのかもしれない。

　それほどに、少女の様子は弱々しかった。



    

  
    
      


第二章　巡り合いては截ち切るもの



「……成程。千せん道どう寺じ華か散ちるから直じき々じきの依頼がこの少女の抹殺、か」

「そういうこと」

　次の日、相変わらずの暑さが続く木曜日。

　結局、昨晩は資料を読むだけで済ませた俺おれは、ことの次第を藍あいさんに話し、本当に俺が動く必要があるかどうかを調べてもらうことにした。

　つまり――ターゲットが、緑ろく杉すぎ町ちようの近く、もしくは緑杉町にいるのか否か。

「いなけりゃ探しようは無いから、完全に華散に任せることになる。寧むしろ、遠くに行ってる場合は、その情報を華散に届けるだけでも協力にはなるし」

「ふむ……。しかしそうなると、昨日始めた、貴様の周辺事情、とでも言うべきか。その、妙な胸騒ぎに関しての調査を中断することになるが」

　いつも通り学校の屋上で、昨日と変わらぬ炎天の下、俺と藍さんはフェンスに凭もたれて座り込んで話し合っている。

「そっちはどうでもいいよ。元から根拠なんて無い話だし。寧ろ、実害が出る可能性のある話の方が優先順位は高いだろ？」

「まぁ、同感ではあるが――しかし、実さね塚づか美み鐘かね、か」

「ん？　心当たりでもあんの？」

「いや、無い」

「……えぇー」

　あっさりと返された無情な答えにうなだれる俺に、藍さんは慌てて補足してきた。

「いや、正確に言うと、心当たりが無さ過ぎる、という感じなのだ」

「無さ過ぎるって、何、どういうこと？」

「つまり、千道寺華散ほどの男に依頼が来るくらいに危険な存在なのか、ということだ」

「あー……。そういうこと」

　藍さんは、ＷＨＯと呼ばれる異能者の観測機関に属しているので、強力な異能を保有している人物などには結構詳しかったりする。ちなみに、俺もその中の一人らしい。

「だが、私がこの町に来てからは、あまりそういう情報を確認していないからな。私の知らん間に、この少女が何かしらの異能を獲得しているという可能性もある」

「異能を獲得、か」

「貴様がいい例だ」

「俺っつーか、華散の眷けん属ぞくだな」

　無論、華散が狙ねらうことを承諾した以上、その可能性は無いのだろうけど。

「まぁ、事情は理解した。そういう話なら、私も協力は惜しまんよ。――しかし」

「ん、何か問題があったりする？」

「いや、貴様がこうも早くに助力を求めてくるのが珍しいと思ってな。これまでのことを考えれば、面倒事になってから泣きついていただろうに」

「……泣きついた記憶は無いけどなぁ」

　だが、確かに藍あいさんの言う通りかもしれない。

　これは俺おれが華か散ちるから頼まれた仕事であり、動くのなら、俺個人で動くべきなのだろう。しかし、俺は今こうして藍さんの協力を得ている。

　二ヶ月前の事件は、どちらかといえば、流れに任せて協力してもらった感じだし。

「変わったよ、貴様は。少なくとも、初めて私と会った時よりは、確実に」

「んー……。そうなのか？」

　意識した覚えは無いけれど、言われてみれば当あて嵌はまってはいる。

　しかし、考えてみると、面倒事に知人を巻き込んでしまうということと、頼れる知人がいるということで、良いか悪いかの判断に困る。

　頼りっ放しっていうのは、問題だし。

「ま、この件が終わったら、飯でも奢おごるよ」

「…………貴様、その言葉、忘れるなよ？」

「いやちょっと、何で逆げき鱗りんに触れるような挑発を喰くらったような物言いなんだよ？」

「む、あ、いや、すまん。貴様の口からそのような発言があるのが珍しくてな」

「んー？　飯なら二ヶ月前も皆に奢ったじゃん」

「しかし、今回は私だけだろう？」

「そりゃあ、他ほかの人に協力してもらうほどじゃないかもしれないし、現状協力してもらってるのは藍さんだけだしね」

「なら、それでいい」

　ふい、と拗すねたように視線を背ける藍さん。

　はて、何があったのか。もしかして、そこまでして行ってみたい食しよく事じ処どころがあるとか？

「んで、藍さん的にはどう思う？　今回の、この人のこと」

「正直に話せば、政治家どもの下らん諍いさかいの被害者か、いかれた研究者の被害者か。いずれにせよ、この少女に関しては二次被害で命を狙ねらわれているように考える。最悪、下らん罪をなすりつけられたとか、とかな」

「成程」

「で、資料には何が書かれているのだ？」

「んー、正直パッとしないかな」

　華散から届いた資料は、結局名ばかりのもの。

　書かれていることと言えば、彼女の出生と親族、家柄、そして、彼女の被害者のこと。

「その被害者というのは？」

「何でも、このターゲットとはかなり親しいメイドさんらしい」

「メイド？」

「そ。物心ついた時からの世話役で、歳としも三つしか離れてないから、主従というより、姉妹や親友同士のような関係だったんだと」

「それが何な故ぜ？」

「さぁ？　そこまでは書いてないな」

「何故、書いていないと思う？」

「は？　そりゃあ、時間が無かったからじゃないのか？　華か散ちる自身が手紙でそう書いてあるし。それに、酷な言い方すると――殺す相手のことなんて、知らない方が楽でいい」

「確かに、そうかもしれんな」

　俺おれの言葉に肯うなずく藍あいさんではあったが、そこには若干の躊躇とまどいが見えたような気がする。

　だからだろうか、俺と藍さんの間に、気まずい空気が流れる。

　これで相手が大量殺人の犯人だったり、悪の組織の親玉だとか言うのなら、それこそ偽善翳かざして躊躇ためらい無く殺せるのだろうが、ここまで情報が少ないと、妙に勘繰ってしまう。

　だからこそ、余計な感情を抱く前に、仕事を終わらせる方が得策かもしれない。

「まぁ、事情は解わかった」

　暗い沈黙を破るように、藍さんは立ち上がった。

「こちらでもこの少女のことは調べてみる。無論、観測者として可能な限りではあるが」

「それで十分。よろしく頼む」

「あぁ」

　藍さんは、そのまま振り返りもせずに屋上を出ていく。

　有言実行、即行動。見習いたいほどの対応の速さではある。

「……実さね塚づか、美み鐘かね、か」

　俺は、家においてきた資料の内容を思い出す。

　確かに、急いで作った資料だとしても、不ふ明めい瞭りような点は多いと感じた。

　何より、ターゲットが犯行に及んだ動機などが書かれていなかったのだから。

　あるいは、それらは知る必要が無い、ということなのか？

「わけが解んない、つーの」

　殺す相手のことは知らない方がいいなんて言ったけど、殺さずに済むのなら、その方がいいんじゃないだろうか。そんな考えがあったからこそ――情報戦に強い藍さんに頼ったのではないか。

「あれ、藍はいないのかな？」

　なんて、自問自答していると、諸もろ哉やがやってきた。

「おーっす、おはようさん」

「うん、おはよう。……どうしたの？　妙に色っぽく悩ましげな表情で。誘ってる？」

「何でだよ。――あぁ、まぁ、お前になら解るかもしれんがね」

「ん？」

　依頼で人を殺すというのなら、彼女の方が場数を踏んでいる筈はず。

　なら、こういう件はどんな気持ちで受ければいいのか、答えてくれるかもしれないと思い、諸もろ哉やに話すだけ話してみた。

　結果。

「何も考えない方がいいよ？」

　いくら何でも、あっさりし過ぎではないかという答えだった。

「諸哉も、人を殺す仕事の時は、できる限り自分を押し殺してる。じゃなきゃ、人を殺すっていう自分に、押し殺されちゃう。――慣れてなかったり、進んでやる気が起きない仕事の時は、特に」

　諸哉は、灰色の髪を揺らしながら、俺おれの前に膝ひざを曲げ、床に腰を下ろしている俺に目線を合わせてきた。

　自然、髪と同じ灰色の双そう眸ぼうが、俺を射抜く。

「人を殺すなら、こっちは人を捨てた方がいい。自分は機械、人を殺すのが役割の、感情の無い機械。そう考えた方が、まだ、マシ」

「……マシ、なのか？」

「少なくとも、殺しに慣れるよりは、遥はるかにいい」

「慣れるって」

「慣れたらお終しまいだよ」

　いつもの軽薄さは微み塵じんも無い。

　諸哉は、真剣そのものだった。

「壊かい世ぜは完全に特別だから仕方ないけど、大量殺人を犯している人物っていうのは、大抵が殺すことに慣れてる。慣れた上で、楽しく感じてることが多い。それは、人間であることを捨てるのと同義なの」

「殺人狂、ってやつか」

　いつか壊世が言っていたことを思い出す。

　誰だれかを殺すことで何かを成そうとしていた奴やつが、殺しの快感に目覚めると、そいつはただの殺人狂に成り下がる。

　そして、壊世に関しては、諸哉の言った通り、それとは別で、腹が減ったから食事をするような自然さで、人がいるから殺す。

　そういう意味では、壊世は本当に人ではなく、殺人鬼――鬼なのかもしれない。

「まー、辛気臭い気分になるのは解わかるけど」

　唐突に、諸哉は明るい声を出しながら、俺の右腕を掴つかんで立ち上がらせた。

「せめて、諸哉との約束を果たすまでは、そういう物騒な話は忘れて、日常を楽しんでほしいかな」

「あ？　何だそりゃ」

「買い物。忘れたなんて言わせないからね？」

「あー……。そうだったな」

　確かに俺おれは忘れていないし、家にいる居候に話はしてあるから、断る理由は無い。

　昨日、俺の妙な胸騒ぎの件で気晴らしにと誘われたが、今では、胸騒ぎ以上の問題に対する気晴らしとしては、確かにありがたいことかもしれない。

「そうだな。急ぎで連絡よこした華か散ちるには悪いけど、ターゲットがこの町にいるとも限らないし、放課後は楽しませてもらうとするか」

「うん」

　俺の言葉に、諸もろ哉やは心底から楽しそうな笑みを浮かべた。



　藍あいさんが屋上を出た後、俺と諸哉はきつい日差しを避さけ、入り口の陰で昼まで屋上で過ごし、午後から授業に復帰した。

　今日の午後には在ある歌かさんが担当する現代文が無いことは確認済みだし、俺と藍さんがサボりの常習犯であることは学校でも有名なことなので、俺たちは何の気負いも無く、席へと着いて、放課後までの時間を過ごした。

「じゃ、行こう」

「あぁ」

　そうして迎えた放課後は、いつもはホームルームがあるのだが、夏休み前の最後の職員会議があるということで、教師陣はホームルームよりもそちらを優先していた。

　そんなわけで、授業の終了とともに、生徒たちは三々五々教室を出ていく。

　その波に乗るように、席が隣同士の俺と諸哉は並んで教室を出た。

「それで、今日はどこに行く？」

「いや、どこって……。考えがあって誘ったんじゃねぇの？」

「諸哉はまだ町に慣れてないし。知ってる場所は、家具とか食品とかの店になっちゃうよ？」

「あー、そうか」

　考えてみれば、諸哉はこの町にきてまだ一ヶ月程度。しかもそれまでは、代行業を（内容はかなり物騒らしい）してばかりだったために、娯楽というものにそこまで詳しくないのかもしれない。

「んじゃ、何かリクエストとかあるか？」

「楽しいところ」

「……素敵なリクエストだこと」

「秋あき良らが連れてってくれるとこなら、どこでも楽しめると思う」

「それは――」

　ちょっと、いろいろと取れる発言ではあるが。

「――そうか。意外に安上がりだな、諸哉」

「そう？」

　曇りの無い笑顔を返され、俺は余計に気恥ずかしさで言葉に詰まる。それを誤魔化すように、無理矢理言葉を吐き出す。

「あー、じゃあ、適当に商店街とか回って、気になったとこがあったら寄るか？」

「そうだね。――ふふ、秋あき良らに学校の中を案内してもらった時みたい」

「……そういやぁ、そんなこともあったなぁ」

　一ヶ月前、まだ諸もろ哉やをただの転入生だと思っていたころに、何な故ぜか彼女は無理矢理俺おれの隣の席に陣取り、その後の学校内の説明などを俺に任せてきた。

　その時から、彼女は俺が華か散ちるの眷けん属ぞくであるということを知っていたらしい。そう考えると、諸哉が俺に近づいてきたのは、好奇心からだろう。

　あの華散が選んだ眷属が、どのような存在なのか、と。

　ただ、先月の一件以来、どうも彼女は、それまで以上に俺へと近づいてくるようになった。それこそ、昨日の朝の登校の時だって、わざわざ真逆の方向から俺の家へと向かって来たと言うし。

　好意、なのだろうか。

　そう考えてはしまうが、そうは思えない。それに、彼女にとって親しいということがどれほどの距離を意味するのか解わからない以上、浅はかな考えは惨めだし。

「随分と難しい顔をしてるね、秋良」

「あ？　……そうか？　そんなに変な顔してたか？」

「ううん。変じゃなくて難しい顔。もっと言うと、真剣で格好いい顔」

「……恥ずかしいからそういう発言は控えてくれ」

「ふふ」

　隣を歩く諸哉は、楽しそうに笑う。そこにあるのが、親しみか好意かは、解らない。

　そういえば、好意という言葉で、俺は二人いる居候のうちの片方、壊かい世ぜを思い出した。

「あ、そういやあいつらに飯のことは話してなかった」

　確かに、今日遅くなることは伝えたが、夕飯に関しては何も言っていなかったのだ。寧むしろその点があの二人には重要なのに。

「壊世と緩ゆる杷はの二人？」

「そう。基本的に飯作ってんの俺だからさ。今回みたいに俺の帰りが遅くなると、あの二人は完全にひもじい思いをするか、身勝手に俺の家を漁あさるかもしれんから」

　既に学校の敷地外だったので、俺は歩みを止めて、道の隅に寄り、携帯電話の履歴から自宅を選択。そのまま通話ボタンを押す。

　二度目のコールで、眠たげな声が聞こえてきた。

『あい、もしもし、こっちは……えーと、アキちゃんの家です』

「お前は小学生か」

『あぇ？　何でアキちゃんの声が聞こえるですかね？　電話壊れましたかね？』

「お雨の頭の方が遥はるかに壊れてるから安心しろ。あと、俺は本物だ」

『じゃああたしが最近やってるゲームを言ってくださいよぅ』

「ポ○モン」

『そうなんですよねぇ、最近じゃパワーが目覚めて炎になってくれねーんですよぅ』

「えーと本題だけどな」

『ユルハさんだったら今は着替えてないですよぅ』

「何で緩ゆる杷はの着替えが話に上るんだよ！」

『え、覗のぞきたいけどまだ学校だから覗いてくれとか、そういうんじゃないですかね？』

「ないよ！　覗く気も頼む気も無いよ！」

『甲か斐い性しよう無し、イコール、アキちゃん』

「余計な御お世せ話わだっ！」

『んで、話って何ですかね？』

「あぁ、ようやくまともに話してくれるのな……」

　電話一本で何でここまで疲れなきゃいかんのだろうか。

「今日、帰りが遅くなることはもう言ってあるよな？　だから、今日の夕飯はキッチンのテーブルに金を置いてあるから、それで出前でも頼んでくれ」

『遅くなるってことは、お泊りするわけじゃないですか』

「学校帰りの買い物でどこに泊まるんだよ」

『え、ラブホ』

「俺おれたちは未成年だ！」

『成年だったら行くですかね？　いやん、アキちゃんエッチ』

「うるせぇよ！　とにかく伝えたからな！　緩杷にも言っとけよ！」

『あいあい、お早いお帰りをお待ちしてるぜ、マイラバー』

「……………………あっそ」

　相変わらず感情の起伏が見えない発言にげんなりしながら通話を切ると、妙に、冷たさを感じる笑みをした諸もろ哉やがこちらを見ていた。

「どうした？」

「ん？　ううん、何でも無いよ？　楽しそうだなー、とか、仲良さそうだなー、とか、思ってないよ？」

「口に出してる時点で怪しいけどな」

　どうもこう、俺の知りあう女性ってのは、どいつもこいつも表情と言動を一致させない人が多いらしい。そのせいで心労がかさんでいくような、いかないような。

　俺に非は、あるのかなぁ？

「あえて言うなら、諸哉といるのに、他ほかの女の子と楽しそうな秋あき良らにムカついたり？」

「直接的だな」

「女って、独占欲強いらしいよ？」

「…………話の流れとしてはかなり怖い発言なんだが」

「そう思うなら、ご機嫌取りはしてもいいんじゃない？」

「あぁ、はいはい。何がお望みですか、お嬢様？」

「ふふ」

　そこでようやく、諸もろ哉やはまともな笑みを見せる。

「秋あき良らが執事っていうのも、いいかもね」

「個人的にはごめんだな。今でも二人分の世話で面倒だっつーのに、細かい作法とか形式なんか覚えきれないっつーの」

「お金持ちは、何であんなに対外的なことを気にするのかな？」

「さぁ？　生あい憎にくと、金持ちに憧あこがれたことは無いから、知る機会も無いと思ってるけど」

「それもそうだね。じゃ、改めて行こうか、秋良。最初は、本屋がいいな」

「できれば、長引かない程度に頼む」

　夏真っ盛り。日が沈むにはまだ間があり、気温もまだまだ汗をかかせるほどには高い。だからこそ、多少長引いても構わないか――なんて考えてはいたのだが。

　結局、俺おれは諸哉の買い物に夜の八時ほどまで付き合わされるのだった。



　　　◆



「ごめんね、結構遅くなっちゃったし」

「あー、まぁいいさ、気晴らしにはなった」

　諸哉は左手にビニール袋一つと、紙袋一つを右手に、今日の購入物を抱えている。一つくらい持とうかと申し出たが、彼女にやんわりと断られた。

「あ、そっか。秋良の気晴らしが目的だったっけ」

「言い出した奴やつが忘れるとか、どんだけだよ」

「んー、諸哉も楽しかったから」

「……そうか」

　日は既に暮れているから、周囲を明るくしている街灯や建物の光を頼りに、俺たちは商店街を抜けた住宅街を歩いていた。

　しかし、汗が冷えて、シャツがもの凄すごく冷たくなった上に不快感を与えてきやがる。

　諸哉はその点、何とも無いのかと横目で見てみると……。

　まぁ、うん。若干光の足りない街灯でも、しかも紙袋を抱えていても解わかるほどにシャツが濡ぬれており、僅わずかに下着が透けていた。

　慌てて視線を前に戻すが、そのインパクトは中々脳裏から離れてくれない。というか、諸哉は下着まで灰色で統一してるのか――じゃなくて！

　今俺に必要なのは、このことを本人に知らせることだ。昼間は買い物に没頭して気づかなかったとしても、今気づかなければ、こいつはこのまま気づかない可能性もある。

　それに女子ってのはこういうことを気にするだろうし。そうだ、だからこそ言ってやるのが優しさだから――

「秋あき良ら。さっきから何度もこっち見てるけど、どうしたの？」

「はっ？　いや、その、まぁ、何だ。シャツ、気持ち悪くないのかなー、って」

　悩んでいる途中で話しかけられ、俺おれの答えはしどろもどろになってしまった。

　しかし意図は伝わったようで、諸もろ哉やは焦る素振りも見せずに「あぁ」と呟つぶやいて、紙袋を抱えている右手でシャツを摘つまんだ。

「うん、言われるまで気づかなかった。このままだと風邪ひくかもしれないけど。うーん？　諸哉はそこまで軟弱な体なのかな？」

「いや、っていうか、そうじゃなくて重要なのはだな」

「服が透けてるって、言いたいの？」

　にんまりと、諸哉は嗜し虐ぎやく的てきな視線をこちらに向けてきた。

「秋良は、透けてる諸哉の服を、じろじろ見てたんだ？」

「いやいや！　じろじろなんて見てないっての！　ただ何て言って注意すればいいかを考えててだな！」

「でも、見てたでしょ？」

「…………俺に何を要求する気だお前」

　ここまで罪悪感をピンポイントで責めてきやがって。何でこういうことって男の方が不利なんだろうな？

「んー、別に？　秋良が面白いから、それを見たかっただけ」

「悪趣味だな」

「女子の透けたシャツとその下の下着見てる人に言われたくないよ」

「…………」

　確かに、側はたから見れば俺の方が悪趣味である。

　いや冤えん罪ざいだけどな！

「ふふ、それじゃ、諸哉はこっちだから」

「んぁ？　――あぁ、そうか」

　気が付くと、住宅街の十字路で、諸哉は右に行こうとしていた。俺の家に行くには左に曲がる必要があるため、確かにここでお別れではある。

「今日は諸哉も楽しかった。またこうして遊ぼうね」

「……お前『が』俺『で』遊ぶのは勘弁だがな」

「ふふ。……ねぇ、秋良」

「ん？」

　楽観的な空気をかき消すように真剣な声で、俺は諸哉に呼びかけられた。

「昨日の話。悠ゆう錐きり先生のこと、諸哉も聞いてたけど。……ああいうのは、長引かせれば長引かせるほど、いざって時に後悔するかもしれない」

「…………知ってる。いや、知ったつもりではいるさ」

　屋上での藍あいさんとの会話を聞いていたのだろう。しかし、そうするといつから聞き耳立ててたんだろうな、こいつは。

「少なくとも俺おれは、嫌われても仕方がないって考えてる。でも、それ以上に嫌な可能性を考えちまってな。……そのせいで、言うに言えなくなってる」

「その理由、秋あき良らが人間じゃないことと、関係あるの？」

「半分、な」

「もう半分は？」

「在ある歌かさんの、優しさ」

　既に日が沈み、黒で覆われた空を仰ぎ見る。懺ざん悔げ室しつで懺悔の言葉を言うのって、こんな気分なのかな、なんて思う。

「俺が一番怖いのはさ、あの人が――在歌さんが、俺を受け入れ過ぎることだ」

「何それ？　悠ゆう錐きり先生が秋良のことを知って『人外の年下幼おさな馴な染じみ萌もえー』とか言いながら秋良を性的に襲うってこと？」

「…………お前だけは下ネタに走らないと信じてたんだけど、最近その望みも儚はかなかったって思ってる」

「残念だったね」

「残念なのはお前だよ」

　さて置き。

「もし、俺が華か散ちるの手で人間じゃなくなったことを、天あま音ね櫛ぐし秋良は死んでるってことを、こっち側の事情を知って、その上で在歌さんがこっち側に来るのが、俺は一番怖い」

「……それって、いいことじゃないの？　仲なか違たがいするわけでもないのに」

「死に近づくことの、何を喜べってんだよ！」

　諸もろ哉やにとっては何気無い疑問だったのだろうが、俺はその無責任とも聞こえる発言に、思わず声を荒げてしまう。案の定、諸哉は驚いた顔をしていた。

「あ、悪い。……でも、あの人は今まで普通に生きてたんだ。俺に関かかわらなければ、それこそ恋人の一人や二人、いたかもしれないし」

「…………ふうん」

「だからさ、あの人は、普通であってほしいんだよ。もう俺には無理だけど、あの人はそうじゃない。人並みで、だからこそ大事な日常の中であの人は生きていくべきなんだ。だから、在歌さんが俺に関わっているっつー現状が、あんまりいいとは思えないんだ」

「秋良は、悠錐先生のこと、大事？」

「当然だろ」

「それは、家族として？　それとも、幼馴染として？　それとも――一人の女性、恋愛対象として？」

「………………………………………………………………はい？」

　思わぬ問いかけに、俺は思考が半ば停止した。

「悠錐先生と秋良の間柄はもう聞いたけど、微妙にはっきりしてないみたいだから、この際訊きいてみようかと思って」

「いやいや、……あのな、諸もろ哉や。前者二つは当然の選択肢として、最後のは何だよ？　俺おれが在ある歌かさんと、こ、恋仲？　恋愛？」

「不思議じゃないと思うけど」

「いや不思議だろ。さっきのお前のふざけた発言じゃあるまいし。六つも歳としの離れたガキに、何であの人が恋するんだ？　もっと大人びたイケメンに惚ほれるならまだしも」

「秋あき良らは今、全世界の彼女いない歴イコール年齢の男性を敵に回したね」

「何でだよ!?　そういう区別するなら俺だって同類じゃねぇか!?」

「作れない、と、作らない、じゃ雲泥の差だよ」

「俺だって作れねぇっつーの！」

「じゃ、欲しいの？　彼女が？」

「…………いや、まぁ、何つーか、考えたことは無いけどさ」

「純情だね」

「やめろ、恥ずかしい」

「本題に戻って、悠ゆう錐きり先生との仲の良さは、はたして如い何かなる種類なのか」

「別に、幼おさな馴な染じみからくる家族付き合いだよ。腐れ縁って言ってもいいけど」

「学校内では、秋良が悠錐先生を邪険にしている場面を何度も見かけるとか見かけないとか」

「あの人、いい歳して公私混同するからな。その意味も含めて、学校じゃできる限り関かかわらないようにしてるんだよ」

「秋良と離れ離れになっても、傷が浅くて済むように？」

「今日は、随分と切り込んでくるな」

　問い返した俺に、諸哉は一拍置いてから答えた。

「そうだね。諸哉は、華か散ちるの眷けん属ぞくに何人か会ったことがあるから。その人たちと秋良を比べちゃうのかもしれない」

「参考に、どんな人がいた？」

「うーん……。個別で言うのはやめておくけど……。うん。皆、ちゃんと自分の周りと、自分自身を向き合わせてた」

「それは、耳が痛いな」

「でも、正解ってわけじゃないかもしれない。中には、そのことで孤独に生きることを選んだ人もいたし」

「人それぞれ、か」

「ありきたりで、当たり前な答えだね」

「まったくだ」

　正論は、正しいから正論だ。それがどれだけ苛いら立だつ内容だとしても、だ。

　だからだろうか、俺は、諸哉の言葉に、自然と口を開いていた。

「そうだな。俺おれは、あの人が俺と会わなくなっても、俺のことを引きずらないようにしているのかもしれない」

「かもしれない？」

「生あい憎にくと、自分の感情すらまともに整理できないんでね。今はこの答えが精一杯です」

「そっか。じゃあ、今日のところはそれでいい」

「あぁ」

　諸もろ哉やはそれ以上の追及はしなかった。

　最後に、改めて別れと明日の再会の言葉を交わして、俺と諸哉は十字路で別れた。



　諸哉と別れてから十分ほどたっただろうか。

「……くっそ」

　確かに、華か散ちるからの依頼のことを忘れる、とまではいかないが、気晴らしにはなった。

　しかし、それと入れ替わるように、胸中には、昨日の朝から起きている、妙な感覚が今までで一番大きく蠢うごめいていた。

「何だっつーんだよ、本当」

　不可解さに苛いら立だちが募る。このままでは塀をぶん殴ってしまいそうなほどだ。

　それだけ、この感覚が示すものは濃くなってきていた。

「いいや、もう。さっさと帰って寝ちまおう」

　華散からの依頼の件は、藍あいさんからの報告を待ってからでもいいだろう。と、眷けん属ぞくとしてはどうかと思える考えを抱きながら、家路を急ぐ。

　寝るまでに、壊かい世ぜと緩ゆる杷はの相手でかなり疲れるだろうが、今の俺にはそっちの方が気が紛れていいかもしれない。

　それ以前に、あいつら夕飯食ったのかな？　流石さすがに緩杷がいるから、出前を頼めないなんてことは無いだろうけど、あいつもあいつで結構世間知らずな部分があったりするから、心配といえば心配になる。

「ん？」

　内心の燻くすぶりを誤魔化すように考え事をしながら家路を急ぐ途中、視界の端に見慣れないものを捉とらえ、俺は歩を止めてそちらを見た。

　思えば、その程度の些さ細さいなことならいつもは無視していたかもしれない。しかし、その時の俺は、まるで重力に引かれたかのようにそちらを向いた――向いてしまった。

「…………何だ？」

　見れば、人影が一つ、電柱の陰に寄りかかるようにして立っている。気になった俺は近づいてみると、その人影は、若干息を荒くし、苦しそうにしていた。

「――おい、あんた、大丈夫か？」

「……は、ぁ、ぇ？」

　流石に見過ごせない状況かと思って声をかけると、人影、いや、その人は、苦く悶もんの表情を俺おれに向けてきた。

　灰色のＴシャツに、紺のジーンズ。長く伸ばされたくせのある橙色の髪の下、やや垂れ目の双そう眸ぼうは疑念を浮かべて俺に向けられている。顔つきから、歳としは俺とそう変わらない。その顔色は――電柱の影があっても解わかるほどによくなかった。

　その人の胸部のＴシャツを押し上げる膨らみで女性であることは解るが、はたして何な故ぜこんな場所で苦しんでいるのか。

　いや、問題なのはそんなことじゃない。

　最たる問題は――その少女の顔。

「……あんた、は」

　少女の顔は、間違い無く、華か散ちるからの依頼にあった少女――実さね塚づか美み鐘かねだった。

「あ……、あの、私は――」

　躊躇とまどいがちに俺を見上げる少女の姿に、俺の頭は混乱していく。

　事態は情報通りだった。華散が手紙に書いていた通り、実塚美鐘はこの町にいた。

　しかし、何故こんなにも弱り切った様子なのか。

　彼女を殺さなければいけない。

　これは仕事。

　思い出せ、諸もろ哉やの言葉を。自分の立場を――

「……悪いな」

「え？」

　未いまだ感情と情報が錯さく綜そうする自分の脳内を抑え込み、口先だけの謝罪を述べて。



　俺は、紫電を纏まとった右の貫ぬき手てを、少女の胸へと突き出す。



　そうだ。これでいい。いや、悪いのか。解らない。仕事だ。任務だ。自分を押し殺せ。俺は、人を殺した。殺してしまった。正しかった？　殺しが正しい？　俺は何度殺してきた？　今更罪悪感？　無抵抗の相手。俺は――



「殺あやめるのであれば、そんなあやふやな感情で向き合ってほしくはありませんね」



　俺の手が少女に届く寸前、先程までとは別の声が響いた。

「――!?」

　俺は、反射的に手を引いて、その場から飛ぶように後退する。

　いや、ていうか。

「……何だ？」

　いつの間にか、胸中の燻くすぶりは業火のように肥大化していく。

　まるで、目の前の少女に反応するかのように。

　しかし、その後すぐに、少女は頭を抱えて、苦しみだした。

「や――や、めて、ください……！　いや、や、こんな、あ――。ぁ、あ」

　若干ヒステリックに頭を振る少女の姿は、自分の任務も忘れるほどに看過できるものには見えず、俺おれは慌てて再度近づこうとして――少女から放たれる、軋きしみ上げるような怖おぞ気けに、足を止めた。

「何だよ――本当に」

　軋み上げるような怖気は、俺に向けられたものではない。単純に、世界が、その存在に耐え切れずに上げている悲鳴だ。

「マジで、ふざけんじゃねぇぞ」

　胸中で暴れていた感覚が失うせる代わりに、軋むような既視感が少女から放たれていく。

　この感覚は――



「陛下が、顕現する時のものじゃねぇかっ」



　俺の言葉に合わせたように、少女の体に変化が起こる。

　地面から這はい上あがるように、影が少女の全身を覆っていく。

　その影は五秒も経たたずに消え失せるが、少女は、完全に先ほどまでとは異なる空気を纏まとい、両手と頭を垂れるようにして佇たたずんでいた。

「……あのさ、陛下。できればでいいから、起きて答えてくれない？」

　返事は無いと解わかってはいても、俺は不安要素を眼前にして、縋すがるように、陛下に――千せん道どう寺じ華か散ちるという男によって生み出された本物の化け物に、そして、今の俺の本性中身である存在、《雷哮神龍ジヤマーヴアル》に訊たずねていた。

「あれは、俺と同じなのか？」



　まるで正解だと言わんばかりに、先程までとは打って変わって悪あく辣らつな笑みを浮かべる少女が、肉食獣のような金色の双そう眸ぼうを向けてきた。



　突然の状況変化に、しかし俺は慌てる時間など与えられなかった。

　何な故ぜなら、その状況を俺が受け入れるより早く、少女の胸部から巨大な鋏はさみが生え、俺へと迫ってきたのだから。

「――お、おおおおおおぁああああああああっ！」

　肩に下げてた鞄かばんも受け身も気にせずに、ただ回避のためだけに、俺は右へと跳び退のく。

「ちっくしょう！」

　確かに喧けん嘩かを売ったのはこちらが先だが――いや、そうじゃない。この少女の、こいつの正体は何だ!?

「こんの――お前、何者だ！」

　叫ぶような声にも、しかし少女は答えない。

　代わりのように、少女の足元から、不自然なほどに濃厚な影が広がり、長大な鋏はさみが刃はを光らせる。

　加えて少女は、両手を真まっ直すぐにこちらへと向けて、そのまま、大樹の枝分かれのように、多量の鋏を撃ち出してきた。



　　　◆



　とまぁ、これが今に至る経緯なのだが――

「――くそっ！」

　当然のように、開いたまま突っ込んでくる鋏の数々。

　茨いばら道みちのように鋏が覆う中、俺おれは、腹を括くくって、雷化し、少女へと向け前進する。

「……っ」

　雷化による移動は一瞬だったが――その間、影から突き出てくる鋏の群れに、左足と右腕を僅わずかに裂かれ、痛みに歯を食い縛る。

　それでも俺は止まらずに、少女の懐に潜り込み、

「せぁっ！」

　無防備な腹部へと掌底の形で突き出し、雷撃を叩たたき込こもうとした。

　しかし、その両手は紫電へと転じているにもかかわらず、激痛を訴えた。

「が……っ、ぁあっ!?」

　慌てて手を下げようとするが、何かが掌てのひらに突き刺さって、抜きにくくなっている。何が引っかかっているって？　そんなもの、決まっている。

「ぐぉ、……この鋏、物理攻撃じゃねぇのかよ!!」

　ぎっちりと、その女性の腹部から生えた鋏が、雷化している筈はずの俺の両手を刺し貫いている。僅かに動かすだけでも、叫び回りたくなる激痛が掌から脳へと伝わってくる。

「く、そ、このぉっ！」

　引ひき剥はがせないなら――このまま感電させるだけだ！

「悪く、思うなよぉっ！」

　全身から雷電を迸ほとばしらせる。ただし拡散はせず、あくまでも、自身の周囲のみ。

「――っ、あっ」

　小さな呻うめき声ごえ。同時に、両手が異物から解放される。どうやら感電はしたようだが……どれだけ効いたことか。

「くそっ」

　数歩下がって、様子を窺うかがうも、俺の両手はズタズタに突き刺され、ボタボタと血を零こぼしている。勿もち論ろん、痛みは残ったままだ。

「……ぁ、う」

　しかも、驚いたことに、その女性は倒れもせずに、ただふらつくのみ。

「加減したつもりはねぇんだけど――」

　だからと言って、それを見ているだけというわけにもいかない。事情や背景はさて置き、確かにこれだけ異常な存在なら、華か散ちるへの殺人依頼が来てもおかしくは無いし、その華散から依頼があった以上、俺おれは彼女を殺さなければならない。

　しかし、と浮かぶ俺の疑問を、俺は自分で押し殺す。

　私情は、挟むな。

「――取とり敢あえず、眠ってくれ」

　先の失敗を繰り返さないよう、距離はとったまま、雷撃を叩たたき込こむ。

「――っ……！」

　バチンッ！　と激しい音と共に、ふらついていた少女の体は、一度びくんと痙けい攣れんを見せてから、そのまま倒れ込む。

「……流石さすがに、気絶してくれたよなぁ？　って、いってぇな、くそ」

　警戒を忘れずに、そろそろと近づく。このままとどめを刺す必要がある。潰つぶすなら、頭か心臓か。

「まぁ、さっさと終わらせるか」

　さっさと終わらせてしまえば、後に引ひき摺ずることも無い。

　無む垢くに見える少女の横顔に、溢あふれかえりそうになる罪悪感を抑え込みながら、俺は今度こそ、紫電を纏まとった貫ぬき手てを少女の心臓に向け――



「そこまで戸惑いを抱えて殺人とは、貴様は随分と奇怪ですね」



「は？」

　聞こえた声は、倒れたままの少女の体から。それが意味することを把握する前に、少女の肉体は自分の影に呑のみこまれるようにして、地面に沈んだ。

「な、んだ――これ？」

　思わず、口調が軽くなる。

　その間にも変化は続き、少女が沈んだ場所からゴポゴポと、影が粘性のある水泡のように広がっていく。

「実力、判断力、ともに優秀だからこそ、理解しかねます。何な故ぜ、貴様の殺意がそこまで半端なのか」

　そうして、その変化が収まった時、俺の目の前には長大な化け物が、聳そびえるように立っていた。

　放たれる威圧感――気配に、俺は息を呑む。

「…………本当、何だっつーんだよ、この状況は」

「さて。俺個人の意見を述べるのであれば、貴様ら人の価値観の身勝手さ、とでも言っておきましょうか」

　その姿を例えるのなら、黒い狐きつねが一番近いだろうか。

　長い全身を、異常なほどの猫背で折り畳んでいる。その状態でも既に二メートルは超えていることから、全長はどれだけだろうか。その全身を支える四肢も、イヌ科の特徴を残してはいるが、長さは身の丈に不釣り合いなほどに長く、肘ひじや膝ひざに当たる部位は、それぞれ二か所ずつある。後ろでゆっくり揺れる尾は、まるで影絵のように、ただ黒い。

　顔は、狐の顔を、より長く、そこに浮かぶ双そう眸ぼうは、既に刃物のような鋭さ。口に至っては、口端が耳近くにある。

「妙に親近感が湧わいちまうぜ――畜生」

「貴様もあの男の眷けん属ぞくであるならば、至極当然」

　その言葉に、俺おれは抱いていた疑問が正解であると自覚する。

「お前も、華か散ちるの眷属か」

「えぇ、そうです。――ただ、貴様と異なり、反旗を翻した身ではありますが」

「何で、そんなこと」

「理解は求めておりません。貴様にも、あの男にも――この器にも」

　憎々しげに、その化け物はより一層、鋭い双眸を細めた。

「せめて、動機ぐらいは聞きたいもんだな」

「俺に非はありませんよ。あるとするならば、この器、でしょうね」

　びきん、と鈍い音。何かと思えば、化け物の前肢が、アスファルトに罅ひびを入れていた。

「ある意味、貴様には感謝しております。この無価値な器を貴様が傷つけたが故に――俺はようやく、真っ当な自由を得られたのですから」

　不自然な前傾姿勢から、バンッ!!　と派手な音を立ててながらの獣特有の飛び出しに、半ば予測できていた俺は即座に雷化、その場を離れるために、獣の上を通り抜ける。

　流石さすがに、あんなでかい化け物と町中で戦うのは得策じゃない。加えて、一度に解わからないことが多すぎる。現状では何一つとして理解しきれない。

　まずは、逃げる。

　いくらあの化け物が巨体であり、一歩の幅が大きいことも含めて速かろうと、雷速には追いつけないだろう。

　あれを放置することの危険性を考えたが、無駄死によりはと頭を振って――

「逃げるとは、聊いささかつれないのでは？」

　真下から、長大な鋏はさみが突き出された。

「んなっ!?」

　空中で横転するように回避。地面から生えた鋏は消えることなく、そのまま黒い化け物とともに浮かび上がる。

「本当……冗談じゃねぇっ」

「その通り。これは現実ですので」

　侮あなどった。まさか追いつかれるとは。

　速度の理由は知らないが、少なくとも、このままでは逃げもできない。

　なら、選択肢は、一つ。

「……くそ、殺すしかねぇ、てか」

「そこまで殺しを疎みますか。それは何とも――哀れみを誘うことですね。しかし俺おれは、微み塵じんも容赦を致しませんけれど」

　冷ややかな哄こう笑しようとともに、再度化け物は俺へと跳びかかる。

　その口に並ぶ乱らん杭ぐい歯ばは確実に俺を喰くいちぎるために真まっ直すぐに。

「――――っ」

　しかし元が巨体なら、避さけてしまえばそれまで。俺は雷速で地面に降り立ち、跳び上がった化け物を見上げるようにして、雷の巨腕――陛下の腕を、化け物目がけ突き上げた。

「――ぐぅっ!?」

　真下からの無防備な腹部への一撃は、流石さすがに効いたようで、化け物は体勢を崩したまま落下し、地面に激突――するかに思えた。

　しかし、化け物の体はまるで溶けるかのように、音も無く地面に消えていく。

「――って、まさか」

　一つの可能性が、俺を即座に前方へと転がるように跳ねさせる。俺が立っていた場所には、予想通り、巨大な鋏はさみが生えて、ジョキン、と耳に残る音を立てていた。

　鋏を出すだけじゃない。少なくとも、雷化した俺に追いつくほどの速度と、地面に潜る能力がある。

　こいつも、『超能力事件ケースＰ』の首謀者だった、終おわ莉り崎ざき是ぜ胤いんと同じ、複数の異能を保持している？　いや、考えてみれば当然か？　だってこいつは――あの華か散ちるの眷けん属ぞくなのだから。

「して――お訊たずねしますが」

　俺の考えなんて知る気も無いだろう。化け物は、地面から出てくることなく鋏を沈め、声だけを響かせる。

「何な故ぜ、貴様は俺を狙ねらうのでしょうか？　これも、あの男の意思なのでしょうか？」

「……確かに華散の命令だが、お前、本当に何したんだよ？」

　実さね塚づか美み鐘かねが狙われる理由――華散に依頼が来るほどの理由として、真っ先に華散の眷属であることを否定していたのに、答えはその真逆。あの黒い獣は、華散の眷属でありながら、華散に狙われている。

　たとえ華散に依頼があってのこととはいえ、何故華散が、身内思いのあいつが、自分の眷属を殺すなんて依頼を受けた？

「答えろよ――お前、どういった理由で、華散に反発してんだよ。どんな理由で、あいつを、裏切ったんだよ？」

　訊ねた俺の前、そこにいる筈の化け物は、僅わずかに苦々しげに「ふっ」と自虐的な笑みを残して――完全に、闇やみに溶けるように気配を殺す。

　答えるつもりは無い、ということか。

　加えて、真正面からの攻撃をやめて、闇やみ討うちに切り替えたらしい。

　そうなると、こちらとしてはかなり対処が難しい。何せこちらはほぼ目視で動いているのだ。それ以外となれば、勘に頼るしかない。

　壊かい世ぜのように、殺意に反応できればと思うが、無い物ねだりにしかならない。

　再度下からか、それとも背後か。街灯の光より離れた闇の中。見えない敵に、焦燥感が募り始める。

　瞬間、ジョキン、と言う耳に残る音が背後から。

　弾はじけるように振り返る俺おれは、その先に、何も無いことを見て――自分の失敗を悟る。

　まずい、ほぼ反射で振り返ったが――右回りで振り返った俺の死角――左側の壁から、長い鋏はさみが生えて、俺の首へと添えられる。

　反転と、背後に気を取られた俺は、その鋏への対処が間に合わない。

　俺自身が雷速での移動を体に伝えるより速く――伸びた鋏が、俺の首を挟み、



「図に乗ってんじゃねぇぞ」



　上空から降ってきた棒状の何かが、その鋏が閉じるのを防いだ。



「――っは！」

　鋏の刃やいばは僅わずかに皮膚に触れる程度。それに恐怖を感じながら、即座に離れる。

　そこには、黒い炎のような長い棒が地面に突き刺さり、鋏が閉じるのを阻害していた。

「あれ？　これって――」

　その黒い棒には、見覚えがあった。しかし、だとするとこれは棒ではなく――

　ズドン、と。

　目の前に、人影が降り立った。

　闇やみ夜よの中でもさらに黒。狐きつねの化け物以上に黒く見えるその姿。

　後頭部で纏まとめられた黒髪、袖そでの無いロングコートと、季節にそぐわないハーフフィンガーのロンググローブにスラックス。履いているのは、ローラーブレード。

　その全すべてが、黒。

「随分と好き勝手してるじゃねぇか。――《鋏影狐鋭フオルズシヤス》」

　俺の主あるじである、千せん道どう寺じ華か散ちるが、降り立っていた。

「華散……？　何で……」

「まぁ、こうなっちまったか」

　俺を一いち瞥べつしてから、華散は未いまだ塀から伸びる鋏に視線を移し、黒い棒を――いや、華散の武器である長剣を引き抜いた。

　その途端、鋏は恐れるかのように塀の中へと引っ込んでいく。

「また逃げんのか。……そうやって、逃げてばっかで、何もしないのか？」

　華か散ちるの手中で、その黒い長剣は炎のように揺らめき、しかし鋭い切っ先を見せている。

　塀の中から、いや、どこかに潜んでいるだろう化け物からは何の返答も無い。しかし、

華散は油断する気も見せず、後ろ腰に左手を突っ込み、そこから巨大なナイフを引き抜く。

　それを器用に左手だけで回した瞬間、ナイフは、右手に掴つかまれている炎のような長剣とまったく同じ姿になった。

　黒い炎のような長剣の二刀流。久々に見る華散の臨戦態勢に、俺おれは自然と唾つばを飲み込んでいた。

「おい、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》。まだいるんだろ？　顔くらい出せよ。――それとも、手負いの獣でもあるまいに、尻尾しつぽ巻いて逃げるか？」

　明らかに挑発の言葉だが、華散に《鋏影狐鋭》と呼ばれた化け物は、無言のまま、ぬぅ、と地面から現れた。

「逃げ回んのもそろそろ飽きただろ。じゃあ、死ね」

「生あい憎にくながら、俺は死にたくありません」

　言いながら、しかし、ぎちりと、化け物の視線は俺に向けられる。

　その視線に含まれた感情は、明らかな負の感情。しかし――何な故ぜか、害意は無いように感じた。先程まで、俺と殺し合いをしていた筈はずなのに。

「加えて、主あるじ殿に勝てるとも、思ってはおりませんので。――では失礼」



    

  
    
      



    

  
    
      　ずるりと、またしても地面に沈んだ化け物は、姿形は見えないが、何な故ぜか、この場から去って行ったように感じた。

　その感じは正解だったようで、華か散ちるが両手に握った炎のような長剣を、右手のは小振りで整ったナイフに。左手のは巨大な、荒々しいデザインのナイフに。それぞれ元の状態に戻し、後ろ腰にある鞘さやへと収める。

「大丈夫――じゃないな。見せてみろ、手」

「え、あ、あぁ。悪い」

　改めて、両手を負傷していたことを思い出す。しかもかなり深いそれは、緊張感の解けた今、痛みはかなり酷ひどい。

「……ったく、無茶しやがるなぁ。あいつも、お前も」

　ぼやきながら、華散は血を流し続ける俺おれの両手に右手を翳かざし、ボンッと突如黒い炎を発生させる。しかし、俺に驚きは無かった。

　これは、華散の異能である炎らしい。藍あいさんの炎と異なるのは、燃やすためのものではないことと、こうして傷を癒いやすことに用いられているということ。その他ほかの詳しいことは知らないが、まぁ、知る必要もないと思ってる。

　そうして発生した黒い炎が消えた後、俺の両手は完治していた。

「首は大丈夫か？　結構ギリギリだったようだが」

「あー、あぁ。大丈夫。痛みも無いし」

「そうか」

「でさ、華散……」

「あいつのことか」

　華散はつまらなそうに、俺の言葉に先んじる。

「もう、解わかってるだろ」

「じゃあ、やっぱり。華散の、眷けん属ぞく、なのか？」

「あぁ」

　短く肯うなずいた華散に、気づけば俺は詰め寄っていた。

「じゃあ、何で！　何で俺が、華散の眷属である俺が、同じ眷属のあいつを殺す必要があるんだよ!?　いや、それ以前に、この依頼を華散が受けている理由が解らない！　確かにあいつは被害者を出してはいるが、それでも、お前が眷属を、身内を殺すなんて――」

「この件、お前は手を引け」

　俺の言葉を、今度は完全に遮って、華散はそう言った――いや、それは命令だった。

「身勝手な話だが、それこそ、資料まで送っておいてなんだが、これ以上はやらなくていい。――あとは俺が済ませる」

「え？　いや、ちょ、華散？」

「いいな」

　有無を言わせず、それ以上に許さずに、華散はその場から、飛ぶように去ってしまった。

「いいな――って、何でだよ」

　残された俺おれは、何一つとして理解できずに、しばらくの間呆ぼう然ぜんとしていることしかできなかった。



　半ば放心状態で帰宅した俺を待っていたのは、居候二人と、藍あいさんだった。

「あぁ、邪魔しているぞアキラ」

「……どうも」

　俺は挨あい拶さつもそこそこに、自室に向かおうとすると、藍さんに呼び止められた。

「何か、あったか？」

「あぁ、まぁ」

　話した方がいい、とは思うものの、何から話せばいいのか、寧むしろ何を話せばいいのか。それが解わからずに、自然気の無い返事を繰り返すだけになってしまう。

　そんな俺に、壊かい世ぜが圧のし掛かるように、背中からしがみついてきた。

「……アキちゃん、血の匂においがします」

「あーと、まぁ、ちょっと危険な目に遭って来たから」

「アキラ」

　藍さんが、語調を強めて俺を呼んだ。

「座れ」

「え？　あー、はい」

　反論を許さない物言いに、俺は壊世を引ひき摺ずりながら、ソファーに座る。対面トイメンには、藍さんと緩ゆる杷はが座り、テーブルには、三人分のコーヒーと、出前で頼んだらしい、ピザが三種類並んでいた。

「ＷＨＯの経費で落とす」

「え、いいのか？」

「たまにはいいだろう？　こんな息抜きも」

「ま、自分らも最初は金出そうかって話してたんだが、嬢ちゃんがいいって言うもんだからな。甘えさせてもらったわけ」

　ピザを咥くわえながら、緩杷は楽しげに言う。そんな皆の様子に、俺の気も、若干緩んでいた。

「それでアキラ、何があった？」

「あぁ、そうだな」

　流石さすがに、ここまでされて、黙り続けるわけにもいかないし、それで済むとも思わなかったため、俺は先程までの経緯を全すべて話した。



「――で、今に至る、と」

「また危ないことだったですか」

　説明をし終えた後、俺おれにしがみついたままの壊かい世ぜが、その腕に若干力を込めてきた。

　どうも俺が怪け我がをすることを嫌っている壊世には、今回のことも許容できるものではないらしい。

「まぁ、な。だが、俺がこれ以上できることは無い」

「華か散ちるからの命令――か。難儀だな、眷けん属ぞくというものは」

　難しそうに呟つぶやく藍あいさんに、俺は今になって浮かんだ疑問を訊たずねてみる。

「ていうか、何で藍さんここにいるんだ？」

「ん？　あぁ、私がここにいるのは報告のためだ」

「報告って――」

「実さね塚づか美み鐘かねについて、最低限の情報だ」

　そう言って、藍さんは、コーヒーを一口飲む。

「……コーヒーというものは、本当に苦味が無いな」

「嬢ちゃん嬢ちゃん。それ、ブラックだけど」

「ふむ……。やはり青汁だな」

　ぶれないなぁ、この人。

　いや、そうじゃなくて。

「実塚美鐘の、最低限の情報って、何だ？」

「残念ながら、先の貴様の話を聞けば、そう特別なものではない。実塚美鐘は、私の知らん間に追加された危険度ＳＳ＋ダブルエスプラスの異能者で、千せん道どう寺じ華散の眷属である、ということだ」

「……本当に、眷属なんだな、あの子は」

　俺は、藍さんの言葉を噛かみ締める。

　あの黒い狐きつねも同じことを言っていたし、華散もはっきりと明言していた。

「じゃあ、何でこんなことになっちまったんだ？　畜生――わけが解わからねぇ」

「詳細不明というのであれば同感だな。私も、この件に関しては疑問ばかり残る」

「この件って？　え？　藍さん、調べたのか？」

「あぁ」

　藍さんはあっさりと肯うなずいた。

「まぁ、多少危険な道とは思ったがな、どうも今回のことはそこまで重要視されているわけでもないのか、情報収集だけなら多少はできた」

「それで――何か、解ったのか？」

「あぁ。――千道寺華散と、この件の依頼人が何を考えているのか全く解らない、という結論がな」

「……………………は？」

　何と言うべきか、見事な投げっ放しな結論に、これまで黙っていた壊世が口を開いた。

「何ですかそれ。カチルさんと依頼人さんが揃そろっておかしくなっちゃったですかね？」

「あるいは、私たちには理解できん何かなのか。まぁ、依頼人に至っては、その存在すらも解わかってはいないがな」

「んじゃ、依頼人の方で解ってるのは？」

「実さね塚づか美み鐘かねの抹殺。この依頼を出したということだけだ」

　それだけだと、ますますわけが解らなくなる。

「じゃあ、何で華か散ちるがそんな依頼を受けるんだよ。あいつの性格からしたら、いや、華散じゃなくたって、自分の身内を殺せって言われたら、寧むしろ依頼してきた奴やつをぶちのめしに行くんじゃ……」

「そこで」

　びし、っと藍あいさんが俺おれを指さす。

「この中で最も千せん道どう寺じ華散に会った回数の多い貴様が、当の本人から聞き出せなかった以上、憶測以外はできなくなってしまったのだ。その憶測にしても、何一つとして真実味を帯びたものは浮かばない、いや、憶測すらできないと言ったものだからな」

「難儀だなぁ、皆してさぁ」

　そう呟つぶやいた緩ゆる杷はを、藍さんは何かに気づいたかのように数秒見つめた。

「嬢ちゃん？　悪いが、ジブンはノーマルだぞ。女同士の淫いん靡びな関係は望まないぜ？」

「そんなものはこちらとしてもごめんだ。いやしかし……可能性、だな」

「何か、思いついたのか？」

「あぁ」

　難しい顔のまま、藍さんは、自分でも確かめながら、言葉を選ぶように言う。

「仮定なのだが――もし、実塚美鐘という少女、貴様の言葉通りなら、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》だったか？　その異能だけが暴走しているというのであれば、ある程度のことは考えられる」

「暴走？　いや待て、それって、俺にしてみれば陛下だけが暴走してるってことだろ？　流石さすがにそれは無いだろう。だって、陛下は基本的に俺に協力的なんだぜ？　器である俺と中身である陛下は基本的にワンセットなんだ。それが暴走って、だとすれば、それは実塚美鐘も暴走してるってことじゃねぇの？」

「……本当に、そうなのか？」

「え？」

　藍さんの鋭い視線は、俺に向けられてはいるが、その実、俺の中にいる陛下に向けられているように思えた。

「いや、些さ細さいなことでもいい。貴様の異能に意思があるのは知っているし、それは千道寺華散の眷けん属ぞくの特徴であることも確認済みだ。問題なのは、その分離している意思同士が、絶対的に仲なか違たがいを起こさないのか、という部分だ」

「は？　いやでも、実塚美鐘と《鋏影狐鋭》が同意のうえで暴走しているって可能性もあるんじゃあ……？」

「それは考えた。しかし、一歩足りないのだ。実塚美鐘という個人は、どれだけ調べても、良家のお嬢様という結論しか出ない。そんな人物が、ある日突然異能を振ふり翳かざし、長年の友を傷つけた理由は？」

「いや、そりゃあ、そこまで言われれば、言いたいことも、解わかるけどさ」

　つまり――事の発端であるかもしれない、実さね塚づか美み鐘かねが、長年の友人であるメイドを傷つけた理由は、彼女の異能である《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の暴走ないし、反乱によるもの。

　確かに、あの黒い獣は、華か散ちるに反旗を翻しているとか言っていたが――しかし、どうも自分の同類ということから、納得することが難しい。

「――あ」

　と、とにかく何かないかと記憶を掘り返して、ある日の華散の言葉を思い出した。

　あれはいつだったか――そうだ、二ヶ月前、事件にケリが付き、携帯電話で事後報告を終えた時に、華散が俺おれに言ったんじゃなかったか？

「……そうだ、華散は珍しいって言ってたんだ」

「――何がだ？」

　鋭く反応する藍あいさんに、俺は若干戸惑いながら答える。

「華散は、俺と陛下の仲がいいのを、珍しいって言ってた」

　そうだ。俺は今まで、自分に当あて嵌はまらないからって忘れていたのか。

「大抵は、異能と器は相反しやすいって、言ってたじゃねぇか」

「…………成程。ならば、私の仮説も、あながち無視できるものではない、か」

　藍さんは、疲れたように俯うつむきながら、頭を右手で抱えた。

「あくまでも仮定として、実塚美鐘は、己の内にある異能に怯おびえ、否定したのかもしれん。それが長く続き、異能の方が堪たえきれず、暴走――か。異能でありながら意思があるというのは、中々に面倒なものらしいな」

「あぁ、成程。嬢ちゃんはジブンを見て、暴走って考えに至ったのか」

　納得したように、緩ゆる杷はが言う。

　今はただの人間である彼女は、先月まで、正に異能の暴走という事象に生命を左右されていた身であるだけに、藍さんの仮説にも肯うなずけるのだろう。

「んでも、何で暴走してるミカネさんを、カチルさんは殺そうとしてるですかね？　アキちゃんの話を聞く限り、カチルさんの性格なら、ミカネさんを助けそうなもんですが」

　壊かい世ぜの疑問に、全員が押し黙った。

「結局はそこだよなぁ……。華散、俺に殺せって言ったり、下がれって言ったり」

「というかアキラ。貴様、本当にこの件から手を引くのか？」

　言われて、考える。

　華散に命じられた以上、関かかわらない方がいいのは明確だ。

　だが、このまま実塚美鐘が殺されるのは、何かが間違っている――気がする。

「これが下らん政治の影響なら、そのふんぞり返っているであろう馬ば鹿かを特定して殴りつけでもしてやればいいのだが、依頼されたのが千せん道どう寺じ華散で、しかも能動的であることを考えると、対処に困る」

「そう、だなぁ」

「ほんじゃー」

　気の抜けた声で、壊かい世ぜが唐突なことを言い放った。



「本人に訊きいてみりゃーいいじゃねーですかね？　その、ミカネさんと、フォル――何とかさんに」



「……いやいや壊世さん。訊くって、何を訊くんだよ？」

「そりゃー、誰だれに命を狙ねらわれたか、ですよぅ」

「んじゃ、どうやって？」

「普通に近づいて」

「できると思うか？」

「さぁ？」

　殺人鬼は、どこまでも無責任だった。

「でもさ少年。このまますっきりできねぇってなら、それが一番なんじゃね？　いや、ジブンとしちゃあ、話を聞いてる限りは自殺行為にしか聞こえんけど」

「その上、大人しく話すとも思えねぇしな」

　俺おれは深く溜ため息いきを吐つく。壊世は、自分の意見がボロボロに言われても、さして気にした様子も無く、変わらず俺にしがみついている。

「でも、そうだな」

　確かに、壊世の意見は滅茶苦茶だが、俺の考えを纏まとめる効果はあったらしい。

「少なくとも、完全に蚊か帳やの外で終わるのは後味悪いしな。華か散ちるが教えてくれないなら、実さね塚づか美み鐘かねに訊くしかない、か」

「お。いい目するじゃん少年」

「あん？」

　別のピザを頬ほお張ばっていた緩ゆる杷はが、愉快そうに俺を見ていた。

「その目だよ。あの時、屋上から落下したジブンを、兄貴から逃げてたジブンを庇かばってくれた時のな。迷いが無い、やって当然って感じの、心底からカッケー目だぜ？」

「……そうか？」

　面と向かってそこまで言われると、かなり気恥ずかしい。

「いいんじゃねぇの？」

　緩杷は寧むしろ、俺が恥ずかしがるのを楽しむように続ける。

「かっこよく生きろよ少年。自分のことなんか二の次に、誰かのためにさ、脇わき目めも振らずに突っ走ってみりゃいんじゃねぇの？　それで誰かが救えるなら、万々歳じゃんか」

「あたし個人としましては、アキちゃんにはあんまし誰かのために無茶してほしくねーですけど。アキちゃん、死にかけるまでやるし」

「壊かい世ぜに同意だ。ユルハ、滅多な発言は控えろ。この馬ば鹿かの場合、ことが済んだ後に死体で帰ってきてもおかしくはないからな」

「あっはっは。信頼されてんなぁ、少年」

「……これ、信頼なのか？」

　だが、緩ゆる杷はは俺おれの考えを一番理解しているらしい。

　それは、この中では唯一、俺が手を貸したことがあるからなのだろうか。

「ともあれ、さ。少年は、ミカネって嬢ちゃんを、助けるんだろ？」

「……そう言った覚えは無いけど」

「でもやるんだろ？　周りの意見なんか構わずに、ジブンの時みたいに」

　その言葉は、見透かされているようで癪しやくだったが――反論する理由は、無かった。

　華か散ちるが何を考えて実さね塚づか美み鐘かねを殺すのか、また、その依頼を出したのは何者なのか。解わからないことだらけではあるのだが――だからこそ、理解したいと思う。

　本当に、実塚美鐘が死ぬべき人間なのかを。

　そのためには――

「華散に逆らう、のか」

　実塚美鐘の抹殺を行おうとしている華散を止めて、実塚美鐘の行動のわけを知る。

「まぁ、やってみるしかない――よな」

　少なくとも今は願うしかない。実塚美鐘が、殺されるような人間ではないということを。



　　　◆



（こんなの、もう、止やめてください！）

「五う月る蠅さいですね、貴様は」

　巨大な影が、緑ろく杉すぎ町ちようの道路を走っていた。

　その影は、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》と実塚美鐘のものだが、肉体の支配権は、既に《鋏影狐鋭》の方へと傾いていた。

（こんなことに何の意味があるのですか!?　あんな、無関係な方まで傷つけて――）

「あの白髪の少年のことでしたら、自業自得でしょう。その少年は、確実に貴様を殺そうとしていましたからね。現状、貴様に死なれると俺も困りますので。当然の保身です」

（そ、れは――）

　自分の命が狙ねらわれたことに、しかし性根が優しい少女は、一概に同意できない。

　寧むしろ、と考えてしまう。自分が死ねば、もうこんなことにはならないのでは――と。

　そんな悲観的な考えを、少女はどうにか否定し、一いち縷るの希望を託す。

（あの方なら――貴方あなただけを、消せる筈はずです）

「……ふん。いくら万能のあの男でも、どうでしょうかね？　お忘れのようですが、俺と貴様は、入れ物とその中身。中身が消えれば、器は空になるだけ。運命共同体というやつですよ――忌々しいことに、俺おれと貴様は」

（それもこれも、元は貴方あなたが――）

「先に、この刃やいばを振るったのは貴様でしょう？」

（――――っ）

《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の言葉に、美み鐘かねは言葉を失くし、同時に思い返される。

　変へん貌ぼうした右腕、倒れ伏す親友。

　いつも一緒だった。ずっと一緒だと思ってた。そう、誓い合っていた。

　なのに、この手で、截たち切った。

　姉のように優しい、無二の親友を、裏切った。

（私――は――）

　意識が虚ろになっていく。睡魔に呑のまれるように、薄れていく。

　その中で、思い返されるのは、家族を截ち切っていく、自分の姿をした《鋏影狐鋭》の暴虐の光景。

（ち、がう――あれは――私じゃ――）

　意識は薄れ、沈んでいく。

「己すら理解できない無能など、俺には無用です」

《鋏影狐鋭》が、肉体の主導権を支配していく。



「俺はまだ――死にたくなど、ありません」



　脳裏に浮かぶのは、黒衣の男と白髪の少年。

　一歩間違えれば、殺されていたかもしれない。

　その恐怖が、《鋏影狐鋭》を走らせる。

　美鐘には冷酷な言葉をぶつけているが、身体を用いている今は、その全身を恐怖で震わせないよう、必死になっている。

　止まれば、殺される。

　比ひ喩ゆではない。あの黒衣の男、自分の生みの親とも言える男は、まるで感情を映さない双そう眸ぼうで、刃を向けてきた。

　この町に来る前に一度打ち合っているがために、その強さは――異常さは、十二分に理解している。

「あの男は、この無能な器ごと、俺を殺す気なのですよ……」

　情など、あの男には期待できない。

　ならばどうする？

「――そうですね。不安要素の抹消を、一つずつしていきましょうか」

　あの白髪の少年ならば、勝ち目はある。

　しかし、白髪の少年も、黒衣の男の眷けん属ぞくに違いない。殺せば、確実に、言い逃れもできずに、『抹殺対象』から『完全な敵』と見なされる。

「それが何だというのです」

　既に、守るものは己の命のみ。

　ならば、少しでも危険を排除するだけだ。



    

  
    
      


第三章　ここにある場所の価値



　昔話を一つ。

　紐ひも解とくつもりも無いけれど、前提のような話だ。

　約一年半前、俺おれは初めて人を殺した。

　それは、俺が《雷哮神龍ジヤマーヴアル》であることを自覚した瞬間でもあった。

　殺した人のことは今でも覚えている。いや、一生忘れないと思う。

　さて置き、俺が言いたいことは一つ。

　俺が陛下と相互理解ができたのは、その時に俺が殺した人の助力が大きかった。そういうことだ。



　　　◆



「てなわけで、俺は華か散ちるの考えに反して、実さね塚づか美み鐘かねを助ける道を選ぼうと考えてる」

「……何て言うか、呆あきれて何も言う気になれないんだけど」

　華散に命令を撤回された次の日、金曜日。

　昨日の実塚美鐘についての考えを話すため、登校した俺は、少しでも成功率を上げるために、協力者として諸もろ哉やを屋上に呼び出した。そのまま、昨日のことと、それについての自分の考えを全すべて話したら、今の呆あきれと諦てい観かん交じりの溜ため息いきを吐き出された。

　俺おれたちは互いに入り口近くの日陰に並んで座り、夏の暑さと、日陰の半端な涼しさに身を晒さらしている。

「秋あき良らも秋良だけど、協力する皆も皆かな。特に、藍あいは反対すると思ったけど」

「俺も無理に協力しなくていいって言ったけど、何か納得できなくて気持ちが悪いから、最後まで見届けたいって。んで、今はより多くの情報を集めるために動いてくれてる」

　実際、昨日の話が終わった後、時間が惜しいと言いながら動き始めていたし。

「それで、間に合うの？　華か散ちるより先に、実さね塚づか美み鐘かねを保護できる？　もう終わってるってことだってあり得るんじゃないかな」

「そこは、正直アバウトなんだけど。ほら、この前言ってた、俺の変な胸騒ぎ」

「うん」

「あれは、どうも実塚美鐘たちと関係があるらしくてさ、少なくとも、今も少し、湧わき上あがってるから、身の安全は保障できてる、と思う」

「へぇ……。まぁ、眷けん属ぞくゆえの共感覚、かな？　まぁ、それを頼りにはしてみる、と」

「そういうこと」

　実際、そういうものだと自覚した辺りから、この感覚に不快感はなくなっていた。あれは、完全に未知への不快感だったらしい。

「ふーん。……それにしても、華散に反対、かぁ」

「あー、やっぱ、協力できないか？」

「ううん。別に協力するのは構わないけど」

「え？」

　あっさりと答えられて、寧むしろ俺は驚いてしまった。

「ん？　何？　もしかして、諸哉は協力しないと思ってた？」

「あー、まぁ。ほら、華散と面識あるって言ってたから」

「面識、ねー。あるにはあるけど、親しさで言ったら、秋良の方が上だし。それに、諸哉もその話、興味湧いたし」

「眷属のことか？」

「そう。ついでに言うと、華散が失敗した時の顔を見てみたい」

「……そんな気楽な話じゃ済まないと思うが」

「そうだね。知ってる」

　ぴょん、と軽快に立ち上がった諸哉は、その際にスカートが捲まくれかけ――中身が見える前に、俺は顔を背けた。

　……ばれてないよね？

「諸哉は、何人も殺してきた」

「……そうか」

　突然の重い話は、俺おれに静聴を求めているように感じた。

「悪人も、善人も、異能者も、一般人も、怪け我が人にんも、異常者も、例外無く殺してきて、先月、初めて失敗した」

　失敗した――殺し損ねた。それは、梔くち子なし緩ゆる杷はのこと。

「それでね、あの後、笑って秋あき良らと一緒にいる緩杷を見てね、思ったんだ。――救える命も、あるんだなーって」

「別に、あんなのは、偶然だろ」

「その偶然で、秋良は常識を覆した。誇っていいと思う」

　座ったままの俺と違い、諸もろ哉やは立ったまま、壁に背中を預けている。

「だからさ、それで諸哉の価値観も変わっちゃったんだ。もしかしたら、これまでは壊すばっかだった自分も、誰だれかを救える立場になれるんじゃないか――ってさ」

「そんなもん、考え方次第だろ」

「そう。そして秋良は、救うことに考え方が偏かたより過ぎてる」

「そう、なのか？」

「じゃなきゃ、見ず知らずの他人を助けようなんて思わないよ」

　そのことで、緩杷からはお人好しって言われたっけ。

「協力するよ、秋良」

　それは、断言だった。いや、もっと強い、誓いのようにも聞こえた。

「諸哉は秋良に協力する。確約する。誓約する。絶対に違たがえない」

「いや、そこまでしてくれなくてもいいけど」

「その代わり結婚して」

「何でそうなんの!?」

「あはは、冗談冗談。顔、真っ赤だよ？」

「……こんにゃろう」

　いくら何でも不意打ち過ぎて、中々顔に上った血が下がらない。

　こいつは、壊かい世ぜとは別の方向で感情を真まっ直すぐぶつけてくるから困る。大体が冗談だから、余計に。

「でも、本当に秋良って、他人のために生きてるみたいだよね」

「何か壊世とかにも言われたけど、そんなつもりは微み塵じんも無いっつーの。気に喰くわないことに喧けん嘩か売ってるただのガキだ」

「ふふ、まぁ、それで生き残れるなら、構わないけどね」

　生き残れるなら、か。

「華か散ちる相手に、生き残れると思うか？」

「んー？　そりゃ、敵対したら死ぬでしょ。今回だと、秋良以外は殺されるかもね」

「……だよなぁ」

　俺は、眷けん属ぞくだから生かされる。それだけだ。

　実さね塚づか美み鐘かねは、たとえ眷けん属ぞくでも、抹殺との依頼がある以上、殺され、他ほかの皆は――敵と見なされ、殺されるだろう。

「やっぱ、俺おれだけでやるべきだったか？」

「さぁ？　でも、時間を稼ぐ程度だったら、どうにかなるんじゃないかな？　華か散ちるだって仕事である以上、ただちょっかいかけてくるだけの諸もろ哉やたちにずっと構ってるわけにもいかないんだろうし」

「ま、そうなるか」

「じゃ、細かいことが決まったら教えて」

「あぁ」

　会話はそこで終わり、諸哉は授業を受けるために屋上を後にした。何だかんだで、学校生活を楽しんでいるらしい。

　俺はそのまま、日陰に上半身を入れて、横になる。

　こうしている間にも、華散が実塚美鐘を殺しているかもしれない。俺たちが動く頃ころには、全すべてが終わっているかもしれない。

　でも、何もしないよりはマシじゃないか、と、考えながら――俺は、三日連続でのサボりを、惰眠と共に堪たん能のうするのだった。
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「やぁ」

「……あ？」

「久しいね」

「あー、えと、何で？」

「夢だからね。死人だって現れるさ」

「あぁ、夢か、これ。……そりゃ、そうか」

「そうさ、私が君の前にいるんだからね」

「…………俺は、あんたの言ったように生きていると思うか？」

「ん？　懺ざん悔げかい？　いいねいいね。そういうのは好きだ。君の困った顔や悩んだ顔は、そそるものがあるからね」

「……夢でも変わらねぇなぁ、あんたは」

「君は変わったね。角度で言うなら、四十五度ほど」

「それ、けなしてんのか？」

「いや、褒めているよ。現実だったら、間違いなく君に抱かれるか、君を抱いている」

「変われた、のか？」

「誰だれかのために生きることを、責任ではなく当然としているのは、変われた証拠だろう？　いや寧むしろ、変わったというより、戻った、というべきかな？」

「戻ったって、あんた、あの時以前の俺おれなんて知らないだろ？」

「あぁ、知らないね。だが、予想はできる。個人的には幼い君を全力で愛めでてみたいとも思うが、死人には口どころか体が無いからな。残念極まりない」

「……あー、そっか」

「ん？」

「あいつら、何か親しみやすいと思ってたら、そうだ、どっかあんたに似てるんだよ。全部じゃなくて、それぞれが、違った部分でさ」

「ふむ、私の面影なんぞ探してほしいとは思わんがなぁ。死者に依存されても、応こたえられない私としては困り果てる」

「俺さ――多分、あんたが初恋だったんだよな」

「そうか。私もだ」

「感謝してる。あんたがいなけりゃ、俺は壊れてたかもしれないからさ」

「なら――」

「？　おい、ちょっと、待て。何で消えて」

「彼女も、壊れる前に救ってやらんとな」

「待て、待ってくれ――」



　　　◆



「待ってくれ！」

　気が付くと、汗だくで屋上に寝転がっていた。

「……あ？」

　見回すと、見慣れた屋上。

「そう、か」

　あれは――夢か。

「はは、そりゃあ、そうだよなぁ……」

　あの人が、俺の前に出てくるなんて、もう俺の夢以外ではありえない。

「俺が、殺したんだもんなぁ」

　感触も、温ぬくもりも、鮮明に思い出せる。

　たった二週間程度の繋つながりが、クソ下らない要因で崩れた時のこと。

　同時に《雷哮神龍ジヤマーヴアル》・天あま音ね櫛ぐし秋あき良らが誕生した瞬間のこと。

「……ったく、何で夢なんかに出てくるんだか」

　引きずらないとは決めたけど、縋すがらないとは約束したけど。

「思い返しちまえば、感傷に浸っちまうじゃねぇか」

　それでも、夢だとしても、あの人は俺の道みち標しるべになってくれている。

　――彼女も、壊れる前に救ってやらんとな。

「あぁ、解わかってる」

　俺おれは壊れずに済んだ。あの人のおかげで。

「やってやるさ。俺とあいつは同じなんだ――絶対、救ってみせるさ」

　そうやって無人の屋上で決意を新たにしたのはいいが、あまりにも自然で、かつ酷ひどい暑さは、俺の体を干上がらせるつもりかと疑いたくなるほどに汗をかかせていた。

「自業自得っつっても、これはきついなぁ」

　汗で濡ぬれて、ワイシャツの下のＴシャツが透けている。今でこそ濡れた不快感だけだろうが、日が落ちて気温が下がってくれば、汗が冷えて風邪を引くかもしれない。

「風邪を引くのかどうか、そういやぁ考えたことも無かったな」

　これまで無病だったかの記憶がどうも曖あい昧まい。息災ではなかったことは確かなのだが。

「……陛下ー、できれば起きて知恵でも貸してくれねーかー？」

　気軽に呼んでみるが、頭の中には応答も気配も無し。

　これまで窮地には何度も助けてくれて、その度に異能の扱い方を教えてくれた陛下ではあるが、自分以外の器や、同じ眷けん属ぞくであるものの対処は知らないのだろうか。

　知ってる方がおかしいとは、思うけど。

　なんてことを考えていたら、きぃ、と妙に静かな音とともに、屋上の扉が開く。在ある歌かさんでも来たのかと思って、言い訳を考えながら扉の前に行くと、そこにいたのは、完全に予想外の人物だった。

「な、え？」

　胸中で、既に慣れた感覚が脈動するように疼うずいた。

　その人物は、制服は柔じゆう宋そう高校指定の女子用のものだ。しかし見覚えのある短めの黒髪は――

「実さね塚づか、美み鐘かね？」

「生あい憎にくながら、その器は眠っていますよ」

「――っ!!」

　声こそ実塚美鐘だったが、その言葉に、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》であると解った瞬間、俺は跳び退すさりながら、構える。

「お前……。何でここにいやがる」

「そんなものは訊きくまでも無いでしょう？　貴様に死んでほしいからですよ。俺の命を狙ねらう、貴様にね」

「……俺は、お前を殺す理由はもう無い。華か散ちるから手を出すなって言われたからな」

「信じろと？」

「できねぇよなぁ」

　そりゃそうだ。未いまだに華散に狙われているのに、その眷属である俺が狙わないなんて、こいつにしてみれば、嘘うそを吐つくならもっとましな嘘を吐けと言いたくもなるだろう。

　しかし、これは好都合だ。華散がいない状況でこいつと相対できたんだから。

「それで、お前――何で華か散ちるに逆らってんだよ。んなことしても、殺されるだけって、解わからないでもないだろうに」

「教える気などありませんよ。それに――引き返す気も、ありません」

　その言葉と同時に――《鋏影狐鋭フオルズシヤス》を中心に影が、遮しや蔽へい物ぶつなど無い筈はずなのに、濃厚な影が屋上を埋め尽くしていく。

「――問答無用かよ！」

「貴様も、そうだったでしょうに！」

　とにかく、足場が全すべて影に覆われる前に、俺おれは翼を生成し、空中へと逃げる。

　少なくとも、あの影と本体からしか鋏はさみは伸びてこないのだから、距離さえ取れば、雷撃を放てるこちらに有利となる筈。

　しかし、俺が飛ぶことを予想していたのか、即座に長大な鋏が、大蛇のように伸びて、その刃やいばを向けてくる。

「――ちっ」

　ジャキン、と耳障りな音と共にとじられた刃を躱かわし、屋上に立つ《鋏影狐鋭》を見据えるが――、その足元から、さらに鋏が俺へと上ってくる。

「こん、畜生！」

　総計四つの鋏の大蛇が、俺を截たち切ろうと襲いくる。物理攻撃でないあの鋏の群れが、雷化しているこちらを截ち切れるのは既に体験済み。――どうする？　空中で躱し続けるのは、可能ではあるが埒らちが明かない。かといって近付けば、今ある以上の鋏が俺の全身を襲うに違いない。一か八かで雷速で近づく？　それでどうする？　もし予測されて防がれたら、俺は八つ裂きじゃ済まないだろう。

　いや、寧むしろ、こんな馬ば鹿かでかい鋏の群れが空中で振り回され続ける方が、人目について危ないだろ。

「――くっそ！」

　他ほかの選択肢は、無い。

　元より自己防衛しか考えていない《鋏影狐鋭》と違い、こちらは気遣うべきものがあるのだ。なら、自然と奴やつとの戦闘は、近距離での殴り合いが最も人目を避さけられる。

　やれるか？　――いや、やるしかない、か！

　意を決して、俺は鋏の大蛇を躱し、屋上に立つ《鋏影狐鋭》を目指す。

　背後から、ジョキンジョキンと鋭い音を携えて、鋏の大蛇が迫ってくる。しばらくは鋏の音を聞きたくなくなりそうだな。

「――ふ、う」

　両腕に紫電を爆はぜさせ、真まっ直すぐ突っ込む俺に、肉食獣のような獰どう猛もうな笑みを浮かべる《鋏影狐鋭》。その笑みは、姿が実さね塚づか美み鐘かねのままだからか、不自然なほど獰猛に見える。

　屋上を覆う影から次々と鋏が浮き出てくる。狙ねらいは当然、俺。

「う――ぉぉぉおおおおおお!!」

　二度目は無いことを悟り、俺おれは両腕に込めた雷撃をさらに集中させ――前方上空から、飛び込むように突っ込んでいく。

　瞬間、屋上中に生えた鋏はさみが、全すべて俺を狙ねらい飛び出してくる。蛇の群れにも見えるそれらを掻かい潜くぐりながら、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》へと向かう。

　距離は既に一メートルを切った。

　判断は一瞬。

　俺の突き出した両手が《鋏影狐鋭》に届くより早く――幾多もの鋏が、突き刺さる。



　ジョキンジョキンジャキンジャッキンジャキジャキジョキン。



　耳障りな金属音。空に舞っていた大蛇も交ざり《鋏影狐鋭》の前で截たち刻まれていく。

　その間、僅わずか二秒。

「残念――でしたね」

「お前がな」

　俺が二秒前に設置した雷電を刻む《鋏影狐鋭》の背後、鋏に突き刺さる寸前、雷速で背後に回り込んだ俺は――勝ちを確信したその背中に、両腕から叩たたきつけるのは――正に爆雷。ドォンッ!!　という感電音というよりも、爆砕音のような音を上げながら、実さね塚づか美み鐘かねの華きや奢しやな体は吹き飛び、鋏をガシャガシャと散らしながら、フェンスに受け止められた。

「悪いけど――瞬間的な速度なら負ける気はしないんでな。悪く思うなよ」

「――全く」

　実塚美鐘の体が、影に呑のみこまれていく。そのまま、ぼこぼこと泡立った影から――長大な黒い獣が現れた。

「都合よくはいかない――ということでしょうか」

「逃げないのか？」

「無論」

　黒い獣の口が、歪ゆがんだ笑みを象かたどる。

「――ガァッ!!!」

　黒い獣の咆ほう哮こうと共に、屋上中から、そして獣の体中から、多量の長大な鋏が、刃はを広げて迫ってくる。

　それを飛ひ翔しようしつつ避けるが、このまま続けても、人目に付く危険性が増ますだけだ。

　――仕方ない。

「恨み言があるなら後で全部聞いてやるよ」

　雷電存在。陛下の異能のみを、器の俺に顕現させる、現状での切り札を発動――する前に、屋上の扉が開かれた。

「…………え？」

　扉を開けた人物は、鋏に覆われた屋上と、そこに立つ二人の人物――上空で飛ぶ俺と、黒い獣の姿をした《鋏影狐鋭フオルズシヤス》を交互に見て、理解が追い付かないのか、その場の空気にそぐわぬほど、無む垢くな素振りで小首を傾かしげる。

「な、んで」

　俺おれの口から零こぼれるのは、疑問と絶望。

「――見られた以上は、仕方ないですね」

　しかし、《鋏影狐鋭》の言葉が、俺を次の行動へと動かした。

　未いまだに扉を開けたまま呆ほうけているその人物――在ある歌かさんへと、俺は脇わき目めも振らずに雷速で移動し、彼女を庇かばうように背後に回す。

「え、え？　秋あき良ら君？」

「伏せてろ！」

　瞬間――最も早はや鉄塊と言った方が適切であろう程の鋏はさみの群れが屋上の入り口向けて押し寄せてきた。

「――――――――ぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああっ!!!」

　その全すべてを――俺は雷電存在で増幅させた雷撃で受け止める。

　ぎちぎちと、鉄塊と雷撃が鬩せめぎ合う。電気は鉄を通るとかいう常識は無関係。

　これはもっと根源的な、異能同士のぶつかり合いなのだ。

「ぎ、ぃ、いっ……ぎぃ！」

　数ヵ所が、鋏の刃やいばに突き刺さっていく感覚。しかし、それは押されているのではなく、抑えきれない力が掠かすめているようなもの。

　現に、実さね塚づか美み鐘かねの方に俺の放つ雷撃が少しずつ届いているのを感じる。

　その力のぶつかり合いは――互いに相殺することで終わりを迎える。

　馬ば鹿かでかい爆発音とともに、俺の全身は雷電存在が解かれ、屋上を覆っていた鋏も、弾はじけ飛ぶように消えていく。

「――ってぇ」

　痛みに呻うめきつつも見た前方。膝ひざを折ってはいても、倒れていない《鋏影狐鋭》の姿。その視線は、はっきりとこちらを睨にらんでいる。

　その視線を見て、俺は躊躇とまどい無く、瞬間的に放てる中で、最大威力での雷撃を放った。

「――く、ぅっ」

　バチィンッ！　と、炸さく裂れつ音おんと共に直撃――はしていない。直前で鋏で防がれていた。しかしその勢いは殺しきれず、上空へと弾かれ――フェンスの外へ、屋上から落ちていく。

「ま、ずい」

　焦燥に駆られ、慌ててフェンス越しに地上を見下ろすが――そこに見えたのは、黒い影が、地面を滑るように移動する姿だった。

「そりゃ、そうか」

《鋏影狐鋭》の異能は、鋏の生成と、影の操作。だからこそ、影の範囲を広げ、鋏を多量に生み出していた。

　まぁ、こんな状況で理解したくは無かった。

　いくら何でも――

「秋あき良ら、君？」

　在ある歌かさんに、見られるなんて。
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　その後、怪け我がをしている俺おれに騒ぎ出した在歌さんを押さえ、こういう状況に最も適した中で一番近くにいた諸もろ哉やを呼んだ。

「何か起きてると思ったから、念のため繰理識魔女クルリリスに結界は頼んでおいた。だから屋上での騒ぎは誰だれにも知られてない」

「じゃあ、在歌さんは何で来たんだ？」

　その後、既に最低限の手は打ってあるという諸哉に促され、保健室に場所を移し、保健教諭には頼み込んで、部屋には俺と諸哉、そして在歌さんだけにしてもらった。

　その中で俺は体の至る部位に深くは無くとも多くの傷を負っているため、諸哉の持つ異能――《召喚士コネクター》によって召喚された治療用の魔人に消毒と包帯を巻いてもらっている。

「それは諸哉のミス。まさか屋上に直接行く人がいるとは思わなかった」

「――そうか、いや、そうだな。そこを言い合ってもしょうがねぇ」

　状況を確認する俺たちの隣で、在歌さんはパイプ椅い子すに座ったまま、ただ黙っている。

「……どうするの、秋良」

「そのことだけど、治療が終わったら、お前も外に出てくれねぇか」

「そっか。……うん、解わかった」

　それから五分ほど経たってから、包帯を巻き終えた魔人を戻した諸哉は、何も言わずに保健室を出て行った。

　俺は、診察用の回転椅い子すに座ったまま、声をかける。

「あのさ、在歌さん」

　それだけで、彼女はびくりと、過剰なほどに身を震わせた。

　その反応に、少し痛いものを感じる。しかしその程度で黙るわけにはいかなかった。

「全部話す。今まで隠してたこと。壊かい世ぜとか緩ゆる杷はとか――いや、二年前のことから、全部」

「……秋良君」

　泣きそうな顔で、俺を見る在歌さんに、俺は頷うなずきを返して、話し始めた。

　二年前から、今に至る、偽物の天あま音ね櫛ぐし秋良の人生を。



　語り始めてからどれだけ経っただろうか。

　正直、五分も経っていなかった気がするし、一時間以上も話していた気もする。

　それほどに、俺は真剣に自身の体験談を、可能な限り伝わるように話した。

　信じてもらえるとかじゃなく、知ってほしいと思ったから。在ある歌かさんは知る必要があると感じたから、俺おれは余すことなく全すべてを話した。

　その間、ただ黙して聞いていた在歌さんは、俺が話し終えてから数分間。何かに堪たえるように俯うつむいて、膝ひざの上で拳こぶしを握って震わせていた。

「まぁ、それが俺の全部。極端な言い方をすれば、俺は天あま音ね櫛ぐし秋あき良らの残のこり滓かすってこと」

　その沈黙に耐え切れず、皮肉じみた自虐を零こぼすと、その両目に涙を湛たたえた在歌さんが勢いよく顔を上げ。

「そんなことょは絶対に無い！」

　と言った。

　……言ったのはいいけど、噛かんでいた。

「ご、ごめんね、でも、そんなことは、絶対違うから」

　縮こまる在歌さんだったが、その意思は不屈だという強さがあった。

「秋良君は、どんな風になっても、秋良君のままよ。それは、私が一番知ってる。昔から誰だれよりも秋良君を見てきたんだから」

「……だからこそ、言い出せなかったんだよね、俺は」

「え？」

「昔っから、在歌さんには世話になりっ放しでさ。ほら、さっき言った、俺が荒すさんでた時でも、在歌さんは絶対に俺を見限らなかった。そこまで苦労させちゃった人に、こんなこと、言えるわけがない」



    

  
    
      



    

  
    
      　戸惑いを見せる在ある歌かさんに、俺おれは真まっ直すぐ目を向けてきっぱりと言い切った。

「こんな、いつ死んでもおかしくない場所に、在歌さんみたいな素敵な人を巻き込める筈はずなんてない。――ずっと、俺はそう思って、隠し続けてきた」

　在歌さんが素敵だって、口に出すのは恥ずかしいが、今はそんな場合じゃない。

　この人には、掴つかめる幸せがいくつもある。その全すべてを、俺一人のために潰つぶすなんて、俺が耐えられない。

　俺のために身を削ったこの人が俺のせいで不幸になるなんて――それこそ、俺が化け物になってまで生き残った意味が無駄になる。

　自分一人でも生きていけると決意したのに、一番世話になった人を巻き込むのは、どういった形であっても、俺にとっては許されることじゃないんだから。

「私は、今、不謹慎かもしれないけど、少し嬉うれしいよ」

「……は？」

　在歌さんは、まるで予想外のことを呟つぶやいた。

「だって、二年前――秋あき良ら君のおじ様とおば様が亡くなってから、初めて秋良君の本音が聞けた気がするもの。……今まで、ずっと待っていた甲か斐いはあった、って。そう思えるもの」

「……ごめん」

「ううん。謝らなくもいいわ。私だって、そんな大変なことがあったら大事な人には関かかわってほしくないって、思っちゃうから」

　でもね、と。在歌さんは立ち上がり、ぎゅっと、俺をその胸に抱きしめてきた。

「待っている側からするとね、いつも傷だらけで戻ってきて、それでも何も言ってくれない、力にもなれないことが、凄すごく辛つらい。辛くて――怖いの。それこそ、いつか、何も言わないでいなくなったり、最悪――死んじゃってたり、しちゃいそうで」

「ごめん」

　再度の謝罪に、在歌さんは子供のように泣き声をあげて、俺の頭を抱きしめる。

「凄く、寂しかったんだから。ずっと、二年間ずっと。何も言ってくれない、近寄らせてもくれない秋良君が、凄く遠くに感じて、寂しかった。なのに、私の知らないところで、私の知らない秋良君を知っている人を増やしていくから、もっと寂しくなって……っ！」

「うん、本当に、ごめん」

　言わなければ解わからないことなんて、いくらでもある。

　この在歌さんの本音も、俺が全てを話さなければ、一生言葉になることすらなく、在歌さんの中で濃霧のように漂い続けたのかもしれない。

「もう、隠さないで。私だって、秋良君が心配なんだから」

「……保証は、できない」

「……っ！」

　在歌さんの腕に力がこもる。まるで、俺が離れることを拒むかのように。

　それでも、俺おれは言わなくちゃいけない。

「俺は、在ある歌かさんに感謝してる。だからこそ、巻き込みたくなんてない。二ヶ月前だって、一歩間違えれば在歌さんは死んでたかもしれない。それ以前に、俺に関かかわっていなければ、誘拐されることすらなかった」

「それでも、私は……！」

「うん、だから」

　右手で、俺の頭を抱える在歌さんの腕に触れる。

「少なくとも、話せることは全部教える。それだって、また巻き込まれる可能性はあるけど――嘘うそはつかないって、約束するよ」

「……うん――うんっ」

　涙を流しながら、在歌さんは何度も肯うなずいた。

　保証も確信も無い俺の言葉を、無償で信じてくれた。

　その期待に、俺は応こたえなきゃいけない。

　何があっても、危険を少なくして、すべて無事に終えられるようにしなければいけない。

「――約束、するよ」

　在歌さんに、と言うよりも、自分自身に言い聞かせるように、俺は呟つぶやいた。

　強く、確かに。自分自身に刻むように、呟いた。



「……もう生徒と教師の禁断愛は終わった？」

「ふやぁっ!?」

「――んなっ、あ!?　も、諸もろ哉や!?　何でここに――」

　かけられた声に驚いて、そちらを見れば、ドアに寄りかかって不機嫌そうに頬ほおを膨らませた諸哉が腕を組んで立っていた。

「何でって、話が終わったかなーって頃ころ合あいを見計らってきてみれば、悠ゆう錐きり先生が秋あき良らを襲おうとしてるんだもん」

　いや、「だもん」ってキャラじゃないだろ、お前。

「話は終わったっぽいし、秋良の怪け我がも完治したわけじゃないから。今日は早退するように勧めに来た」

「いや、俺は別に――」

「そうしましょう、秋良君」

　先ほどまでの空気はどこへ行ったのか。いつも通りに世話焼きの性分を前面に出した在歌さんが、俺の両肩を押さえて諸哉の意見に賛同する。

「危険な目に遭わないようにするのなら、自分の体も大事にしなくちゃ――でしょ？」

「……あぁ、はいはい。解わかりましたよ」

　俺は溜ため息いき混じりに立ち上がる。

「んじゃ諸哉、この後はどう動く？」

「基本方針は任せるけど、でも、藍あいは呼び戻して、秋あき良らの家に集合するように言ってある。ここまで来たら、壊かい世ぜや緩ゆる杷はの協力も必要でしょ」

「……説得のために殴り合うってのは、矛盾でしかないよなぁ」

「少なくとも、何も説明しないで殺そうとしている華か散ちるよりはマシだと思う」

「仕事や依頼だっつっても、おかしいもんな、今回のことは」

　俺おれを下がらせて、その上で何一つとして語ろうとしないのは、その背後にどんな理由があるのか。その理由次第では――俺に、華散を一発くらいは殴らせてほしいもんだ。

「そういえば諸もろ哉や、華散を足止めするって話をしたけどさ」

「うん？」

「あれ、どのくらい足止めできる？」

「一分ももたないよ」

　元より望み薄で訊きいた質問に、諸哉は冷静に答えを返してくれた。

「とは言っても、これはあくまで華散が諸哉を『殺すべき対象』として見ている場合であって、ただの邪魔者程度の扱いだったら、そうだね、五分程度は、頑張れるかもしれない」

「ちなみに、最悪の場合は？」

「それは、今日起こった出来事なんて起こる前に、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》は華散に殺されてるよ」

「あー、そうか。そうだな」

　しかし――実さね塚づか美み鐘かねについて言えば、放ほうっておくことができない。

　取とり敢あえず、《鋏影狐鋭》が実塚美鐘を拒んでいることは、初めて会った時に、無理矢理意識を乗っ取ったことで解わかっている。となれば、あと必要なのは、実塚美鐘と《鋏影狐鋭》の間にある問題の詳細と、その解決。そのことが解れば、華散が実塚美鐘を殺す理由も見えてくるかもしれない。

　あと、そのついでに、在ある歌かさんを殺そうとした件で一発ぶん殴ってやりたい。そこんとこは女とかそういうのは完全に抜きで。

　さて置き。

「秋良はさ、何で実塚美鐘にここまでこだわるの？」

「それは――」

　実塚美鐘に対し俺が抱いている考えは一つ。

　すなわち、彼女の現状は――俺の、可能性の一つ、だからだ。



　　　◆



「――は、ぁ。はぁ……」

（もう、いいでしょう、諦あきらめてください）

「黙れ！」

　柔じゆう宋そう高校の屋上から突き落とされ、そのまま緑ろく杉すぎ町ちようの町中を影になって走り回り、ビルの陰に沈んだ中、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》は、美み鐘かねの言葉に声を荒げた。

「貴様――貴様のような輩やからが、俺おれに指図するな！　否定ばかりで何一つできない無能が！　俺を、見下すなど……！」

（…………それは、元はと言えば、貴方あなたがあの人を傷つけなければ――）

「――くく、今になってもなお、そのような妄言を吐きますか、この無能は」

（妄言なんかじゃないです！　あの人は、私にとって……！）

「黙りなさい。己を理解せずに形ばかりの情を語るなど、聞くだけで反へ吐どが出ます」

　美鐘にとって、《鋏影狐鋭》は忌むべき存在だ。何な故ぜなら、彼女が最も親しくしていた友人を傷つけたのだから。

　しかし、《鋏影狐鋭》はそれを聞こうとしない。それは自分の行いではない、とでも言うように。

（そんな筈はず、ありません……）

　繰り返された問答、変わらない応答に、美鐘の中で不安感が募っていく。

　しかし、その不安感が何を意味するのか分からない。解わかろうにも、解る筈が無い。

　互いの仲には大きな亀き裂れつがあるから。

　平穏を望む美鐘と、暴虐しか知らない《鋏影狐鋭》。

　相あい容いれないままにすれ違うから、互いの言葉が届かない。

　殺されようとしている以上、生き残りたいと願う獣に、歪いびつな姿と異能に怯おびえ、獣を否定し続けた少女。

　同じ体である筈なのに、何一つとして交われない。

　それを理解しているのかいないのか、二人の主あるじは、その命を狙ねらい続けている。



　　　◆



「んじゃ、俺は先に帰るけど」

「うん、早退の手続きとかは私がやっておくから」

「ありがとう、在ある歌かさん」

　互いの間に隠し事が無くなったからか、以前より在歌さんと真まっ直すぐ向き合えている気がする。そのことに心地よさを感じていると、在歌さんは不安げな声で俺を呼び止めた。

　はて、まだ何か問題でもあったかと振り返ると、在歌さんは若干言いにくそうにしてから、しかし振り絞るように言葉を放った。

「その、上う手まく言えないけど」

「？　うん」

「今は、いろんなことが解って、少し考えが纏まとまらないけど、はっきりと纏まったら、その……、ちゃんと、伝えるから。それまで、待っててくれる？」

「あぁ、そういうこと」

　在ある歌かさんのお願いに、俺おれは笑って答えた。

「大丈夫、待ってるから。今まで在歌さんをさんざん待たせてたんだ。だったら、少し待つぐらい構わないさ」

　その言葉に、在歌さんは嬉うれしそうに笑みを見せてくれた。

　うん、やっぱり在歌さんは笑っている方がいい。

　そのために、俺は生き残らなきゃいけない。

　自分の主あるじと、同胞を敵に回してでも。

「それじゃ行こう」

「あぁ」

　諸もろ哉やに促され、保健室を出る。鞄かばんなどの荷物は、屋上で奇跡的にほぼ無傷で転がっていたのを諸哉が回収してくれていた。

「あれだけの戦闘で、よくもまぁ無事だったもんだ」

「そのことだけど、秋あき良らの話を聞いて、ちょっと思いついたことが一つ」

「は？　俺の鞄が？」

「そうじゃない。現状でもっと重要なこと。つまり――《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の保有する異能に関して、諸哉の予想が正しければ、結構有利になれるかもしれない」

「――マジか？」

「保証は無い。あくまでも憶測」

「まぁ、何も無いよりはマシか」

「それより、問題は」

「解わかってる。華か散ちるだろ」

　不謹慎だが、現状をゲームや競技に例えるとするなら、レースだ。

　実さね塚づか美み鐘かねがゴールで、俺たちと華散がそこへ向かっている。

　どちらが先に美鐘に辿たどり着つくのか。

　それが、最重要の問題。

「諸哉は最後まで授業を受けてから秋良の家に行くけど、藍あいはもう秋良の家に向かってるって」

「……そうか。んじゃ、可能な限り話をまとめられるなら、その時か」

「危き惧ぐすべきは？」

「自宅に実塚美鐘が特攻してくることと、先に華散に実塚美鐘を殺されること、かね」

「……そうだね。まだ聞いてない細かいところは、また後で、ってことで」

「あぁ」

　昇降口の下駄箱まで来て、諸哉は周りに誰だれもいないことを確認してから、彼女の武器であり、代名詞でもある灰色の戦斧ハルバート、《灰はい虹こう斧ふ》を取り出した。

　何事かと戸惑う俺の前で、諸哉は斧おのを振るう。

「友情出演サモン／治天翠煌精リレイテイクル／空間接続オーバーコネクト」

　空間を叩たたき割わり、そこから諸もろ哉やの《召喚士コネクター》の力で出てきたのは――全長十センチほどの人型で、翡ひ翠すい色いろを基調としたナース服を着た精霊の類たぐいだろうか。しかし諸哉が出した以上、これも魔人の類になる筈はずなのだが。

　さて置き、この小さな魔人（ということにしておこう）は、先ほど保健室で俺おれに応急手当てをしてくれたモノだ。再度この子を出したということは――

「怪け我が、残ってるんだから、秋あき良らの家でちゃんと手当てを受けるように」

「あぁ、解わかった」

　諸哉の意思を代弁するように、その小さな子、治天翠煌精リレイテイクルと呼ばれたモノは、俺の肩に乗せてやると、よろしくと言わんばかりにぺしぺしと頭を叩いてきた。

「んじゃ、この子借りるぜ」

「うん、放課後に、また」

　諸哉の見送りを背に、俺は靴を履き替えて家路を進む。

　道中は言葉も無く考え事に没頭しようと思っていたのだが。

「見た目の割に中々やわっこい中身ですね、アキラ」

「……お前、喋しやべれるのかよ」

　右肩に乗った小さな魔人が、体育座りをしながら話しかけてきた。

「誰だれも喋れないなんて言ってないです。マスターも言ってないです」

「いや、言ってはないが、保健室で一言も話さなかったじゃん、お前」

「あれは如い何かにもビビってる女の人がいたので黙ってたです。空気を読んだです」

「あぁ、そう。患者以外への気遣いも欠かせない、と」

「その通りです」

　予想以上の気さくな性格に対応に困るが、別に罵ば詈り雑ぞう言ごんを言われてるわけでもないし、俺は帰り道の雑談相手になってもらうことにした。

「つーか、お前って魔人になる、のか？」

「大まかに区分すると、確かにリルは魔人の類になるです。んでも、もっと区別すると、リルは妖よう精せいの類になるです」

「リル？」

「リルはリルの愛称です。マスターがつけてくれたです」

「へぇ」

「寧むしろ、名前に関しては人間が簡略化し過ぎな気がするです。名前ってのはその個別の存在を示し、存在の意味を強調するものです」

「今じゃ単純に区別するだけだしな。あーでも、諱いみなの風習は残ってるんじゃないか？　少なくとも、日本では」

「諱ですか。ちなみに、アキラの諱は何ですかね？」

「さぁ？　両親ともども教えてくれなかったし、家を漁あされば出てくるかもしれんけど、興味も無いし、それに他ほかの人に教えるようなもんでもないし」

　というか、それ以前に。

「陛下の器になっちまった俺おれに、諱いみなが意味を成すのか解わからんしな」

「諱だけに意味無しと。ぷくふふふ」

「笑いの沸点低いなお前」

　少なくとも、俺にとっては親父おやじギャグにしか聞こえなかったが。

「でも、諱ですか。そういえばマスターの諱は聞いてないです」

「んなこと言い出したら、俺は今まで知り合った全すべての人の諱を知らないが？」

「……まぁ、そんな虚むなしいことよりも、名前です、名前」

「名前、か」

「リルはアマネグシって言う名前は、聞いたことある気がするです」

「そりゃあ、諸もろ哉やと話してんなら、話題にも上るだろうさ」

「いえ、それより前です」

「ん？」

「だから、マスターがこの町に来る前に、アマネグシって名前を聞いたことがあるです」

「……俺の家以外にもいるんだなぁ、そんな変な名前」

　それは驚きだった。こんな変な苗みよう字じ、そうそういるもんじゃないだろうに。

　自分で言ってて虚しいけどな。

「そういうことじゃ、なかった気がするですけど」

「んー？　まぁ、いいじゃん。どうせ聞き違いかもしれないし。ほら久く慈じ万よろずとか」

「何をどう間違えたらアマネグシがクジヨロズに変へん貌ぼうするですか!?」

　そんな阿あ呆ほうなことを話していると、我が家が見えてきた。

「あの家ですかね」

「そ、あそこが俺の――」

　言いかけて、より鮮明に見えてきた我が家に、俺は焦燥感が募る。

　スタスタと、俺は歩調を速める。

　いや、ちょっと、待て。

　何だ、あれ？

「随分とまぁ、奇抜な家に住んでるですね」

「……生あい憎にくと冗談言ってる場合じゃなくなったな」

　思い出すのは、一ヶ月前に起きた緩ゆる杷はの一件。

　あの時と違うのは、扉が壊されているのではなく――



　家そのものが、巨大な鋏はさみで何度も切られたように、ズタズタになっていた。



「……っていうか、壊かい世ぜ、緩杷！　――藍あいさん!?」

　家がこの有り様ということは、中にいたであろう三人はどうなっているのか。その最悪のパターンを想定し、俺おれは血の気が失うせるのを感じつつ、瓦が礫れきの山に等しい、元自宅に足を踏み入れようとして――

「案ずるな、全員無事だ」

　背後から置かれた手と、一緒に聞こえた声に、安あん堵ど感かんが溢あふれ出た。

「――藍あいさん」

「あぁ、私だ。カイゼもユルハも、ちゃんと生きている」

　制服姿の藍さんは、俺を安心させるように、力強くそう言ってくれた。

「これ、何が起きた？」

「貴様の方が心当たりはあると思うが？」

　それもそうだ。

　というか、間違い無く、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の仕業だ。

「んで、皆どこにいるんだ？」

「あぁ、悪いとは思ったがな緊急時だったし、他ほかに思いつかなかったから――」

　ぴっ、と。藍さんは親指で俺の隣の――無傷の家を指さし。

「悠ゆう錐きり教師の家に、不法侵入させてもらった」

　……在ある歌かさん。心配かけないとか言ったけど、いきなり不安になってきました。



「おや、アキちゃんじゃねーですか。お帰りなさいです」

「よう少年。息災で何よりだ」

　壊かい世ぜと緩ゆる杷はは、在歌さん宅のリビングで、まるで俺の家にいる時のように寛くつろいでいた。何というか、心配した俺が馬ば鹿かみたいに思えた。

「家が壊れて息災でいられるわけねぇだろうがよ……」

　口ではこう言っても、やはり二人が無事でいることを確認できて、気が緩んでしまう。

「それで、何ですかね、その肩に乗ってるちっこいの」

「私は治天翠煌精リレイテイクルです。この人の治療を任されてるです」

　壊世はまた懐かしい服装――白い猫耳フードの付いたコートを着て、俺の肩に乗っているリルに興味を示している。

　緩杷は、黒い龍りゆうの彩られた赤いタンクトップにジーンズという、最近では見慣れた服装だった。

「治療って、少年。また何かに襲われたのか？」

「あぁ……。多分、俺の家をぶっ壊した奴やつにな」

「そうか」

　勝手に使っていいものかと未いまだに悩むが、残る三人が平然と居座っているため、俺も諦あきらめて長テーブルに並んだ椅い子すに座る。

　そういえば、久しぶりに在歌さんの家に入ったなぁ。

「先にこちらであったことを簡潔に言うと、私が貴様の家について数分後に、壊世が殺気に反応してな。私と緩ゆる杷はを抱えて窓を突き破って外に飛び出した」

「その直後に、家が『じょっきんこ』されちゃったですよぅ」

　壊かい世ぜがまるで危機感を感じさせない表情で、両手を交差させる。鋏はさみを模したらしいが、何かの特撮ヒーローの変身ポーズにしか見えなかった。

「その後も家に対する破壊は続いてな。敵の正体が見えない以上、迂う闊かつに動くこともできずに物陰に隠れていたが、あれは、地面から直接巨大な鋏が生えてきたように見えた」

「じゃあ、今回の件の中心人物で合ってる」

「やはり、か」

　半ば予想できていたのか、俺おれの言葉に藍あいさんは頭を抱えた。

「全く――私たちはあんなものを相手にしろと言われていたのか？　本当、毎回のことだが、規格外にもほどがある」

「曲りなりにも、俺の同類だし」

　治天翠煌精リレイテイクルは、話が始まった途端、黙々と俺の手当てを始めた。空気が読めるというのは伊だ達てではないらしい。

「それに、昼間には学校で俺に喧けん嘩か売ってきやがって、結果として、在ある歌かさんに全部知られちまった」

「……無事なのか、悠ゆう錐きり教師は」

「あぁ、今いま頃ごろ学校で教科書でも読み上げてると思う」

「ならいいが……。いやそういう意味では、ここを借りたのは好都合だったな。説明の手間が省ける」

「いや、そうかもしんねぇけどさ」

　それはただの結果オーライだろうに。

「で、秋あき良ら。貴様はこれからどうするつもりだ？」

「どうするもこうするも、やることは変わらない。華か散ちるより先に実さね塚づか美み鐘かねを押さえる」

「……手段は後で講じるが、何な故ぜそこまであの女に関かかわる？　言っておくがあの女が貴様の可能性の一つというのでは、説明不足だぞ」

「あぁ、その辺りは諸もろ哉やが来てから説明しようと考えてたけど……。まぁ、いいか」

　俺は三人の視線を受けながら、はっきりと言う。

「正直言えば、あいつのことはよく解わかってない。ただ、実塚美鐘と《鋏影狐鋭フオルズシヤス》――中にいる奴やつは、俺と陛下とは違って、かなり拒み合ってるって、思った」

　実塚美鐘が、辛苦の表情で俺に「殺してください」と言ったことと、《鋏影狐鋭》の双そう眸ぼうに浮かんだ、一瞬の諦てい観かんのような表情。根拠は、その二つ。

「あいつらは、互いに互いを拒んでる。それで実塚美鐘は自己嫌悪に陥り、《鋏影狐鋭》は八つ当たりみたいに、暴れ回ってると思う。でもさ、俺は、陛下と向き合えてる。陛下と仲なか違たがいせずに、仲良くやってる。だったら、あいつらだってそれができる筈はずだ」

　何せ、実塚美鐘と《鋏影狐鋭》は、俺と同じ、華散の眷けん属ぞくなんだから。

「第一、華か散ちるが美み鐘かねを殺しちまったら、それこそ、何にも意味が無くなっちまう。和解も理解もあったもんじゃねぇ。――だから、止めてやるんだよ。華散も、美鐘も、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》も、全員な。その上で、美鐘には――《鋏影狐鋭》と、結局は、自分と向き合うことの簡単さを、教えてやる」

「青春だな」

「んでもまぁ、解わからんでも無いな。特にほら、ジブンは先月までそんな感じだったし」

「いーんじゃないですかね？　アキちゃんらしいです」

　三者三様ながらも、賛同はしてくれた。

　あとは、諸もろ哉やが戻るのを待つばかりなのだが。

『ピンポーン』

「ふむ、こちらの役者も揃そろったか」

　藍あいさんの言葉を肯定するように、呼び鈴を鳴らしたものの、こちらの応答を待たずに諸哉の声が聞こえてきた。

「えと、何か秋あき良らの家がズタズタで、こっちに皆の気配がするんだけど――」

「諸哉さん、こっちです」

「あ、治天翠煌精リレイテイクル」

　聞き慣れた声に、若干戸惑いの声を出していた諸哉は、安心したように顔を出した。

「皆さんお揃いだね。でも、ここって悠ゆう錐きり先生の家じゃなかった？」

「彼女とて既に関係者らしいではないか。なら、家屋の拝借程度は構わんだろう」

「成程」

　納得するんだ。

　こいつらに常識なんてものを期待するだけ無駄だったかもしれない。

「そういえば、警察とかには何て説明する気？」

「既に手は回した。ＷＨＯの方で揉もみ消けす」

「こういう時に便利だね、藍の組織って」

「その程度が組織としての長所だからな」

「後回しにできる話は、その辺にしようぜ」

　頃ころ合あいを計って、俺おれは全員に、聞こえるように声を出した。

「流石さすがに、これはやり過ぎだ。俺一人ならまだしも、俺の関係者まで手にかけるつもりだっつーなら、本気で一発ぶん殴って、何でこうなったかを問いたださなきゃ気が済まん」

「アキちゃんがそう言うなら、そうなんでしょうねぇ」

「……まぁ、どう受け取るかは各々に任せるけど、結果として、俺は華散とも抗戦する可能性がある方法を選んだ。ここで、最終通告だ。降りたければ降りてくれ」

　反応は、ゼロ。

「なら、俺はこんな無茶に付き合ってくれる皆をこき使うぞ。何せ今回は、俺自身が理解してることだからな。根性論じゃあ、どうにもならない――って」

「相手が千せん道どう寺じ華か散ちるなら、当然じゃないかな」

「……まさか、あの怪物を相手にしなければならんとは」

　諸もろ哉やと藍あいさんは、おどけてはいるものの、そのきつさを理解しているようだ。

「あたしは別に、アキちゃんがやるってんならいくらでも手はお貸ししますし」

「同感だなぁ。少年にゃ、借りがあるしな」

　残る二人も、理解してなくとも、予感はしている筈はずなのに、微み塵じんも反対をしない。

「そんじゃ、華散と実さね塚づか美み鐘かね、この二人を相手取って生き残るために――」

　俺おれは、最重要事項を全員に伝えた。

「在ある歌かさんの家に不法侵入した件について、許してもらえる言い訳を考えようと思う」

　これに関しても、一人も反対者はおらず――結局、全員怒られた。



　帰ってきた在歌さんに全員が絞られた後。

　俺はリビングにあるソファーで、壊かい世ぜと緩ゆる杷はは在歌さんの部屋で。藍さんと諸哉は空き部屋で寝ることになった。

　早めに動いた方がいいとも考えたが、女性陣の、怪け我がをしている俺の身を慮おもんぱかって、ということで今夜は休養ということになった。

　それに、実塚美鐘か、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》のどちらか、もしくは両方との繋つながりである可能性の共感覚のようなものは未いまだに消えていない。

　なら、今夜程度は構わないか、と。俺はリビングのソファーの上で、タオルケットに包くるまり身を休めていた。

　睡魔はあるがまだ眠らない状態で、俺は朧お気ぼろげに考える。

　壊世って、こんな寝にくい場所で寝てたんだなぁ。

　やっぱソファーは寝るための物じゃなくて座るための物だな。うん。

「……んぁ～……んむぅ」

「ん？」

　妙に間延びした声が近くで聞こえたので、何事かと首を捻ひねると――壊世の顔がドアップで映り、眠気が瞬時に吹き飛んだ。

「――な、何してんだよお前！」

「あぇ？　あー、アキちゃんですよぅ……。んむ」

「おい待て寝ね惚ぼけんな起きろ起きろ！　ていうかお前、在歌さんの部屋で寝てるんじゃないのかよ!?」

「あー、アキ枕まくら……」

「そのネタまだ引ひき摺ずってんのかよ！　ていうか抱きつくな絞めるな絞めるな！」

「んんむー……。結構柔いです」

「俺は太ってねぇ！」

「……何を、しているのかしら？　秋あき良ら君？」

「いや、壊かい世ぜの奴やつが勝手に潜り込んできて――……潜り込んで、来たんです、はい」

　半ば夢中で振り向くと、幽鬼の如ごとき空気を纏まとった在ある歌かさんが、静かに歩いてきていた。

　本当、この人はこんな登場しかしてない気がする。もっと普通に登場しようぜ。

「ほら、壊世ちゃん、部屋に戻って眠りましょう？」

「んんむー、やーですー。ここで寝ますー……。アキ枕まくらで寝ますー……Ｚｚｚ」

「アキ枕って……そんなに頻繁にやっているの？」

「やってないやってない！　つか壊世！　お前いい加減目を覚ませ！　そして寝ろ！」

　自分でも支離滅裂だと思うが、テンパっている俺おれにはそれが精いっぱいの叫びだった。

「おい、アキラ。貴様今何時だと思って――いや待て、どういう状況だこれは」

「あ！　藍あいさん！　丁度よかった！　こいつを剥はがしてくれ！」

「……あー、まぁ、何だ。私は先に寝る」

「藍さ――――――――――――ん!?」

　救援かと思えた藍さんは、壊世と在歌さんに囲まれている俺を見て、あっさりと踵きびすを返してしまった。その間にも壊世はどんどん俺の上半身へと進んでいき、女性特有の膨らみっていうか胸が、胸が！　当たってるから！　畜生！　何だこの状況！

　誰だれでもいいからどうにかして下さい！



    

  
    
      



    

  
    
      


第四章　激情と信念の衝突



「おはよう少年――っと、何だ？　随分と疲れているようだが」

「……あぁ、緩ゆる杷は。おはよう」

　できればお前には起きていてほしかった。そして壊かい世ぜを連れて行ってほしかった。

「そういや、嬢ちゃんを知らんか？　朝起きたら部屋にいなかったんだが」

　俺おれが無言で指差した先に、心地良さそうに眠る殺人鬼。

「苦労したんだな、少年」

「察して慰めるくらいなら、その時に目を覚まして止めてくれよ……」

「あー、それで先生がちょいとご機嫌斜めなのか」

「え、マジ？」

「あぁ、洗面台で顔洗ったけど、何かバ○バトスみたいだった」

　俺の後ろに立つんじゃねぇ？

　……怖いよ。

「何つーか、少年と先生って、和解した後なんだろ？」

「んー？　まぁ、そういう感じかなぁ」

「だったら、難しいかもなぁ、そういう細かいことは」

「何の話？」

「全部終わったら、きっちり話せってことだ。――さて、少年、朝食はまだかね？」

「食いたけりゃ壊世を起こしてくれ」

「おっと、そいつぁ難題だなぁ」

　言葉とは裏腹に、楽しそうに壊世へと近づく緩杷。あの様子なら任せていいかと思い、いつもの癖で台所に向かうが、そこで、ここが在ある歌かさんの家であることを思い出した。

　勝手に食材を使ったらまずいかな、と考えていると、顔色の悪い藍あいさんと諸もろ哉やが現れた。

「……二人ともおはよう。つか、どうしたの？」

「……私は悪鬼を見た」

「……諸哉は修羅を見た」

　何のことかと首を傾かしげる前に、その答えが、現れた。

「おはよう、秋あき良ら君」

「……………………うす、おはようございます」

　緩杷にどうやって起こされているのか知らないが、「みぎゃー」とか「ふひゃー」とか聞こえてくる壊世の悲鳴をＢＧＭに、俺はこれまでで最も怖い笑顔を見たのだった。



　朝食の席は、元より客人を招くことを想定して作られていたらしい長テーブルがあったため、六人が難なく座ることができた。

「で、今日の予定だけど」

「無論、仕掛けるのだろう？」

　切り出した俺おれに、藍あいさんが即座に切り返してくる。俺はそれに肯うなずき、続ける。

「まだ感覚はある。もしかしたら、もう華か散ちるに掴つかまってる可能性もあるが、その場合は奪取することも視野に入れてる」

「荒っぽいなぁ。まぁジブンらにゃ似合いかもしれんがね」

　最もなことを言う緩ゆる杷はの言葉を否定する者はいない。あえて言うなら、在ある歌かさんが心配そうにしていることだが――それは、今は後に回すしかない。

「で、いい策も思いつかないからさ。単純に、足止めと捕獲の二手に分かれようと思う」

「具体的な分け方は？」

　諸もろ哉やの疑問に、俺は考えを述べる。

「俺と緩杷が実さね塚づか美み鐘かねの捕獲。残り三人が華散の足止めだ」

「ジブンの役割が少年と同じ理由ってのは何だ？」

「単純に戦力の問題。もっと正確に言うと、緩杷には誘導をやってもらいたいんだよ」

「誘導、ねぇ？」

　未いまだにピンと来ないのか、緩杷は箸はしを咥くわえて首を傾かしげた。

「別に難しいことじゃない。だが、簡単でもない。ようは俺より先に実塚美鐘を見つけたら、俺がいる場所まで連れてきてほしい、ってことだ」

「そりゃ簡単じゃないな。今のジブンに力なんか無いことは知ってるよな？」

「だからだよ。ぶっちゃけちまえば、緩杷はこの中じゃ在歌さんを除けば一番弱い」

　彼女が危険視されていた理由は、背中にあった《反魔刻印クロステイグマ》のせいだが、今は既にその刻印も無く、彼女自身は、武術を齧かじっただけの一般人程度だ。

「だから、いざとなれば逃げることもできる役なんだよ。何も戦えって言ってるんじゃあない。ただ、つかず離れず誘導してくれりゃあいい」

「ふむ。まずいと思ったら、即座に逃げていいんだな？」

「あぁ。最悪の場合、華散に助けを求めてもいい」

「一目でそれと解わかればいいがね。その美鐘って嬢ちゃんも、華散って人も」

「実塚美鐘の方はともかく、千せん道どう寺じ華散に関しては問題無いと思うぞ。ある意味奴やつも個性的な出いで立たちらしいからな。――それでも解らなければ、黒い衣装を着た派手な男を探すといい。それが奴である可能性が高い」

「ほー……合ってんのか、少年？」

「いやまぁ、合ってはいるけどさ。そこまで酷ひどい言い方しなくてもよくね？」

　藍さんの表現は、華散の眷けん属ぞくである俺としては苦笑せざるを得ないものなんだけどね。

「だが、派手なことに変わりはあるまい。あの男の立場を知っていれば納得できるものではあるが、何も知らない者が見たら、何かの仮装かと思われるぞ？」

「あー……。否定はできねぇなぁ」

「いいんじゃね？　ジブンは、この町に来た時はチャイナドレスだったしさー」

「……そういえばそうだったな」

　ちなみに、現在一番浮いた格好をしているのは、昨日に引き続き、猫耳フード付きの白いコートを着ている壊かい世ぜだったりする。本人は一心不乱にご飯を頬ほお張ばっているけど。

「この空気で訊きくのはちょっと躊躇とまどうけど、ねぇ秋あき良ら、結界はどうする？」

　それまで黙っていた諸もろ哉やが、何気に重要なことを訊たずねてきた。実際、俺おれの自宅が襲われた後なら、この在ある歌かさんの家も危険かもしれないのに、全員が安心して泊まることにしたのは、諸哉が魔人に結界を張らせていたことが大きい。

「そうだな。下へ手たすりゃ建物壊すかもしれないから、きついとは思うけど、人ひと除よけの類たぐいができるなら、可能な限り広範囲で頼む」

「解わかった。でも、あまり期待しないでね？　範囲広げると、その分効果も下がるから」

「そこは、まぁ、仕方ないな」

　無理を言うわけにもいかないから、妥協するしかないだろう。

　あとは華か散ちるの足止めと、華散より先に動けるかという、現地での問題。

　この状況になっても、陛下は何も言ってくれない。それとも、何も言う必要が無いということなのだろうか。

　そんな疑問は、食事とともに消えていった。



　早めに終えた朝食の後――時刻は午前七時前。

「そんじゃまぁ――行くか」

　在歌さんの家の前で、俺たちは集まっていた。

「にしても――暑いですよぅ」

「この時間から暑さを感じるとは、何とも嫌な季節だな」

「諸哉は新鮮だけどね。ここに来る前は少し寒い場所にいたから」

「ま、極寒に凍えてやるよりはマシだと思うがね」

　……緊張感ねぇなぁ。

　さて置き、準備は整った。

「あの、秋良君」

「うん？」

　町中に張った中でも、在歌さんの家は特に強固な結界を張ってもらった。

　在歌さんには、今日は学校を休んでもらっている（俺たちは無断欠席だけど）。

　ちなみに、土曜日である今日この日に学校があるのは、今日が終業式だからだったりするのだが――まぁ、華散も《鋏影狐鋭フオルズシヤス》もそんなことお構い無しだろうし。ただ、教師である在歌さんを終業式に休ませることになるのは、ちょっと後ろめたい。

　それはそうと、全部が終わるまで結界の張られた家から出てこないように頼んだのだが、彼女はおずおずと出てきて、俺を呼び止めた。

「何、どうしたの？」

「その、この前言えなかったこと、言おうと思って」

「……って言うと？」

　在ある歌かさんは一度深呼吸をしてから、真まっ直すぐに俺おれを見た。

「私は、秋あき良ら君がどんな道を選んでも、ちゃんとここで待ってるから。――普通の人として、待っててあげるから」

「…………うん」

　それが、在歌さんが出した答えなのだろう。

　既に人を捨て、いつこの地を離れてもおかしくない俺を、ただの一人の人間として、人間の居場所として待ってくれるという。

「それに応こたえられる保証は無いけど。それでもいいのか？」

「うん、私が、決めたことだから」

「そっか」

　なら、俺が言うことはもうない。

「じゃ、在歌さん。まずはこの件が終わるまで、家で待っててくれ」

「うん」

　そうして、彼女が家に入るのを見届けてから改めて行こうと振り返ると――

　冷たい視線が俺を突き刺した。

「……へい、皆さん。これからって時に、何でそんな静まってんの？」

「何な故ぜ私は、こんな輩やからのために命の危機に晒さらされる場に行かねばならんのだ」

「諸もろ哉やも同感。……結界解いちゃおうかな」

「アキちゃん……。あたし、寝ててもいいですかね」

　そんな中、ただ一人愉快そうにしていた緩ゆる杷はに救援を求める意で視線を送ってみた。

「まぁ、頑張れ少年」

　満面の笑みで、それだけしか言ってくれなかった。

　……泣きたくなった。



　　　◆



　在歌の家の前で起きた一ひと悶もん着ちやくはさて置き、緩杷は屋根から屋根へと移動を繰り返し、上から標的を探していた。

　いくら《反魔刻印クロステイグマ》が無くとも、元より彼女は護身として武術を学んできたし、今は在る事件で拘束されている実兄から、こちら側においての戦闘などは叩たたき込こまれているため、並の人間では彼女に勝つことは難しい。

　あえていうのなら、あの五人の中では最も弱い、というだけだった。

「それを嘆く気は無いけど――歯は痒がゆさはあるよなぁ」

　彼女にとって、今の生活はとても楽しいものだ。

　これまでの逃亡生活に比べれば、毎日が楽しく感じられる。

　素晴らしいほどに、今の彼女の人生は輝かしいと言える。

　難点があるとするなら、現状のような場合だ。

　今彼女が世話になっている家主や、その周りの住人。その人物たちの立ち位置ゆえに、今回のような事件に巻き込まれる可能性は低くないと考えてはいたが、その中でも最弱の位置になっている。

　別に皆を守ってヒーローを気取りたいわけではない。だが少なくとも、枷かせになるようなことだけは嫌だった。

　それは彼女自身の性格もあるし、何より、文句の一つも言わずに自分を住まわせてくれている天あま音ね櫛ぐし秋あき良らへの恩を返したいからだ。

　彼に対しての恋愛感情は、今のところ不明。

　だが、周りの、明らかに気がある女性陣が、秋良を巡って騒いでいるのは、見ていて楽しい。そういう人間味溢あふれる光景が、こんな異質な集団でも普通に存在しているということが、緩ゆる杷はにとっては嬉うれしいことだった。

「つっても、外見以外に探しようがないんじゃなぁ……」

　愚痴りつつも進む緩杷の視界に、街並みの風景としてはそぐわないものが見えた。

「……んん？」

　それは、鋭利な切断の跡だった。道路と塀を辿たどるように、いくつもの斬ざん撃げきが走った後がはっきりと浮かんでいる。

「何だこりゃ？　刃物っつーと、灰色の嬢ちゃんだが、斧おのでこんな綺き麗れいに切れるとも思えねーし。殺人鬼の嬢ちゃんは、少年に暴れるの禁止されてっから、こんなことしないだろうし。あぁ、殺人鬼の嬢ちゃんがもう交戦してて、これはその時の名残ってことかね？」

　道路に降りて、マジマジとその跡を見つめていると、ふと、背後が陰る。

　太陽が雲に隠れたのかと空を見るが、遮る物の無い日光に、目が若干眩くらんでしまった。

「あ？　んじゃ、何だこれ――」

　振り返った先に――巨大な刃やいばが、目前に迫っていた。

「のわっちょっ!?」

　反射的に右へと跳び退のいたのは、偶然でしかない。実際、背後に跳んでいたら、真っ二つにされていたかもしれないのだ。

「いや、ていうか――」

　体勢を立て直しながら、周囲を見回して、緩杷は絶句する。

　周囲一帯が、濃厚な影に覆われていた。

「これって、少年が言ってたやつだよなぁ」

　その呟つぶやきを肯定するかのように、影からはいくつもの鋏はさみが生え出て――影の中心から、一人の少女が姿を現した。

「さて、身体能力は低くは無いようですが――まぁ、それだけでしょうか？」

　緩ゆる杷はは知らなかったが、その声は既に実さね塚づか美み鐘かねではなく、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》のものだった。

「あー、と。そうそう、ジブン、別に異能者ってわけじゃないから、このまま見逃してくれてもいいんじゃね？」

「では確認しますが、貴様は、あの白髪の少年の協力者、ですね？」

「まぁ、な。少年に手は貸してるよ」

　ざり、と一歩下がる。

　緩杷は、目の前の少女が放つ殺気を察していた。

（さて、どうする？　敵さん、どう見ても殺す気満々だけど。――逃げ切れるか？）

　額から伝う汗は、猛暑ではなく、状況からの冷や汗。

　異能者じゃないからと言ってみたが、秋あき良らに協力していると言った時点で、見逃してはもらえないだろう。

「では、貴様には死んでもらいます」

「――やっぱそうなるよなぁ！」

　九割予測していた事態に、緩杷の行動は迅速だった。

　背後を取られることを恐れず背を向け、塀にある斬きり跡を足場代わりに上り、勢いに任せ跳躍し、そのまま電柱を蹴けって、民家の屋根に上った。

「悪いけど、鋏はさみの嬢ちゃんの相手はジブンじゃねぇのよ！」

　一目散にその場から逃げる緩杷の判断に誤りは無い。元よりその手て筈はずだし、立ち向かっても無残に殺されるだけなのは明確。

　しかし、ただ一点。

「俺おれにとっては、貴様も敵ですよ」

「へ？」

　千せん道どう寺じ華か散ちるの眷けん属ぞくの危険性――つまりは、その実力が、緩杷にとっては絶対的なまでに差があるという一点が、彼女の逃亡を許さなかった。

　影が民家の屋根を這はい、その影から鋏がジャキンジャキンと突き出される。

「――ぅお、っとぉ！」

　既に背後に迫る《鋏影狐鋭》の攻撃を、背中越しに見ながら、足場を確認して、屋根から屋根へと飛び移る。

　その直後、追いついた影から生えた鋏が、右の太ふと腿ももを掠かすめ、痛みに顔をしかめる。

「っ、つぅっ」

　しかし止まるわけにもいかず、緩杷はそのまま走る。

（ジブンの役目は、この嬢ちゃんの場所の特定と、少年へと相対させること。――なら、このまま逃げ続けりゃ、どうにかなるだろう！）

　自身に言い聞かせるように意気込んだ直後、上空に二つの巨大な影――大蛇のような鋏の群れが真まっ直すぐにこちらへとその刃やいばを向け――

「――ぬがぁああああああっ!!」

　緩ゆる杷はの絶叫と共に、民家の屋根へと叩たたきつけられた。



　　　◆



　緩杷が《鋏影狐鋭フオルズシヤス》に襲われ、その際に響いた轟ごう音おんに気づいたのは――五人。

　天あま音ね櫛ぐし秋あき良ら、全うつ無なし壊かい世ぜ、皇おう楼ろう院いん藍あい、灰はい金くがね諸もろ哉や。

　そして――千せん道どう寺じ華か散ちる。

「……今のは――」

　千道寺華散は、緑ろく杉すぎ町ちようから一つ町を挟んだ場所にいた。

　それは単純に、逃げ隠れた《鋏影狐鋭》が、いつまでも同じ場所にはいないだろうという予測からだったが、その予測は外れていた。

　勿もち論ろん、この距離で彼が察したのは、音ではなく、能力の気配。

　自分の失敗を悟った千道寺華散は、全速をもって、緑杉町へと駆け出した。



　　　◆



「……くっそ、どこだ？」

　いきなり聞こえた轟音を目指して、俺おれは上空を飛んでいた。

　正直、誰だれが遭遇した結果なのか解わからない以上、不安は募るばかりだ。

　これが諸哉なら、実力からして対処はできるだろうが、残りの三人は、少なくとも華散の眷けん属ぞくを相手取るには、実力不足だと考えている。その中でも、異能も突出した特技も持たない緩杷だったら最悪だ。

「やっぱり、緩杷とは合流しておくべきだったか？」

　後悔しつつも、進む先に、町中で、不自然な影が這はっている場所を見つけた。

　間違いなく、《鋏影狐鋭》の異能領域だ。

「――畜生」

　俺は歯は噛がみする。

　まだ戦闘中なら音が聞こえるのだろうが――そんな音は、微み塵じんも聞こえないのだ。

　それが意味する不安を掻かき消けすように、俺は影の中心部へと、紫電を纏まとって突っ込んだ。

「――これは、また。随分と荒い登場ですね」

「五う月る蠅せぇ。それよりお前、ここにいた奴やつは――。あ？」

　予想通り、実さね塚づか美み鐘かねの姿で影の中心に立っていた《鋏影狐鋭》に、ことの次第を問いただそうとして――その答えが、目の前に突き付けられた。

「…………が、ぁ――っは」

「ゆ、……る、は…………？」



　緩ゆる杷はが、大蛇のような鋏はさみの集合体の先端に、腹部を貫かれ、吊つるされていた。



「緩杷ぁっ!!」

「あぁ、この人間ですか。お返ししましょう。俺おれにはもう不要ですし」

　叫ぶ俺の前に、ぶん、と鋏の群れを振って、鋏が抜けた緩杷が空中に放ほうられる。

　俺はそれを慌てて受け止め――その腹部から流れる血の量に、言葉を失った。

「――――な、ん」

「……すまん、しょう、ねん。…………しくじ、った」

　まだ意識があったのか、緩杷は痛みを訴えもせず、それだけ言って目を閉じる。

「な、おい！　緩杷!?」

　焦燥に駆られながら心臓に手を当てると――まだ、動いている。生きている！

「随分と、余裕ですね？」

「――!?」

　頭上から振り下ろされた大蛇の一撃。それを緩杷をかかえたまま躱かわしながら、今いる場所が、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の能力範囲だってことを、改めて認識した。

　まずい、すぐにでも緩杷に応急処置を施したいが、こいつがそれを許すとは思わない。

「他者を守りながら、俺から逃げられるとでも？」

「ふっざけんな。お前の目的は俺だろうが！　何で緩杷を傷つけた!?」

「貴様の仲間だからでしょう。俺は、貴様がまだ敵であると考えていますので。その仲間であるそいつも、また敵、というだけ」

「――こ、の、野郎……！」

　頭に血が上っていく。マジで許せる気がしない。いくらなんでも――こいつがここまで自や棄けになってるとは思わなかった。

「マジで、三、四発ぶん殴らねぇと解わからねぇみたいだな」

「その前に死んでもらいますよ。貴様たち、全員にね」

「五月蠅うるせぇ！」

　感情に任せて俺が雷撃を放とうとした瞬間、抱えていた緩杷の体が、掻かっ攫さらわれた。

「――は？」

「秋あき良ら、少し冷静になろうよ」

　見れば、既にかなりの距離を取った位置から、諸もろ哉やが緩杷を抱えていた。

「緩杷は諸哉が手当てしておく。他ほかの子たちにも、一度退ひくように伝えるから――秋良は、その人をよろしく」

　言うだけ言って、そのまま諸哉は踵きびすを返す。この方向は、在ある歌かさんの家か。

　いや、それよりも――

「ふん、いくら逃げても、後で殺せば何も変わらないというのに――」

「変わるさ」

　諸もろ哉やの行動は、俺おれに冷静さを戻してくれた。

　あのまま激情に任せていれば、緩ゆる杷はの手当てが遅れていたかもしれない。

　自分の判断ミスで、友人を死なせたかと考えると、ゾッとする。

　だからこそ、俺はこれ以上、自分の役割を間違えない。

「悪いが《鋏影狐鋭フオルズシヤス》、お前に用は無い。さっさと実さね塚づか美み鐘かねを出せ。嫌だってんなら」

　ふと、自分の体に緩杷の血がついていることに気が付いた。しかも、結構多くの血が。

　彼女はしくじったと言ったが、この状況になった以上、役割は果たしていたのだ。

「俺の友人を傷つけたことも含めて、ボッコボコにするから、覚悟しろ」

「――はは、やっぱり貴様は敵じゃないですか」

　凶暴な笑みを浮かべて、《鋏影狐鋭》は、多量の鋏はさみを突き出してくる。

　俺はそれに臆おくさずに――前進した。

「こ――のぉぁ！」

　こいつと相対して学んだことは――鋏の強度は、そこまで高くない。

　正面から、雷電を纏まとって強行突破をすれば――単体の鋏なら、容易たやすく弾はじき飛ばせる！

「――く、ぅ」

　鋏の群れを薙なぎ払はらい、紫電を爆はぜさせながら、そのまま真正面から――鋏の防護壁に恐れることなく、《鋏影狐鋭》に雷撃を叩たたきつける。

　そのまま防がれはしたが、こちらが押し込んでいる。

　先ほどまでの笑みは消え、《鋏影狐鋭》には、苦渋の表情が浮かんだ。

「く――ぉあ！」

　防ぎながら後退する《鋏影狐鋭》に、すかさず追撃。イメージとして龍りゆうのブレス。

　俺は口から、雷光を吐き出した。

「――――ぁ、あ！」

　中身が《鋏影狐鋭》であっても、身体が実塚美鐘である以上、俺の二連撃は耐え切れずに、後方へと、鋏の群れと共に吹き飛ばされていく。

「――く、ぅ……。あぁあぁあぁああああっ!!!」

　弾き飛ばされた《鋏影狐鋭》は、裂れつ帛ぱくに合わせて、鋏の波をこちらに向かわせて――いや流石さすがに多いっつーの！

「ちっくしょうが！」

　雷速で上空へと退避する――その眼下。

　翼を生やし、人の姿から離れた俺を嘲あざけるように――長大な黒い獣が、現れていた。

「……ようやく、マジでやる気が出たか」

　実塚美鐘のことは、ちゃんと説得しなけりゃいけない。だが、そのためには――こいつを、俺の同胞を黙らせる必要がある。

　矛盾かもしれない。それでも――

「お前は、間違ってるって思うぜ、俺おれは」

「――知ったような口を」

　そう唸うなる《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の声は、より獣じみている。

　同時に、ガシャリ、と。黒い獣から、そしてそこを中心に広がる広大で濃厚な影から、これまで以上に多量の鋏はさみが、全すべて俺に向けられる。

「――殺す、絶対に殺します」

「俺は、お前を殺す気なんて微み塵じんも無いっつってんのに」

「そんな上辺だけの言葉など!!」

　鋏の大蛇が、八つ。黒い獣を中心に集まっていく。

　まるで、伝説に語られる八岐大蛇ヤマタノオロチのように。

　それを見て、その圧倒的な光景を見て、諸もろ哉やに教えられていたことを思い出す。

　諸哉が、俺が《鋏影狐鋭》のことを聞いて、思いついたということ。

　その異能の、効果範囲。

「本体の顕現に加えて、これだけものを出しているのなら――もう鋏は出せないよな？」

　諸哉の予測は、質量保存の法則。

　影の範囲と鋏の量。それに限界が――絶対量があるんじゃないか。

　当たりかどうかは解わからないが、こうして目の前にあるものと、これ以上追加されそうにない鋏を考えれば、信用してもいいかもしれない。

　加えて言うなら、この量の鋏をあの広さの影で――本体が大きいとはいえ、それより少し広い程度の影で、屋上の時よりも狭い範囲でしか使えないのも、肯うなずける要因だった。

　だからこそ、俺は気を引き締め直し、呟つぶやいた。

「届くかどうか知らんけど、一応言っとくぜ」

　黒い獣の叫びと共に、八つの大蛇は俺へとその刃やいばを向ける。

「いい加減、向き合おうぜ、実さね塚づか美み鐘かね」

　一匹目が俺の目の前に迫った瞬間、雷化して置き去りにする。

　そのまま下降、黒い獣を一直線に目指しながら、陛下の両腕を顕現させる。

「行くぜ――陛下ぁ！」

　二匹目と三匹目が両側から迫る――が、遅い。

　俺の背後で、大蛇同士がガッシャアアン！　と、激しい金属音が響く。

「ぐぅ――この」

　歯は噛がみするように、残る大蛇と、背後に残された大蛇が迫る。

「お前はいい加減に――」

　迫る三つの大蛇、一匹を陛下の右の巨腕で捌さばき、二匹目を陛下の左の巨腕で弾はじき、三匹目を、口から放った雷撃で押おし潰つぶす。

　残り、二匹。

　またしても両側から迫る大蛇に、俺は陛下の両腕に雷電を集中させて――

「認めやがれぇぇぇぇええええ!!!」

《鋏影狐鋭フオルズシヤス》ごと、雷撃で叩たたき潰つぶす。

「――んぁ？」

　感触が、大蛇二匹分しか、《鋏影狐鋭》の感触が、無かった。

「なん――」

　気づいた。

　足元の影が、鋏はさみは見えないのに微み塵じんも薄れていない。

「――あ」

　本能的な怖おぞ気けから振り向いた刹せつ那な――影から浮き上がった巨大な獣の口が迫っていた。

「くっそぉ！」

　完全に油断した――いや、油断じゃない。気を抜いた。

　一撃でかいのを叩たたき込こんだ瞬間、決定的な一撃だと思い込んでしまった。

　だから反応が遅れた。雷撃を喰くらう寸前に、影に逃げ込んだ《鋏影狐鋭》の一撃に！



「――――ぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああ!!!」



　自分の喉のどから出たとは思えない絶叫。

　右腕の、肘ひじと肩の丁度真ん中、黒い獣の巨大な牙きばが喰い込んでいる。

　咄とつ嗟さに下がった俺おれは、丸まる呑のみも急所を潰されることも無かったが――利き腕が潰された上に、捕えられた。

　足元は、既に獣の影に覆われている。

「く、そ――」

「これで、貴様は殺せますね」

「ぎぃっ、あ」

　俺の腕に牙を埋めたまま、獣は喋しやべった。

　そのため、蠢うごめいた牙が俺の右腕の中身を掻かき回まわす。

　走る激痛。

「では――死ね」

　足元の固い感触は、足元の影から浮き上がってくる――異能の鋏。

「う――ぁ」

　恐怖心が、俺を煽あおる。

　数秒先の、串くし刺ざしになった姿が目に浮かぶ。

　雷撃で、間に合うか？　紫電を爆はぜさせて――この場を掻かい潜くぐれるのか？

　ガシャン、と背後から鋏が群れる音がする。

　足元と背後から串刺しにされ、右腕が引き千切られる。

　右腕の肉が軋きしむ、骨が歪ゆがむ。

　ずぶ、と足の裏に突き刺さる鋭い痛み――

「ぎぃ――あ――」

「やめて――」

「あ――、が、あ」



「もう、やめてください！」



　瞬間――痛みが消えた。

　鋏はさみが、影が――黒い獣が、消え失うせた。

「あ、……何、だ？」

　右腕の痛みに、膝ひざを折る俺おれの前、先程までいた黒い獣の代わりのように――一人の少女が、実さね塚づか美み鐘かねが横たわっていた。



　　　◆



「……本当、お願いだから死なないでね、緩ゆる杷は」

「しかし、ここまで容赦が無いとは。いや、殺されていないだけ、幸運か？」

「あー、不幸中の幸いってのですね」

「ほ、包帯、持ってきたけど――」

　悠ゆう錐きり在ある歌かの家で、秋あき良らの協力陣は、全力で梔くち子なし緩杷の治療にあたっていた。

　緩杷からは、乾いていない血が流れ、寝かされたベッドは紅あかく染まっていく。

「ありがとう、先生」

　在歌は血塗れの緩杷の状態に戸惑いながらも、諸もろ哉やの指示に従って応急手当一式を持ってきた。それを即座に広げ、緩杷の服を脱がしつつ、止血を施していく。

「取とり敢あえず、ＷＨＯの方で治療班を呼んだ。悠錐先生、悪いが、もし私たちが出た後で治療班が来たら、緩杷を引き渡してはくれないか？」

「あ、うん。解わかった。……でも、緩杷さん、大丈夫、なの？」

「だといいように、今、努力してる。――藍あい、ここの包帯縛って」

　包帯を藍に任せた諸哉は、すぐさま戦斧ハルバートを「“〝来コール”〟」と呟つぶやき、虚空から取り出した。

「友情出演サモン／治天翠煌精リレイテイクル／空間接続オーバーコネクト」

　ガシャン！　と空間を戦斧で割り、そこから緑色を基調としたナース服の、ちんまりとした少女を呼び出す。秋良の手当てを行った魔人だ。

「リル、この人お願い」

「はい、マスター」

「先生、この子は優しいから、怯おびえなくても大丈夫ですから」

「え、えぇ。……本当に、凄すごいのね」

　目まぐるしく未知のことが起きるが、在ある歌かは目を白黒させて、小さな魔人を見る。

　その魔人を見るのは二度目の筈はずだが、一度目は、秋あき良らのことでいっぱいで、ろくに認識できていなかったのだろう。

「さて、カイゼ。準備はいいか？」

「最初っからやることねーでしたからね。問題無いですよぅ」

「そうか、ならモロヤ。――行くぞ」

「うん」

　藍あいの言葉に従うように、壊かい世ぜと諸もろ哉やは在歌の家を後にする。

「ユルハさん、大丈夫ですかね」

「もう医療機関に任せなきゃいけないレベル。内臓に深い損傷が無かったのは、本当に奇跡だったから――後は、藍が呼んだ治療班に任せるしかないかな」

　本音を言えば、三人が三人とも、緩ゆる杷はの無事を見届けたかった。しかし、現状は秋良一人が《鋏影狐鋭フオルズシヤス》と戦っているのだ。

　なら、初めに負った役割を、果たさないわけにはいかない。

「このままアキラと合流する。その道中、千せん道どう寺じ華か散ちるに遭遇したら――腹を括くくれ」

「あい」

「了解」

　気持ちを切り替え、在歌の家を出た三人は――



    

  
    
      



    

  
    
      「お前ら――秋あき良らの知り合い、だよな？」



　千せん道どう寺じ華か散ちるに、遭遇した。



　　　◆



「……おい、あんた」

　痛む右腕を庇かばうように、どうにか横たわる少女の傍まで近づくと、その少女は、僅わずかに身じろぎしてから、ゆっくりと上半身を起こした。

　その表情は、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》とは違い、戸惑いが見えている。

「……あ、あの、貴方あなたは――」

「天あま音ね櫛ぐし秋良。あんたは、実さね塚づか美み鐘かねで合ってる、よな」

「は、はい」

　少女は、先程までの黒い獣とは打って変わり、小動物のような所作で肯うなずいた。

　だが、とにかく――第一段階は、ようやく突破という感じだ。

「やっと、あんたと話せる」

「ご、ごめんなさい、あの怪物のせいで、こんな――」

「あの怪物、ねぇ」

　その言い方に、俺おれは確信した。

　この実塚美鐘は、完全に《鋏影狐鋭》を、自分に巣食う怪物と認識している。

「わ、私にできることがあれば、何でもしますので」

「いや、別に。俺の話を聞いてくれればそれでいい」

「そう、なのですか？」

「あぁ」

　少なくとも、こちらを拒絶している様子は無い。しかし、それはそれで疑問は残る。

　彼女に《鋏影狐鋭》の記憶があるなら、俺が彼女を殺すという危険性を持っていてもおかしくはない筈はずなのに（勿もち論ろんそんな気は無いが）、そういう警戒心が微み塵じんも見えない。

　まぁ、いいか。それはそれで、都合がいい。

「で、さ。知っての通り、俺はあんたと同じで、華散の眷けん属ぞくなんだけど……。なぁ、何であんたは華散に狙ねらわれてるんだ？」

「狙われているのは――私ではなく、私の中にいる、怪物です」

「……は？」

　その言葉は、俺にはまるっきり理解できなかった。

　だって、そうだろう。彼女の言った言葉は、要するに、俺からしてみれば自分の本体とも言える陛下だけを殺す、と言っているようなものなのだから。

「貴方あなたも見たでしょう？　あの怪物の姿を……。その腕も、あの怪物のせいで――」

「……成程」

　ようやく、理解した。

　華か散ちるが彼女を狙ねらう理由は解わからないが、少なくとも、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》が暴走した理由は、十二分に理解できた。

「そりゃあ、あいつだってグレたくもなるよなぁ」

「え？」

　呆ほうける実さね塚づか美み鐘かねの胸ぐらを、俺おれは荒々しく、左手で掴つかみ上げた。

「や――きゃっ!?」

「甘えてんじゃねえぞ。あんたが今まで、どれだけ綺き麗れいな場所で生きてたのかは知らないけどな、嫌なものを知らないって言うのは、都合がよすぎるんじゃねぇのか？」

「な、何を――」

「あんたが何を切っ掛けに異能を発現したのか知らないが、これだってあんたの一部なんだよ！　いや、俺やあんたが、異能の、陛下やあの狐きつねの一部なんだよ！　解るか!?」

「そ、んな――では、何で、あの人を、この怪物は」

「……あの人？」

「私の、大切な友人を、切ってしまったんです……。私の腕が、突然鋏はさみになって」

「それは、あの狐が暴れた後か？」

「え？　……いえ、違います、その、前に」

　切られたというのは、資料にあった、彼女の親友であるメイド、だろう。

　にしても、どうも不可解だな、こいつの発言は。

「能力が、発現前に発動した？　いや、そんな筈はずは無いよな……。俺の時だって、陛下の存在があって、初めて発現したし――」

「あ、あの――」

　俺は、実塚美鐘から左手を離して考える。

　俺にとって《雷哮神龍ジヤマーヴアル》の異能は、あくまでも陛下の力だ。陛下が許しているから、俺はその力を扱えるし、互いに信頼があるからこそ、陛下はいつも、俺の中で眠っている。

　対して彼女の場合は、《鋏影狐鋭》が単体で異能を扱う、または暴走させる、なら解る。何せ、その力は、《鋏影狐鋭》のものなのだから。

　しかし、《鋏影狐鋭》の意思とは関係無しに、どころか《鋏影狐鋭》の意識が覚かく醒せいする前に異能が発現するというのは、どういうことだ？

「あの、大丈夫ですか？」

「ん、あ。あぁ、まぁ」

　かけられた声に、現実に戻される。そこには、当たり前だが、実塚美鐘が立っている。

　彼女は、どう見ても争いごとを好むようには思えない。

　なら、何があったのか。俺が知らないというだけで、異能だけが暴発したのか――



「答えを、教えましょうか？」



「――あ？」

　見れば、実さね塚づか美み鐘かねは驚いた表情で、自分の口を両手で押さえている。

「今の――」

「俺おれが、教えてやろうというのですよ。この無能が何をしでかしたか――」

「や、止やめてください！　あ、貴方あなたは――」

「な、んだ？」

　目の前で、実塚美鐘という人の形から、二つの声が聞こえてくる。

　一つは、当人の戸惑った声。

　もう一つは――明らかに、先程まで暴れていた、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の声。

「俺も、これ以上危険は御免ですし、このまま誤解されたままなのも、癪しやくですしね」

「――誤解、だと？」

「何が、誤解なんですか！　貴方は――」

「はっきり言いますが」

　体は一つであるがために、実塚美鐘の言葉は《鋏影狐鋭》に遮られる。やはり、存在としての割合は、器である彼女よりも、《鋏影狐鋭》の方が上だということか。

　いや、それよりも、誤解？

「単純な話なんですよ」

　ついに美鐘から肉体の主導権を奪ったのか、実塚美鐘――いや、《鋏影狐鋭》は、その少女の顔に似合わない、刃物のような笑みを浮かべ、俺から距離を取っていく。

「この器が俺の異能を扱えたのは、それを望んだからですよ。――この器自身が望んだんです。あの女を、截たち切りたい、と」

「……望ん、だ」

　あの女、というのが、実塚美鐘に傷つけられたメイドなのは、確認するまでもない。

　親友である筈はずの少女を、彼女は自分の意思で、傷つけた？

　それでも見えない答えを、《鋏影狐鋭》が口に出した。



「俺はただ、この器の望みを、表に出しただけですよ」



　　　◆



　実塚美鐘には、物心ついた時からメイドが一人ついていた。

　そのメイドの名前は、無む灯とう蓮れん華げといい、美鐘にとって姉であり、無二の親友だった。

　蓮華は、何事もそつ無くこなし、主人である美鐘を支えていた。

　二人の間には、主従を越えた信頼が確かにあった。

　美み鐘かねは良家の息女として教育を受けていく中で、何度も失敗と苦痛を味わった。その度に、蓮れん華げに慰められ、励まされた。

　そんな日々の中で、美鐘の心に溜たまっていくものがあった。

　それは、自分以上に完かん璧ぺきに見える蓮華への、疑問と嫉しつ妬と。

　何な故ぜ、彼女は有能なのにメイドの職に就いているのか。何故、主あるじである筈はずの自分の方が劣っているのか。

　それはあくまでも、些さ細さいで瑣さ末まつな感情。人間なら誰だれしも抱く、黒い部分。

　溜まっていくと言っても、所しよ詮せんはその程度のことだった。その程度の、筈だった。

　そんな中、ふとしたきっかけで、生死を彷徨さまようことになった美鐘は、華か散ちるの手によって、彼の眷けん属ぞくになる代わりに一命を取り留める。

　それが、切っ掛けとなった。



　　　◆



「貴様も解わかるでしょう。俺おれたちの存在は、器を通じて世界に出る。その際、器の感情は、最も感知させられるものなのですよ」

「それで、沈んでいた感情を、発散させてやった、のか」

「えぇ、そうです。俺はただ、器が望み叶かなえる力を貸しただけ。だというのに――この器は、それを俺のせいだと泣き喚わめき、挙句の果てには俺を否定した！」

　内心を、隠された感情を知ったがために起きた擦れ違い。それが今回の発端だった。

「解りますか？　俺は器に力を貸しただけ。なのに全すべての悪は俺だと言い、主殿だけならず、貴様までも、同胞にまで命を狙ねらわれる始末！　それは逃げたくもなりますよ！」

　叫ぶ《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の声は、本気だった。それに、俺はその言葉を疑わなかった。

「――成程な」

　陛下も、そうだった。

　あの人を殺すために、陛下は初めて俺に力を貸してくれた。

　そして俺は、陛下を受け入れた。だが、実さね塚づか美鐘は、その結果から顔を背けた。

「本当の被害者は、お前だったのか」

「――――…………っ」

　俺の言葉に、《鋏影狐鋭》は何か言いたげに歯は噛がみするが、ふっと、唐突に力を抜いて、冷めた笑みを見せた。

「貴様に理解されても、もう遅いのですけれどね。何せ、主殿は俺を殺す気なのですし」

　俺も納得できる悲観的な意見だったが、それ以上に、俺は訊ききたいことがあった。

「今の話、実塚美鐘は聞いていたのか？」

「――さてね。無理矢理意識を奪いましたから、その衝撃で気を失っているのでは？」

「じゃあ、そのことをちゃんと伝えれば――」

「それができれば、俺おれはここにいませんよ」

　そうだ。実さね塚づか美み鐘かねは《鋏影狐鋭フオルズシヤス》を認めなかったから、こうして暴走紛まがいの逃走をしているのだ。

「まぁ、そうですね。主あるじ殿には理解されずとも、貴様に理解されたことは、若干気が晴れましたよ。――同時に、羨うらやましい限りですけど、ね」

　貴様と、貴様の中身の関係が。

　それだけ言って――《鋏影狐鋭》は影に沈む。

「な、おい！」

「追跡は不要――いえ、そちらのために、お止やめなさい。これは、俺の問題です。貴様まで、主殿に抗あらがう必要は無いでしょう」

　ざぁ、と影が消えていく。

　俺はそれを追うこともできず、その場で呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　このまま行かせてよかったのか――そんな考えが頭の中をグルグルと回る。

「――アキラ！」

　その時、背後から聞き覚えのある声が耳に入ってきた。



    

  
    
      


第五章　悪魔たちの争乱



　時間は遡さかのぼり、場所は悠ゆう錐きり在ある歌かの家の前。

「久しいな、諸もろ哉や。他ほかの二人は、初対面、だな」

《鋏影狐鋭》に襲われた緩ゆる杷はの手当てを終え、意気込んで秋あき良らの下もとへと駆けつけようとしていた壊かい世ぜ、藍あい、諸哉の三人は、千せん道どう寺じ華か散ちるに鉢合わせていた。

「それでお前ら。今、何をしている？」

　無表情の中に、例えようのない威圧感を放つ華散に、唯一面識がある諸哉が対応する。

「それは、こっちが訊ききたいかな？　秋良から聞いた話だと……、華散って、自分の眷けん属ぞくを殺そうとしてるみたいだし。似合わないんじゃないかな？」

「仕事だからな。依頼に応こたえるのは、お前だって同じだろうが」

「……ふーん。ちょっと失望。それとも、何か言えない事情でもあるのかな？」

「関係無い。少なくとも、お前らにはな。だから」

　ガチン、ガチン、と、ローラーブレードを履いた足が、一歩進む。

　対して、諸哉と藍は息を呑のみ、壊世は危機感を覚えず、ただ華散をじっと見ている。



「どけ」



　たった一言。二つの音。

　それだけで、諸もろ哉やと藍あいはその場に縫い付けられ、壊かい世ぜは本能で危険を察知する。

　その間を、華か散ちるは真まっ直すぐに進んでいく。

　ガチン、ガチン、という一歩ごとの音に、反応できない。

　そうして、三人を華散が通り過ぎた時――壊世が、冷や汗を浮かべながら、声を上げた。

「あんの、何で、アキちゃんが、困ること、するですか？」

　ぴたりと、華散の歩が止まる。しかし振り返りはしない。

「えと、カチルさん、ですよね？　アキちゃんが、いつも言ってるです。恩人だって。でも、何で、こんなことするですか。アキちゃん、困ってました」

「……あー、そうか。お前が、秋あき良らが拾ったっつー殺人鬼か」

　気の抜けた声だというのに、先程放たれた威圧感は消えない。

「悪いが、ガキの純粋な質問に答えてる暇は無い。大人しく下がってろ」

　その言葉を最後に、約二秒後。華散の気配が遠ざかると同時に、三人にかけられていた、圧倒的な威圧感が消え失うせた。

「――あぁ、もう。やっぱり華散は華散だったなぁ」

「…………冗談じゃない。何だあれは」

　再認識する諸哉と、自分の認識不足を悔やむ藍を見もせずに、同じく華散の威圧感に気け圧おされていた筈はずの壊世は、一度膝ひざをついて、息を整えてから、立ち上がり、歩き始めた。

　それに気づいた藍が、慌てて壊世の肩を掴つかむ。

「おい、どこへ行く？」

「アキちゃんのとこですよぅ」

「行ってどうする？　あの化け物相手に、私たちに何ができる？」

「何もしなかったら、アキちゃん一人で、カチルさんと戦うことになるです」

　壊世はいつも通り無表情なのだが、その言葉に強い意思が込められていた。

「アキちゃんは、今サネヅカミカネさんを説得してる筈です。それを、邪魔させません」

「勝算とか、あるの？」

　今度は諸哉に訊きかれ、壊世は呟つぶやいた。

「んなもんねーですよぅ。んでも、腹を括くくれば、どうとでもなりますよぅ」

　無謀なその言葉に、しかし二人は笑みを返した。

　そう、元よりこの三人が秋良に協力している理由は、実さね塚づか美み鐘かねの救出でも、千せん道どう寺じ華散の真意を知ることでもない。

　天あま音ね櫛ぐし秋良の手助けをする。ただそれだけなのだから。



　　　◆



「というわけで、私たちは奴やつの後を追いかけてきたのだが、ここには来ていないのか？」

「あーと、まぁ、何から説明すればいいのか」

　諸もろ哉やの治療を終えて、俺おれを追いかけてきたという藍あいさんに、俺はこれまでの事情を何から話せばいいのか困惑していた。何しろ、俺は今でも混乱しているんだから。

「ならいい、まずはこちらの状況を話す」

　それを察してくれたのか、藍さんはやや早口で話し始めた。

「こちらは二手に分かれることにした。まず、カイゼとモロヤは千せん道どう寺じ華か散ちるの足止めを目的としてな。そして私は、実さね塚づか美み鐘かねの保護のためにここに来た」

「ここって、俺のとこ？」

「そうだ。まぁ、騒がしそうな場所を目指してきたのだが――もう、終わっていたのか、それとも逃げられたか？」

「……まぁ、逃げられた」

「煮え切らん言い方だな。……端的に答えろ。貴様の同胞とやらと、何か話したのか？」

　若干睨にらむように問われ、俺は実塚美鐘と《鋏影狐鋭フオルズシヤス》について、先程のことを話した。

　聞き終えた後で、藍さんは納得したように肯うなずいた。

「成程。無意識下での感情の行動か」

「そうらしい」

「それで、貴様は何な故ぜここで呆ほうけている？」

「……ん？」

　質問の意味が解わからずに藍さんを見ると、彼女は、呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「だから、この件が実塚美鐘の個人的な感情が起因だったとして、何故貴様はここで呆けて、《鋏影狐鋭》を追わないのか？　と訊きいているんだ」

「何でって――。あいつ、《鋏影狐鋭》は、最後に俺を気遣ってた。少なくとも、敵じゃないって思ってくれたんだと、思う」

　俺が華散に狙ねらわれる可能性を、あいつは危き惧ぐしてくれていた。

「そんで、これは自分の問題だからって――」

「だが、このまま放ほうっておけば、奴は死ぬだろう。千道寺華散に殺される」

　俺を責めるように、藍さんは詰め寄ってきた。

「それで？　貴様はここで何をしている。理解してくれたから、敵じゃないって認めてもらえたから、それで終わりか？　違うだろう。貴様の目的は、その先だろうが！」

「藍、さん？」

「今、この時にも貴様の同胞が理不尽な死を迫られている！　それを止めようと、貴様の知人が二人、死力を尽くしている！　なのに貴様は、わけが解らないと呆けているのか!?」

　腕を組み、俺を睨む藍さんの言葉に、俺は、頭の中がクリアになっていった。

「そう、だな。ここで迷ってても何にもならねぇ」

《鋏影狐鋭》に全すべての非があるわけではないと解った今、必要なのは、実塚美鐘に自分の間違いを教えることだ。

「……解わかったか？」

「あぁ。ごめん藍あいさん。俺おれ、馬ば鹿かだった」

　突然のことで戸惑っていたが、考え直せば、目的は変わっていなかった。

　実さね塚づか美み鐘かねを説得して、華か散ちるから守る。それだけだ。

「急ごう、藍さん」

「構わんが、貴様、その腕で大丈夫か？」

　改めて指摘され、右腕の具合を見る。多少の痛みはある、だが、うん。まだ動く。

「大丈夫、だと思う。気にしてる場合じゃないし」

　バチン、と体中から紫電を爆はぜさせる。

「じゃ、俺は実塚美鐘の所に行くから」

「あぁ。なら、私はカイゼたちと合流しておく」



　そのまま雷速で、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》が消えて言った方向へと、雷化して――俺は走る。

　いくら影の状態で速いとはいえ、俺と戦って負傷している身だ。そう遠くへは行かないと思うが……。

　瞬間、ズドォンッ!!　と激しい衝撃音が響く。遠くない――どこだ？

　雷化した体を走らせ、衝撃音から五秒もせずに音源に到着する。



    

  
    
      



    

  
    
      　先程の、遠くまでは行けないという考えが正しいことは、すぐに判明した。

　ただし、最悪の形で。

「――……、畜生」

　知らず、両手を握り込んでいた。右腕の傷が疼うずいたが――気にする状況じゃない。

　雷化を解いた俺おれの前、ビルの壁に巨大な蜘く蛛もの巣のような罅ひびの中心に、実さね塚づか美み鐘かねがめり込んでいた。

　そして、彼女の前には――



「んぁ？　――秋あき良ら？」



　千せん道どう寺じ華か散ちるが、立っていた。

「あぁ、もしかして、こいつを追ってたのか？　つっても、俺はお前に手を引けって言っておいたよな……？　ん？　お前、本当に何でここにいるんだ？」

「殺した、のか？」

「ん？　あぁ、まだ死んでねぇだろ。いや、これから殺すけど」

　武器も構えていない。警戒もしていない。

　完全な自然体で、華散は俺の同胞を――自分の眷けん属ぞくである筈はずの存在を、殺すと言った。

「何でだ？　何で、こいつを殺すんだ？」

「…………仕事だからだ」

「でも、こいつ、華散の眷属で、俺の同胞じゃ、ないのかよ？」

「まぁ、そうだけどな。でも、あるんだよ、事情ってのが」

　苦々しく言う華散の姿に、俺は少し安あん堵どした。華散も殺したいんじゃないんだ、と。

「誰だれなんだよ、こんな依頼をしてきた奴やつは」

「……突っかかるな、お前は」

　俺が実塚美鐘を庇かばおうとしていることを知らない、疑おうともしない華散は、単なる疑問として訊きき返してきたが、続く溜ため息いきと共に、話し始めた。

「家族って、何だろうな」

「……はぁ？」

　何だいきなり。

「それ、あいつを殺すことと関係あるのか？」

「まぁな」

　華散はつまらなさそうに、視線を実塚美鐘に移した。

「俺がこいつを作り変えた経緯がな、他ほかの奴ら、お前とかと違ってよ――こいつの両親から依頼されたんだよ」

「……え？」

　それは初耳だった。というか、華散の眷属と言う以上、華散が全すべて選んだと思ってた。

「まぁ、そこが例外っちゃそうなんだが……。問題はその後でな」

　俺おれは話が見えず、黙っていることしかできない。その時、華か散ちるが俺の右腕の怪け我がを見て、眉まゆを顰ひそめた。

「何があった、その腕」

「あ、いや」

「こいつにやられたか？」

　言いながら、華散は黒い炎を俺の右腕に発現させる。炎が消えた後は、傷は跡形も無く消えていた。

「まぁ、そうだけど」

「恨んでも仕方は無い、か。――話を戻すが、親の願いで、瀕ひん死しの状態から俺の眷けん属ぞくに作り変えられたこいつは、まぁ、資料に書いてあった通りに事件を起こした」

「……長年の付き合いのメイドを、切った」

「そう、截たち切った。その鋏はさみでな」

　それが《鋏影狐鋭フオルズシヤス》ではなく、実さね塚づか美み鐘かねの意思であることを、華散は知っているのか？

「そりゃあ、愛いとしの娘の腕がいきなり鋏になったら混乱するだろうよ。――本人もな」

「なぁ、華散。結局何が言いたいんだよ？　俺が訊ききたいのは、華散の眷属を、実塚美鐘を殺すよう依頼した奴やつのことで――」

「娘の姿に、ショックを受けたんだと」

　俺を無視するように、華散は続けた。



「だからさ、『あんな娘の姿は見たくない。楽にしてやってくれ』――って、俺に生き返らせるよう依頼してきた両親が、殺してくれって依頼してきたんだよ」



「……いや、待てよ。じゃあ、何か？　あいつの両親てのは、自分勝手に生かして、自分勝手に殺すってのか!?　自分の娘を!?」

　何だその身勝手は。というか、そいつらは、人の命を何だと思って――

「これだけなら、命を粗末にしてる馬ば鹿かって聞こえるだろうが、問題はここからだ」

　俺の考えを読み取ったように、華散は続ける。

「最初に生かしてくれって頼まれたときは、娘が大事だから。これは解わかる。んで、次の依頼、美鐘を殺してくれって時は、あんな苦しみをずっと続けさせるのは心苦しい。楽にしてやってくれ。だとさ。――人の愛ってのは、時折解らねぇよなぁ」

　そんなもの、いくら言葉を重ねたって身勝手でしかないじゃないか。

　そんな理不尽を――

「そんな理不尽を、何で華散は請けるんだよ！　たとえ事情が違っても、美鐘はお前の眷属だろう!?　俺の同胞だろう!!　なのに、何で――」

「家族の問題だからだよ」

　華か散ちるの表情は苦渋に満ちていた。

「依頼人と美み鐘かねは、どんな歪いびつな愛情があろうとも家族だ。そこに、何で赤の他人の俺おれが、『こいつは俺の眷けん属ぞくだから殺させねぇ』なんて言えるよ？　それは家族の問題じゃねぇか。間違ってたって歪ゆがんでたって、家族同士の問題じゃねぇか」



　家族は、大切だろうが。



　その一言には、俺の知らない華散の、過去に背負った重みがあるように聞こえた。

「でも、それでもさぁ！」

　だとしても、俺は納得できない。

「俺たちが口を出せるとしたら、家族同士の話にケリがついてからだ。それこそ、片方が話を聞かせてなかったとしても、それが間違いなんていう権利、他人には無いしな」

「華散はそれでいいのか!?　たとえ経緯が違っても眷属だろ！　それを殺すなんて――」



「いいわけねぇだろうが!!!」



　それは華散の、本心の叫びだった。

「あいつの寂しさと絶望、生への渇望、未知への恐怖！　全すべて導いたのは俺だ！　あいつの両親に、こんな理不尽な選択をさせる結果を生んだのも、全部俺だ！　俺なんだよ!!　始まりはあいつの両親の依頼かもしれない！　でもな、それを請けたのは俺なんだよ!!」

　俺は、華散の優しさを知っているから、その言葉を十分に理解できていた。

　だからこそ、訊きかずにいられない。

「……そこまで思えて、何で、こんなことしてるんだよ。お前だったら、実さね塚づか美鐘を引き取ることだって、簡単じゃなかったのか」

「だから、家族だっつってんだろ。……眷属だ、主あるじだっつっても、結局俺は赤の他人だ。……何より、美鐘自身が《鋏影狐鋭フオルズシヤス》を過剰に拒み続けてる。あのままじゃあ、本当に、化け物になっちまう可能性だってあった」

　異能は、使い方次第だ。使い方次第で、正義とも悪とも呼ばれる。

「例を挙げんなら、先月のあれだ。《反魔刻印クロステイグマ》の暴走。あれは力が爆発するだけだが、お前らの暴走は、なまじ意思があるだけに、本当に化け物を生み出す結果になる。――それも、俺は全員殺してきた」

「俺は――」

　華散の経験、知識、実力。その全てが、俺には届かないことだろうし、俺より正しいことなのだろう。

　それでも、俺は――

「……悪かった、こんな面倒なことに巻き込んじまって。このことは忘れて、もう帰れ」

　そう言って、俺おれの左肩に手を置いた華か散ちるを。



　俺は、顕現させた陛下の右腕で殴り飛ばした。



　華散の体が容易たやすく吹っ飛び、派手な音を立てて、地面を滑っていく。

「――が、あ？」

　わけが解わからない、とでも言いたそうに、華散は受け身を取って、俺を見ている。

　だが、それはこっちだって同じだ。

「華散の言いたいことは解った。事情も、一応理解した」

　それでも、俺の考えは変わらない。いや、より一層強まった。

「悪いけど、俺はあいつを助ける道を選ぶ。たとえ華散に反するとしても、だ。こいつは、俺の同胞だからさ」

「……成程、お前がここに来たのは――こいつを追ってたのは、そういう理由か」

　ゆらり、と。先の一撃など意にも介していないように、華散は立ち上がる。

「お前のその行動に、意味はあるのか？　依頼人の意向を裏切る価値は？」

「俺はもう、この仕事には関係無いんだろ？　手を引けって言ったのはあんただ。悪いけど、これは俺の独断だ。罰でもお仕置きでも何でもしろよ。俺は絶対に譲らないから」

「そうか」

　華散の言葉は、それだけ。俺の覚悟を理解したのか、止めろとも言ってこない。それはもう、覚悟の上。

　しかし、華散を止めるには、是非とも実さね塚づか美み鐘かねにこの場から離れてほしいのだが、さてどうしたものか。

　なんて考えの答えが出る間も無く、華散が動く。

「っ、とっ！」

　いつの間に構えたのか、二本の黒い炎のような長剣、その右の刃やいばで横よこ薙なぎの一いつ閃せん。後ろに跳んで避けるが、俺の着地前に、一歩で距離を詰められ、左の長剣が振り下ろされる。

　雷化した両腕で受け止める。――が、片手とは思えないその膂りよ力りよくに、俺は地面に叩たたきつけられた。

「……が、ぁ！」

　背中から叩きつけられ、一瞬呼吸が止まる。

　その上からの追い撃ちは、右足――ローラーブレードの踏み付け、は、どうにか左に転がって避ける。一瞬後に、ゴバギンッ！　という、踏み抜いたにしては派手過ぎる音。

「殺す気かよお前！」

「生き抜いてみせろよ、俺の仕事を邪魔するなら」

　無茶を言う――が、その無茶をこなさなければ、俺がここにいる意味は無い。雷化で距離を取って――って、華散、何で俺に背中向けてんの？　いやちょっと、そっちには実塚美み鐘かねしかいないんだけどお前まさか俺おれを放置して彼女を先に殺そうって――

「止やめ――」



　ドォン！　という轟ごう音おんと共に、華か散ちるの目の前が炎上した。



「先程は世話になったな」

　藍あいさんが実さね塚づか美鐘を抱えて、華散から離れていた。

　ていうか、離れ過ぎていた。目算でも十メートル以上離れているような気がする。

「……懲こりないのか、あの程度じゃ足りないのか、どっちだよ」

　華散は心底から呆あきれているようだ。さっき会ったようなことを言っていたが、どうせ華散のことだから、口で脅しただけなのだろう。

　でなければ――

「お待たせしたですよぅ、アキちゃん」

「緩ゆる杷はの方は、多分大丈夫だから」

　こいつらが、ここに来る筈はずが無い。

「来てくれて助かる。んじゃー、藍さん！　その子連れて逃げてくれ！」

「言われなくてもそのつもりだ！」

「んじゃ、護衛は諸もろ哉やかな」

　見れば、諸哉は額に若干の冷や汗をかいている。もしかしたら、離れている藍さんも同じかもしれない。それだけ、華散の“〝何か”〟を思い知らされたのか。

「じゃ、よろしく」

　それでも、俺はあえて指摘することはせずに、華散に紫電を放つ。

　その一撃は、華散に右の長剣で容易たやすく弾はじかれはしたが、その隙すきに壊かい世ぜが走り、鉈なたを交差させるように振り抜き――左の長剣に止められ、ギャリィン！　と甲高い音が響き渡った。

「じゃ、悪いけど、お先に」

　その横を、諸哉が通り抜け、藍さんと合流して離れていく。

　それを横目で見ながら、華散は壊世の鉈を二本とも長剣一本で弾き返した。

「んぁ……っと、と」

「壊世、まずいと思ったら逃げろよ」

　俺の側そばまで下がってきた壊世に忠告しながら、改めて華散と向き合う。

「……考えなし、ってわけじゃなかったか」

　短く呟つぶやく華散の雰囲気が変わる。

　俺たち全員を、任務上の障害と見なしたのだろう。明確なまでに、敵意が感じられる。

「アキちゃん」

「何だ？」

「愛してます」

「死亡フラグごっこは日常でやろうね」

　この状況じゃ、洒落しやれにならん。マジで。

　そんなアホな会話を聞く気も無いだろう華か散ちるは、右の長剣をこちらに向けてきた。

「可能な限り殺さねぇけど――運が悪かったら、恨むなよ」

　それが、合図。

　俺おれは左に、壊かい世ぜは右に跳ぶ。

　華散は――俺の方か！

「おぉあらぁ！」

「――――」

　無情に、表情を微み塵じんも変えずに、華散は前傾姿勢で俺の目の前まで詰め寄るのを――陛下の両腕を顕現し、突き出すことで離そうとするが、瞬またたき一つの間に、見失う。

　怖おぞ気けは、背後。

「く、お！」

　振り向きざまに陛下の左腕を振り抜くが、それも手ごたえは無く、華散の姿も見えない。

「アキちゃん、上っ」

　壊世の声に上を見る。華散が長剣の切っ先を俺に向けている。――避けきれない！

「う――ぁぁぁぁあああああ!!」

　雷電存在の発動に、華散は微塵も揺らがない。そのまま俺の頭部へと長剣を突き出し、衝突した。

「く、ぐ――あ！」

「――――」

　咄とつ嗟さに交差した腕で防ぐ。その目の前で、華散の長剣を象かたどる黒い炎が、より一層燃え上がるように揺らめき、その重さを増ます。

「が、ぐ……このぉ……っ！」

　その時、横から壊世が、俺の爆はぜる紫電に怯おびえることなく飛び込んで、華散へ向けて右の鉈なたを振り抜いた。

「せぇあっ」

「ちっ――」

　舌打ち一つで俺から離れ、華散は今一度距離を取る。

「アキちゃん。別次元です。あんまし手が出せないですけど」

「それでいい。あんまし突っ込んで死なれると困る」

「あい」

　解わかってはいたが、やはり、強い。

　諸もろ哉やは時間稼ぎに徹すれば、と言っていたが、それでもこっちは冷や汗ものだ。何せ俺の異能は、華散から生み出されたのだ。正直、時間稼ぎですら難しい。

「でもさ、華散。やっぱり俺は、殺すのは間違ってるって思うぜ」

「じゃあ、俺おれと、あれを止めてみろ」

　華か散ちるが長剣の切っ先を向けた先、何があるかと振り返った途端――



　後方に、八つの鋏はさみの集合体――鋏の八岐大蛇ヤマタノオロチが、再び現れていた。



「な――また《鋏影狐鋭フオルズシヤス》が!?」

「さぁ、今回はどうだろうな？」

　驚く俺に、華散は異様なまでに冷静で――いや、その表情は、寧むしろ諦てい観かんに近い。

　諦観、諦あきらめるって、何を――まさか。

「暴走……？」

「止めて見せろよ《雷哮神龍ジヤマーヴアル》」

　背後で、華散が呟つぶやく。

　懇願のように。あるいは、命令のように。

「俺は依頼を遂行する。これ以上の被害を出す前に、実さね塚づか美み鐘かねを抹殺する」

　それで？　と華散は問いかける。

「お前は――お前たちはどうする？」



　　　◆



　藍あいと諸もろ哉やは、秋あき良らたちがいた場所から五百メートルほど離れたビルの陰に美鐘の体を、壁に凭もたれさせていた。

「ここなら、まぁ、安全とは言えんが、多少の誤魔化しにはなるだろう」

「そうだね。じゃ、諸哉はもう一回行ってくる。藍は、この子をお願い」

「あぁ」

　道中一度も喋しやべらない美鐘に、藍たちは気絶したままと思ったが、そうではなかった。

　美鐘はただ目を瞑つむって、呆ぼう然ぜんと華散の言葉を思い出していた。

『両親が、殺してくれって依頼してきたんだよ』

　虚ろな意識の中で、ふと聞こえたその言葉に、彼女の頭は真っ白になり、それ以外のことが何も考えられなくなっていた。

　美鐘は、帰れる場所があると思っていた。

　それ以前に、華散の手でなら鋏の怪物を追い出せると、思い違いをしていた。

（……そう、ですか）

　あの鋏の怪物は、自分の一部だと、白髪の少年は言っていた。

（私が鋏なら、あの人は雷、なのでしょうか）

　紫電を爆はぜさせ、鋏の怪物と戦っていた光景を思い出す。

　それだけではない。《鋏影狐鋭》が秋良に伝えた言葉を、美鐘は全すべて聞いていた。

（蓮れん華げさんを切ったのは、あの怪物ではなく、私自身――）

　その事実に、美み鐘かねの心は沈んでいく。沈んで、堕おちていく。

（私はもう、駄目ですね）

　帰れる場所があると思っていた。

　だが、華か散ちるの言葉が希望を打ち砕き。《鋏影狐鋭フオルズシヤス》の言葉が、さらに心を追いつめる。

　残ったのは、孤独の絶望。

（それに、お父様とお母様が、私を殺そうとしているのなら）

　彼女が親友だと信じていたメイドも、それを望んでいないと、誰だれが言える。

（私はもう、一人なのですね）

　そこで、気づいた。

（貴方あなたも、こんな気持ちだったのでしょうか？）

　自分の中に巣食う、否、巣食っていると思っていた怪物に問いかける。

　拒絶された悲しみを理解した今だからこそ――怪物の孤独を、理解した。

（あんなに暴れたくなるのも、仕方ないかもしれませんね）

　自身の中にいる怪物に対して美鐘が抱いたのは、出来の悪い弟を慈しむような感情。

　しかし、その方向性は怪物と共に歪ゆがんでいく。

（たとえ孤独だとしても――私は死にたくないのです）

「俺おれは、不条理な死など受け入れたくはありません」

　死にたくない。

　生き物が持つ究極的な本能と、互いの孤独を理解した二つは、ここで初めて一体になる。



「……何だ？」

　美鐘の様子が変わったことを感じた藍あいは、美鐘の顔を覗のぞき込こむ。

　瞬間、美鐘の――肉食獣の如ごとき双そう眸ぼうが開いた。



「もう、結構ですよ」



《鋏影狐鋭》が、覚かく醒せいした。



　　　◆



「……壊かい世ぜ」

「行っていいですよ、アキちゃん」

「――悪い」

　先程まで見えていた鋏はさみの大蛇が次第に小さくなっていく。しかし目印には十分だ。

「手遅れってことだけは、勘弁してくれよ――！」

　そう言いながら、後方、壊かい世ぜも心配だったりする。

　華か散ちる相手に、無茶はしないでほしい。

「あぁもう――いろいろ起こり過ぎだろ、これ」

　とにかく俺おれは、美み鐘かねがいるだろう場所へと、雷化して飛び出した。



　　　◆



「結局、俺の相手は、お前か」

「そーですねぇ。まぁ、やるこたー一つなんですから、別に構いやしないと思うですけど」

　秋あき良らが走り去った後、まるで会話に緊張感が見みい出だせない二人が、しかしその両手には物騒な得物を握り、向き合っている。

「お前は、秋良が死ぬかもしれないって、思ってないのか？」

「アキちゃんは死なないですよ。何言ってるですかね？」

「――あ？」

　華散の疑問に、壊世はごく当たり前のように答えた。

「んと、カチルさん、でしたよね？　アキちゃんの命を救ってビリビリにしたらしいですけど。だからって、アキちゃんのことを何でも知ってるってわけじゃないですね」

　壊世は、華散に抱いていた不満を、ここぞとばかりに口にする。

「アキちゃんは、優しいです。優しすぎて、自分以外の人のために傷つきます。それでも反省しないで、何人も助けに行って、ボッコボコになって帰ってくるです」

「まぁ、そうだな。大人しくしてりゃあ、いいのに」

「でも、ここで動かないのはアキちゃんじゃないです」

　きっぱりと、無表情のまま、しかし得意げに、壊世は華散に言い放つ。

「一回救った程度でアキちゃんを語らないでください。何がアキちゃんの主あるじですか。眷けん属ぞくが大事とか、チャンチャラおかしいってこういう時に使うですね。一つ覚えたですよぅ。っつーかカチルさん、あんたがアキちゃんの主だっってんなら――アキちゃんを信じてやるぐらい簡単にやってのけろってことですよぅ」

　壊世は、華散に会う前から、華散に対し、どこか嫌悪感を持っていた。その感情は、直接会ったことでより強く、明確になった。

　嫌悪感の原因は――秋良の華散への依存。

　今回、華散に歯向かっている秋良ではあるが、その本心は華散に対して尊敬の念を抱き、また彼が正しいことを絶対としている。

　壊世は、それがずっと気に喰くわなかった。

　言ってしまえば、独占欲。

　秋良を想う壊世は、同性であろうとも、恋愛感情が無かろうとも、秋良の精神の大部分を占める華散の存在を妬ねたんでいた。

　だからこそ――華か散ちるが知らない秋あき良らの一面を知っているという事実は、彼女を強気に、得意げにさせていく。

「それに、アキちゃんは約束してくれました。――自分以外の人のために犠牲にならないって、絶対に死なないって、言ってくれました」

「…………大した信頼だ」

　壊かい世ぜの言葉に、華散は気分を害した様子も無く、静かに溜ため息いきを吐ついた。それは壊世に向けたものではなく、自虐の溜め息。

「だが、悪いが俺おれも退ひく気はねぇんだよ。秋良が納得できない事態でも、俺はやる。つーか、お前は人様の家庭の事情に首を突っ込んでる現状を、どう思ってんだよ？」

「関係無いです。アキちゃんがやるっつーんだから、あたしもやるだけです」

「……そうか」

　これ以上言葉を重ねることが無意味と言わんばかりに、壊世は姿勢を低くして、いつでも飛び出せるように構える。

　対して華散は、構えこそないものの、威圧感を放っている。

　その威圧感に、壊世はもうビビらない。

　一度受けたのだから、二度目以降に同じものを受けても、所しよ詮せんは虚こ仮け威おどし。

　合図は無い。

　しかし、壊世は本能の赴くままに、跳びかかった。

「む」

　肉食獣のような動きで距離を詰め、右の鉈なたを振り被かぶり、力任せに振り下ろすが、容易たやすく躱かわされる。

「――――んん」

　壊世は、そのまま踊るように鉈を振り回す。しかし、その全すべてがことごとく避けられる。

　同時に、華散の長剣が、鉈の合間を縫うように繰り出された。

　それを弾はじき、躱し、逸そらして――双方とも演武のように、武器を打ち合っていた。

　華散の攻撃法も回転を主体にしており、互いに廻まわるような動きでの斬ざん撃げきの応酬。一撃たりとも当たらないその攻防が――微み塵じんの狂いも見せずに続いていく。

「んん。い」

「――ふっ」

　壊世が呻うめくような声を上げつつ、体を捻ひねって華散の横よこ薙なぎの一いつ閃せんを避ける。そのまま自身を独こ楽まのように回転させ、鉈二本を華散に叩たたき込こむが、たった一歩後退されるだけで、その一撃が通らない。

　そのまま姿勢を下げ、華散の懐を目指し突っ込み、腕力よりも慣性を利用して右の鉈を振るうものの、左の長剣で受けられ、金属同士がぶつかる甲高い音が響き渡る。

　そのまま両者は、片腕だけで得物を押し合い――残る腕での一撃の機会を窺うかがう。

「何ですかこれ……、随分な馬ば鹿か力ぢからじゃねーですか、カチルさん」

「そりゃこっちの台詞せりふだ。ここまで肉体が戦闘向きだと、逆にやりにくい。――お前、癖とか無いのかよ？」

「何ですかそれ？」

　壊かい世ぜは華か散ちるの言葉を微み塵じんも理解していなかった。しかし本能が状況を理解していた。

　壊世の返した疑問の言葉を、華散が聞き取る――その一瞬に、左の鉈なたを華散の右足へと振り抜く――が。

　ガイン！　と金属同士にしては若干鈍い衝突音とともに、壊世は後方へと弾はじかれる。振り抜こうとした左の鉈へ返された、異常なまでの力で。

「何、ですか、今の」

　理解不能な事態に、壊世は前を――華散を見る。

　華散は、傷一つ無く、その場に立っている。変わったことと言えば、右の長剣を逆手に握っていること。

「ったく、とんでもないもの拾いやがって……。後でどうなっても知らねぇぞ」

　華散のその呟つぶやきは、純粋に心配の言葉だった。無論、秋あき良らに向けられた。

　しかし、壊世はそんな華散の呟き以上に、弾かれた一撃に、動揺を覚えていた。

　彼女はこれまで戦場において驚いたことはあっても――動揺したことは無かった。しかし、現在の彼女は、完全に理解できない状況に、混乱していた。

「え、だって、あたし、ぶった切って――」

　これまでにない出来事――その衝撃を体が理解しても、思考が追い付かない。

　これまで彼女は、対人戦において力負けしたことが無かった。

　だからこそ――渾こん身しんの一撃を、咄とつ嗟さの防御で止められるだけでなく――弾き返されたという現状に、動揺が隠せないでいたのだ。

「あれ？　え？　だって、さっき」

「じゃあな」

　とんっ、と軽い音とともに、壊世は華散に置き去りにされた。

「――あぇ？」

　振り返った時には、既に華散の人影が遠くなっていく。

　驚異的な移動速度。

　走っては追いつけない。しかし――

「あ」

　壊世は気づく。華散が自分の相手よりも、依頼を、美み鐘かねの抹殺を優先した事実を。

　だとすれば、このまま逃がせば秋良を裏切る結果になる。

　勿もち論ろん、秋良はその程度で壊世を見限ることはしないだろうが、秋良の期待を裏切ってしまう、ということだけが、壊世の体を――本能を動かす。

「いっせー」

　躊躇とまどいは、零。

　反転し、小さくなっていく華か散ちるを見据える。

「のー」

　振りかぶる右腕。

　狙ねらいは目測。

「せ」

　真まっ直すぐに――右に握っていた鉈なたを華散へと投げつけた。

　縦に回転しながら飛ぶ鉈は、走る華散の右肩を掠かすめる。

「――っ？」

　華散が振り返る。

　遠目ながらも、その表情には焦燥が見える。

　しかし、壊かい世ぜは先ほどまでの動揺は完全に消え失うせ、冷静に残りの鉈を右手に握り、振りかぶる。

　一投目で目安はついた。

　次は、頭部に当てる。

　華散を殺すことに、壊世は疑問を持たない。

　ただ、自分にとって邪魔なモノという認識しか、今の彼女には無い。

　秋あき良らとの約束を邪魔するモノは――



    

  
    
      



    

  
    
      

「死ぬといいです」



　二投目は、寸分違たがわず華か散ちるの頭部に向けられた。

　吸い込まれるようなその一撃は、しかし、真正面からであったがために、あっさりと、呆あつ気け無なく、華散の長剣に弾はじかれる。

　遠くでそれを見ながらも、壊かい世ぜは走り出していた。

　徒と手しゆ空くう拳けんでは不利だと解わかっている以上、やることは、一つ。



　隙すきだとは思った、しかし決定的とは言えない。

　まさか、壊世の存在が、ここまで華散に対し揺さぶりになるとは思っていなかった。

　しかし、それで勝てるほど華散は弱くないことは、十分解っている。

　だからこそ、殺す気で――灰はい金くがね諸もろ哉やは、壊世の投じた鉈なたを華散が弾いた瞬間、彼の背後から、その首へと戦斧ハルバートを横よこ薙なぎに叩たたき込こんだ。――が、躱かわされる。

　そのまま振り向きざまに、左の長剣を叩きつけられるが――柄つかで受け止める。

「お前もかよ……。本当、勘弁してくれ」

「勘弁してほしいのはどっちかと言えば諸哉の方なんだけどね」

　軽く武器を弾く。

　改めて、久しぶりに見る華散の姿に、諸哉は懐かしさと、焦燥を抱いていた。

　相対すれば解る――その異常なまでの存在感。

　先程まで壊世が何の躊躇とまどいも無く戦い続けていた理由を、是非とも教えてほしいほどだ。

（……本気でどうしよう）

　表情だけでも気取らせまいと、可能な限り自然な顔を作ってはいるが、諸哉の内心はこんな状況だった。

　実際、諸哉は藍あいがいた場所で《鋏影狐鋭フオルズシヤス》が何らかの行動、最悪、暴走を起こしたかもしれないことを知ってはいたが、そこに秋あき良らが向かうのを見て、彼に一任することにした。でなければ、壊世一人で華散と戦うことになるからだ。

　だから先程までは、状況が悪化した時に壊世のバックアップに回れれば、と考えていたが、壊世の予想以上の奮闘に、完全に出るタイミングを失っていた。

　しかし、壊世が武器を華散に投げた瞬間、自分が待っていた状況になったと判断し、背後から、それこそ殺す気で戦斧を振り抜いたのだが――

（明らかに、壊世よりも軽くあしらわれてる）

　今も互いに刃やいばを向けあっているが、華散には、自分に対しての警戒心は大きくない。

　虚を突けば捌さばける、と思われている。その通りだと、自分でも思ってしまっている。

　しかし、退ひくか否かを問われれば、答えは否。

　ここで退けば、諸哉は秋良を裏切ることになる。

　それは、嫌だった。

　それに。

（勝機も、無いわけじゃない）

　僅わずかに見みい出だした光明に縋すがるように、前に進む。

　戦斧ハルバートを、槍やりのように、前に突き出す構え。

　対して華か散ちるは、構えすら無い。

　それは余裕ではない、完全受動特化の結果であることは、委細承知。

（それでも――！）

「斧ふ道どう術じゆつの参、斧ふ壊かい貫かん」

　真正面からの突撃。刺突のままに、斧おのを突き出し貫き通す。

　しかし――華散はそれをギリギリまで引き付けてから、まるで戦斧の勢いに乗るように横に回転し――そのまま右の長剣で薙ないでくる。

　諸もろ哉やは迷わず直進。まるで戦斧に引っ張られるように前に飛び出す。

　そのまま受け身を取って転がるように体勢を整えるが、そこに華散の姿は無い。

「――くっ！」

　視線より先に知覚したのは、経験ゆえの第六感。振り向きざまに、後方へと斧を振り上げ、上空から振り下ろされた長剣二本を戦斧の刃やいばで受け止める。

　響く甲高い金属音に、脳内が揺さぶられる心地。だが、堪たえる。

　刃の競り合いは一瞬。諸哉の力を利用するように、華散に後方へと逃げられる。

「そういやぁ、お前とこうして戦うの、初めてだな」

　思い出したような華散の言葉に、諸哉は二つの意味で苦笑する。

　こんな時にそんな考えに至ることと、自分を敵とすら見ていないということ。

　勿もち論ろん、秋あき良らの言葉通り、彼に敵と見なされれば命は保証されない。

　しかし、彼女にもプライドはあった。

　代行集団の《欠けつ虹こう称しよう》の一、《灰はい虹こう斧ふ》としてのプライドが。

　同時に、初めて好意を伴う興味を持てた異性に、役立ちたいという願望が。

「随分と、余裕？」

「別にそんなつもりは無いし、それに猶予も無い。加減ができるうちにどいてくれ。俺おれはお前らとは戦いたくねぇんだよ」

「華散が諦あきらめればいい話」

「……仕事を諦めるのが無理って、お前も知ってるだろう」

「そうかもね。でも、諸哉は先月、そうじゃない方法を見せつけられた。だから、そんなことをしでかした秋良を信じてみるの」

　先月の《反魔刻印クロステイグマ》の件で、ただ一人諦めることなく、どうにかなる方法があると信じ続けた少年は、偶然だろうがなんだろうが、それを実現した。

　目の前でそんな光景を見せられたなら夢を見てもいいだろう。

「あぁ、そうかい」

　しかし、華か散ちるは今回の件の全すべてに責任を感じている。だからこそ、自分の手で終わらせなくてはいけないと、考えている。

　そんな考えを諸もろ哉やは知る由もないが、しかし、華散が退ひかないことは、理解した。

　だからこそ、諸哉は宣言する。

「諸哉は、秋あき良らが皆救ってみせるって、信じるの」

「そうか」

　その会話を区切りに、諸哉が動く。

「斧ふ道どう術じゆつの壱、斧ふ断だん通どおり」

　動きとしては、振り上げた戦斧ハルバートを振り下ろすだけの簡易なものではあるが、その際に力の移動、そして魔素を含んだ衝撃は、荒々しい斬ざん撃げきを前方へと放つ。

　その場から動くことなく、斬撃を飛ばす斧道術にとっての『初歩』の技。

　だからこそ、その威力は精錬される。

　しかしその一撃も、華散は右の長剣だけで、その斬撃を弾はじいてしまう。

　その頭上、戦斧を逆に構えて跳んだ諸哉が華散に向けて戦斧を叩たたきつける。

「斧道術の肆よん、斧ふ鬼き降おろし」

　落ちてくる攻撃は、着地地点が決まっている。だからこそ、華散は焦ることなく、一歩下がって回避するが――戦斧が地面に突き刺さった刹せつ那な、同時に落ちてきた諸哉は、柄つかを軸にサーカスのような身軽さで華散に蹴けりを放つ。その不意打ちに、華散は咄とつ嗟さに長剣で蹴りを防ぐ――瞬間、諸哉は力を全く抜かずに――長剣を、蹴り上げた。

「――せぁ！」

「……とっ」

　そのまま戦斧を構え直して距離を詰め、自身を軸に、力任せの横よこ薙なぎの一撃。

「斧道術の二――斧ふ大たい転てんっ！」

　武器は一本剥はぎ取った。体勢も若干ではあるが崩れている。

（流石さすがに――避けきれないでしょう？）

　それでも、華散という存在に対して抱える一抹の不安。それを振り切るように戦斧を振り抜――けなかった。

「……え」

　響き渡る金属音。それが意味するものは、目の前の光景。

「まぁ、及第点だな」

　遠心力と力任せの一撃を、華散は何の工夫も無く、左手の長剣だけで受け止めていた。

「悪いけど、鍛えてんだよ。一応な」

「……あー、もう。本当に、遠い」

　改めて実感する、見聞きするだけでは解わからなかった実力の差。

　今度はこちらが体勢を整えなければならないが、おそらくその間に一撃をもらい、気絶させられる。

（チェックメイト、かな）

　それでも、僅わずかとは言え、華か散ちるを足止めするという目的には届いた。

　ならばせめて意識を少しでも保って、華散にしがみついてでも時間を延ばそうと考えた時、華散の右側――武器が弾はじかれ無防備になっている側へと跳びかかる白い影。

「――っ！」

　即座に、諸もろ哉やを弾き飛ばすように後退する華散。その表情は、苦虫を噛かみ潰つぶしたように顰ひそめられている。

「そっか」

　そこで、諸哉は思い出した。

「間に合ったんだ」

　自分が見みい出だした勝機、壊かい世ぜが鉈なたを取りに行く時間も稼ごうとしていたことを。

「んん、大丈夫ですかね、モロヤさん」

「大丈夫――まだやれる」

　状況は一変。二対一。

　しかも片方は、華散でさえ扱いに困る殺人鬼。

「時間、稼ごう」

「あいあい」

　二人想う人は同じ。常ならば恋敵になろうが、今は味方。

　壊世が飛び出し、諸哉はそれを追うように続く。

「今度は――逃がしませんよぅ」

　既に壊世の思考は殺人鬼のそれに変わっていた。その状態で諸哉まで殺そうとしないのは秋あき良らの教育の成果か――さて置き。

　自然体で待つ華散に走り寄り、壊世は両の鉈で挟むように、両腕を振り抜いた。

「――あれ？」

　しかし、空振り。ふっとした翳かげりに見上げれば、長剣二本を構えた華散が、壊世の真上に跳んでいた。

「んの」

「――ちっ」

　背筋を反らすように両の鉈を振り上げると、華散はその両方を二本の長剣でそれぞれ弾いて、壊世の背後に着地する――瞬間。

「は――あっ！」

　諸哉はタイミングを合わせ、巨大な戦斧ハルバートを振り下ろす。しかし、どんな反射神経か、華散はそれすらも長剣で受けて、背後から振り下ろされる鉈を即座に右へと跳び、躱かわす。

「ちぇい」

　壊世は迷いなく、その方向へと鉈の一本を投げつけた。

「――あぁ、くそっ！」

　鉈なたは弾はじかれたが、しかし、無理な姿勢での回避は限界があったらしく、華か散ちるの左ひだり脇わき腹ばらを鉈が掠かすめる。

「斧ふ道どう術じゆつの壱、――斧ふ断だん通どおりっ！」

　追撃の一いつ閃せんを諸もろ哉やが放ち、それを追うように壊かい世ぜが駆ける。

　共闘は初めての筈はずなのに、自然と二人の息は合っている。

　その事実を踏まえ、諸哉は考える。

（もしかしたら、勝てるかもしれない――華散に！）

　そんな二人を見て、体勢を立て直した華散は面倒そうに呟つぶやいた。

「冗談キツイっつーの」

　突き抜けるような諸哉の走る斬ざん撃げきを弾き――、華散はゆらりと、両腕を垂らす。

　その目には、もう気け怠だるさは宿っていなかった。

　そのことに諸哉が気づいた時、壊世はいつも通り何も考えずに突っ込むが――

「んぇ？」

　たった一歩。

　華散の踏み出したたった一歩を許しただけで、壊世は距離を詰められていた。

　見れば、華散の右手に、既に長剣が戻っている。

「悪く思うなよ」

　その言葉と同時、華散の右腕がぶれた。

　それだけで、それ以上のことは何も解わからずに、壊世はその場に倒れ伏す。

「――え？」

　一瞬の出来事。華散の纏まとう空気の変化は察せても、その一撃を微み塵じんも理解できない諸哉は、愚かしくも、棒立ちになってしまった。

「な、にが――」

「まぁ、あれだ」

　気が付けば、華散は既に諸哉の目の前に立っていた。

「――あ」

　反応しようとする前に、華散の右腕がぶれた。そうと認識した時には、既に体に力が入らなくなっていた。

「よく頑張ったと思うぜ、お前ら」

　その二人を顧みることも無く、華散は悠然と歩いていく。

「……ぅ、あ」

　諸哉は自分の意識が薄れていくのを自覚しながら、先に倒れた壊世を見て――驚いた。

　彼女は、自分同様に意識を失いかけているというのに、それでも残った鉈を手放さず、それどころか、立ち上がろうとしていた。

（あぁ、そうか）

　殺人鬼という危険人物を、荒事を嫌う秋あき良らが匿かくまっていた理由が、やっと解わかった。

　彼女は、全うつ無なし壊かい世ぜという少女は、純粋なのだ。

　ただ、その純粋さが殺しに染まってしまっただけ。

　それ以外を知らなかったから、彼女はあんなにも、ずれているように感じてしまう。

　多分、秋良は自分でも気づかないところでその純粋さに気がついたのだろう。

　だからこそ、壊世にあれこれと文句を言いつつも、世話を焼いていたのだ。

（それは、流石さすがに敵かなわない、かな？）

　薄れゆく意識の中で諸もろ哉やは秋良が抱くかもしれない恋愛感情について想う。

　人は、綺き麗れいなモノに惹ひかれていく。

　そして、壊世は、『殺し』ということにだけ焦点を当てれば、確かに綺麗な存在だと、諸哉は感じて――意識を閉ざした。



　　　◆



「……はぁー、はぁー……、う、ぃ……っ！」

　壊世は、首筋から伝う激痛を堪たえながら、華か散ちるへと追おい縋すがろうとする。

　それを察したのか、背を向けた華散は、呆あきれたように振り返った。

「お前は、まだやんのかよ」

　壊世の表情はいつものような無表情ではなく、痛みに歪ゆがんでいる。

　隣には、諸哉が気絶している。

　その要因は、華散が全力の速度で二人の首筋に峰打ちを叩たたき込こんだからなのだが、それを理解することすらできない。

　言ってしまえば、それが現状による彼ひ我がの実力差なのだが、しかし、壊世はそれでも立ち上がっていた。

　立ち上がるどころか、鉈なたを掴つかんだまま、一歩ずつ、華散へと近づいていく。

「無駄、だと思うがな」

　返されたのは、当然と言えば当然のような言葉。

　伝う痛みに、鈍牛のようにしか動けない壊世はそう思われても仕方がなかった。

　諦あきらめの悪さではなく、その頑丈な肉体に。

　だがそれ以上に、華散は不思議そうに、訊たずねてきた。

「何でお前はそこまでするんだよ？　諸哉みたいに、秋良を信じてるからか？」

「何ですか、それ……」

　壊世にとって、その質問は全くもって意味をなしていなかった。

　何な故ぜなら、彼女が今こうして動いている理由は、もっと根本的な理由だから。

「信じるとか、何とか……、そんなまどろっこしいもの、あたしは知りません」

「じゃあ、何でそこまでする？」

　再度の問いに、壊かい世ぜは珍しく、声を荒げて答えた。

「アキちゃんが……。アキちゃんがやれって言ったからですよぅ！」

　何も知らずに聞けば、他人に責任を押し付けるような発言だ。しかし、殺すことしか知らなかった彼女が、殺し以外に関心を――殺し以外のために動いていることこそ、それが彼女の一つの意義。

「他ほかのことなんか、知ったこっちゃねーです。ただアキちゃんが、時間を稼げつったから、あたしは……時間を、稼ぐんです。信じるとか何とか、そんな建前、知らねーです」

「……そうか」

　その言葉は、ただ秋あき良らにのみ自分の存在全すべてを託しているということ。その言葉を聞いて――華か散ちるは、笑みを浮かべた。

　まるで、我が事のように。

「秋良を好きになってくれて、ありがとうな」

「……言われる、までも、ねーです」

「だから、もういい。眠れ」

　そう言って、華散の足が動く。

　その瞬間を、壊世は待っていた。

「――んんっ」

　先程の瞬間移動にも似た歩術。その一歩が来ると、この距離ならば確実にしてくるだろうと、そう身構えて――壊世はたった一歩、華散が動くのと同時に、一歩だけ前に出た。

「……あ？」

　頭上からは華散の不思議そうな声が聞こえる。

　目の前は、布地にぶつかり何も見えない。

　だが――壊世は成功を確信した。

　華散の歩術に合わせ、こちらが華散の懐に、完全に潜り込めたことを。

「お前――」

　その状況を危険と判断したのか、即座に離れようとする華散を、壊世は鉈なたを捨てて、その胴体をしっかりと抱き締めた。

「……捕まえ、ました」

　痛みで朦もう朧ろうとする意識の中、壊世は、残った力の全てを振り絞り――華散の胴体を、両腕で締め上げた。

「――か、あがぁ、あ！」

「逃が、しま、せん……」

　ぎりぎりと、華散の腹部が万力すら温ぬるく思える力で締め付けられていく。

　その手を、壊世は緩めない。

「お、前……は……っ」

　その中で、華散は壊世に、未知のものを見るような目を向けてきた。

　おそらく華か散ちるは、他者より優れた知識と経験とで、壊かい世ぜの本質を理解したのだろう。

　価値観も、殺意も、この少女にとってはあくまでも一部。

　この少女の全すべてを一つの生き物として支えているのは――これ、この異常なまでに細く、しかし完成された肉体である、ということを。

「ぐ、が……っ」

　ただ強く、強く――どこまでも強い肉体。

　それが無茶を可能にする全うつ無なし壊世の真骨頂。

「く……ぁあああっ!!!」

　それでも――結局は、付つけ焼やき刃ばの底力。

　百戦錬磨の華散を、倒すには至らずに、再度、首筋に撃ち込まれる衝撃。

「……ぅ、あ」

　意識が一気に遠のいていく。

　それでもまだしがみつこうと、彼女は歯を食い縛るが――二度の衝撃は、それ以上の行動を許さない。

（あー、もー。何でこうなるですかねー？）

　体が地面にぶつかる感触を、どこか他ひ人と事ごとのように感じる中で、壊世はせめてもの抵抗にと、目が閉じる寸前まで華散を見据える。

　対する華散は、純粋に、感心したような表情で壊世を見下ろしていた。

（うあー、何か、すんげー、ムカつきますよぅ）

　既に喉のどすら動かせず、意識は殆ほとんど白んでいる。

　それでも、壊世は最後まで、華散を睨にらみ続けていた。



　　　◆



「……おい、何だよ、これ」

　駆けつけたのは、ビルの陰。

　しかし、そこは既に異界とでも言った方が適切な状況になっていた。

　周囲は全てが濃厚な影に塗ぬり潰つぶされ、その影の至る場所から鋏はさみが浮き出ている。

　その範囲は――少なくとも、俺おれが知るものよりも、遥はるかに広く、そして、濃い。

「何があったんだよ、これ」

　解わかってる。そんなのは訊きくまでもない。こんな状況を作り上げられるのは、現状一人しか存在しない。

　そして、その一人が。静かに、影の中から姿を現した。



「――こんにちは、天あま音ね櫛ぐし秋あき良らさん、でしたよね？」



　顔は、確かに実さね塚づか美み鐘かねの特徴を表している。

　しかし、頭長近くに生えた、イヌ科の耳、肉食獣と人間を混ぜ合わせたような四肢、そして、腰から生えて、尾のように揺れる、長大な鋏はさみの大蛇。

　明らかに、人の姿ではない。

　何があったのか、という疑問の前に、心当たりが俺おれにはあった。

　いや、俺だからこそ、その心当たりに辿たどり着ついたというべきか。

「……限定解放、か」

　俺で言う、雷電存在の発現。

　実塚美鐘は、どういった理由か解わからないが、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》と和解をした――のか？

　限定解放は、器が中身の力を発現させるものだからだ。

　しかし、そう考えると、また別の問題が浮かぶ。

　何で、和解したのに、こんな暴走しているような状況になっているのか。

「……くそ」

　そんなのは簡単だ。

　実塚美鐘は、華か散ちるの言葉を、両親の依頼を、言葉通りに、自分を見限ったと受け取ってしまったのだ。

「貴方あなたの言う通り、確かに、この子は私と同じだったかもしれません。――だって、この子も私も、帰る場所が無いのですから」

「……そうか。それで、藍あいさんと諸もろ哉やは？」

　そう。彼女がここにいる以上、藍さんたちがいる筈はずだ。なのに、声すら聞こえない。

　俺の質問に、実塚美鐘は、場違いなほどにおっとりとした仕草で、首を傾かしげた。

「えぇと、諸哉さん、という方でしたら、私が起きる前に、ここを離れてしまいました。それで、藍さんでしたら――そちらに」

　指差した方向。ビルの合間のより奥に――うつ伏せに倒れている藍さんがいた。

「な……っ！　おい！　藍さん!?」

「……アキラ、か」

　駆け寄って、痛む右腕を堪たえて抱き寄せると、藍さんは苦しそうな表情で俺を見上げた。

「まったく……情け、ない……。緩ゆる杷はに、何と言われ、るか」

「喋しやべらなくていい！」

　見れば、体中の様々な場所に切り傷がついている。幸いなのは、その全すべてが浅いことと、刺し貫かれている場所が無いということか。

「……ごめん、ちょっと、ここで休んでて」

　すぐに安全な場所に連れて行きたかった。だが――

「何で、藍さんを傷つけた」

「それは、やはり、貴方がたが敵であるかもしれないと、考えましたので」

　あっさりと答えるその姿に、人間らしさが見みい出だせない。

「あぁ、そうかい。――それが、自や棄けになるのがお前のやり方か――《鋏影狐鋭フオルズシヤス》!!」

　俺おれは即座に雷電存在を発現させて、雷速で距離を詰める。

　しかし、実さね塚づか美み鐘かねは動じずに、突き出された俺の手に、胸部から鋏はさみを突き出してきた。

「――ちっ！」

　即座に腕を止め、上空へと跳ねる。そのまま真上から雷撃を放とうとして――



　これまで以上の速さで、鋏の大蛇が迫り来た。



「――くぉ、ぉぉぁぁああっ!!」

　何とか鋏の群れを雷撃で押さえるが、その勢いのままに上空へと運ばれる。

「さす、がに……キツイな！」

　これまでは、あくまでも《鋏影狐鋭》単体の異能であったが、その異能を保管している器――実塚美鐘が協力したために、異能は安定さを高め、より高濃度の異能を扱えるようになっている。

　そのことは、我がことでもあるためによく解わかる。

「ぐぅ、ぁらぁ！」

　鋏の群れを弾はじいて、どうにか横に逸それる。しかし、鋏の大蛇はそのまま捻ねじれ、再度俺へと突っ込んでくる。

「くそ！」

　下からも、追加で二匹、迫ってくるのが見えた。

　それらを躱かわしつつ、下を目指す。

　この鋏の大蛇をいくら相手にしても、実塚美鐘に言葉が届くわけじゃない。

　彼女には、当初の予定通り、説得を試みるつもりだ。

　だが、その前に――

「う、おあ！」

　上空から迫る鋏の大蛇が左肩を掠かすめて、バランスが崩れる。

　その隙すきを突かれ、四方から迫る鋏の大蛇。

「やべ」

　焦燥、判断が遅れる。

　全すべて受けきるか。できるか？　回避？　どこに、待て、間に合わな――



【下がれ、器よ】



　荘厳な声が、脳裏から響いた。

　瞬間、俺の腕は勝手に動き、俺自身ですら目を疑うほどの雷光が集まっていく。

　そして、鋏の大蛇が俺を中心に衝突した瞬間――



　俺おれの両腕から光の柱が迸ほとばしった。



　縦に走るその光は、俺の周囲にあった鋏はさみの大蛇の首を焼き、下に這はい廻まわる影と鋏も焼き尽くしていく。

　その光は次第に収まっていき――後に残ったのは、中空に浮かぶ俺と、先端が捥もがれた鋏の大蛇と俺を呆ぼう然ぜんと見上げる、実さね塚づか美み鐘かね。

　体が、自由に動くようになる。同時に、陛下の声が聞こえた。

【行くぞ】

「……了解」

　雷電存在のまま一気に下降する。今度は間違えない。折角陛下が手を貸してくれたんだ。

　そうだ、お前らがどんな理由で手を組んだかは知らないけど――ついさっき手を組んだばっかの奴やつに、一年以上一緒にいた俺らが、互いに自覚した時から協力し合ってた俺らが、容易たやすく負ける筈はずは無い！

「――行くぞぉぉぁああああ!!」

「――こ、来ないでください!!」

　再度突っ込んでくる俺に、先の一撃を見て焦燥する実塚美鐘が、鋏の大蛇を作り上げ、こちらへと突っ込ませてくる。

　それを、俺はあえて翼を消して、横転や前転で回避していく。

　この状況なら、自然落下を利用した方が動きやすい！

　彼ひ我がの距離が二メートルを切った。

　俺が鋏の大蛇を横転で躱かわしたと同時、実塚美鐘は自分の周囲を鋏で固め始める。

　鋏が重なり、築き上げられる防護壁、その僅わずかな隙すき間まに、俺は右腕を突き出した。人差し指と中指が隙間に挟まり、激痛が脳に伝わる。それでも、俺は下がらない。

「ぎぃ――、が、ぁぁぁぁああぁあぁあああああがっ!!!」

　なおも伝わる痛み。それを堪たえて――力ずくで、その防護壁を、引ひき剥はがした。

「――あ」

「やっと、届いた」

　彼我の距離は、五十センチも無い。

　ガシャガシャと散っていく鋏の向こう、恐怖に彩られた表情でこちらを見上げる実塚美鐘の顔面に、俺は左の拳こぶしを振り上げて。

「まず一発」

　ドゴォッ!!　と、横っ面に叩たたき込こんだ。その衝撃で、実塚美鐘の体は、鋏の防護壁の残ざん骸がい諸もろ共とも吹き飛んでいく。

　そのまま俺は、実塚美鐘が起き上がる前に雷速で近づき、左腕で彼女の顔を掴つかみ上げ。

「んでぇ――もう一発！」

　バゴンッ!!　と全力で右の拳こぶしを撃ち込み、その華きや奢しやな体をビルの壁に叩たたきつけた。

　悲鳴すら上げずに、ズルズルと地面に倒れていく。

「今のは、緩ゆる杷はと藍あいさんの分だ」

　倒れた美み鐘かねを見てから、改めて自分の場所を確認する。少なくとも、藍さんが倒れていたところからは、離れることはできた。

「ぐ、……く、ぅ……」

　実さね塚づか美鐘は、顔を押さえながら立ち上がる。

　限定解放が解けてない以上、まだ警戒は解けない。

「くぅあ！」

　実塚美鐘の叫びのような裂れつ帛ぱくの悲鳴と同時に、両りよう脇わきから長大な鋏はさみが――撃ち出された。

「っと――お？」

　最低限体を捻ひねって回避した直後、眼前に左腕を鋏に変じた実塚美鐘が突っ込んできた。

「おいおい――くそっ！」

　限定解放の影響で手に発現した龍りゆうの爪つめ。その爪で、鋏の一撃を右手で逸そらすが、さらに突き出される右の鋏は――躱かわしきれずに頬ほおが裂けた。

「こ、の！」

　まるで駄々をこねるような攻撃を、俺おれは実塚美鐘の両腕を掴つかんで止めた。

「――いい加減にしろ！　こんなことで何が得られるってんだよ！」

「貴方あなたに何が解わかるのですか！　既に帰る場所は無く、親友すら醜い感情で傷つけた私に、この力以外に何が残っているというのです!?」

　それが、本音か。

《鋏影狐鋭フオルズシヤス》以外に頼れるものも従うものも無い以上、そいつの行動にならうしかなかった――と？

「ふざけんじゃ、ねぇぞ！」

　限定解放の影響か、驚異的な膂りよ力りよくで俺を振り解こうとする彼女に、俺は訴える。

「向き合ったと思ったら、今度は依存かよ！　あんたは、どこまで人任せの人生を送る気だ!?　誰だれかに言ってもらわなきゃ、何もできないのかよ！」

「なら何をしろというのですか！　お父様もお母様も私を疎んで死を望んでいる！　あの人だって――もう、私のことなど――」

「確かめに行けよ!!」

　びくん、と。実塚美鐘の体が震え、力が抜けていく。

「確かめたのかよ、お前は。嫌われてるって、疎まれてるって。確かに殺しの依頼があったらそう思っちまうかもしれないし、それを否定するつもりは無い」

　地面に這はい廻まわらされていた影が、次第に消えていく。

　実塚美鐘の姿も、人の姿に変わっていく。

「でもな、こんな無意味で無価値な破壊活動で他人に迷惑をかけてたら、それこそお前の居場所なんて無くなっちまうぞ。お前が思い込んでる連中だけじゃなくて、世界の全すべてが、お前の敵に回るぞ。危険人物だ、テロリストだっつってな」

「でも、私は……、こんな……」

「だから、確かめろよ。頭下げて、謝罪して。自分は本当に不要なのですかって」

　その瞳ひとみから、涙が溢あふれ出だす。ようやく、抱えていたものが出てきたらしい。

「少なくとも、華か散ちるから聞いた話じゃ、お前の両親は、お前の苦しむ姿を見たくないから殺してくれって依頼したらしい。でも、お前を助けた華散にそんなことを頼むって、その両親もどれだけの苦痛があったか、想像くらいはできるだろ」

　不安なのは、《鋏影狐鋭フオルズシヤス》が暴れ出すことだったが、その様子も無い。それは、こいつがあの黒い狐きつねを認めたということでいいのだろうか。

「わた、私は――」

「どの道、このままじゃ華散があんたを殺しに来る。言っておくけど、俺おれは華散が相手だったら勝ち目なんて無いぞ。無様に殺されて、盾としても、紙切れ一枚の役割すら果たせないって自信がある。何せあいつは、俺たちの主あるじなんだから」

「あ、るじ……？」

　言葉の意味が解わからない、と言いたそうな実さね塚づか美み鐘かねに、俺は力強く言ってやる。

「そんで俺は、お前の同胞だ。お前が間違わないって言うんなら、お前を守ってやる」

　それは、俺があの人にしてもらったこと。俺はそれと、同じことをできているのだろうか。そうでなくとも、約束を果たすことには、なるだろう。

　自分の異能を受け入れて、前を見ること。

　誰だれかのために生きてみること。

　それが、今の俺の生き方だ。それができたから、俺は今、こうして生きていられる。

「覚悟を決めろ。これはお前の問題だ。誰でもない、お前自身のな」

「……でも、あの方からは逃げられないのでしょう？」

　あの方って、華散か。

「そりゃあ、勝てないって言ったけどさ。でも、お前の両親が、お前を殺す必要が無いって解ってくれれば、それでいいだろ。そうすれば、抹殺の依頼も取り消す筈はずだ」

　実塚美鐘は答えない。

　ただ、黙って、静かに涙を零こぼし続ける。

　それがどれだけ続いただろうか――おずおずと、実塚美鐘は顔を上げた。

「お願い、します」

「うん？」

「私と、この子を、守ってください」

「――あぁ」

　俺は、初めて会えた同胞と、やっと解り合えた気がした。



    

  
    
      
エピローグ



　緑ろく杉すぎ町ちようから電車で二時間。そこから徒歩二十分の場所に、実さね塚づか美み鐘かねの実家があった。

　実家と言うか、外装内装規模の全すべてが屋敷と言う方がしっくりくるけど。

　俺おれは今、その客間で寛くつろいでいる。部屋にいるのは、俺の他ほかには、俺とそう歳としの変わらない、簡素なエプロンドレスに身を包み、肩まで伸ばした茶髪のメイドさんだけ。

「あ、美う味まい」

「ありがとうございます」

　出された紅茶は、温度も香りも味も、文句のつけようが無かった。

「――で、あんたが無む灯とう蓮れん華げさん、なのか？」

「はい。私がお嬢様――実塚美鐘様にお仕えしております、無灯蓮華と申します」

「へぇ。……事情は、聞いた？」

「大まかには。無論、その上でも、私の意思は変わりませんが」

　実塚美鐘を守ると言ってから、一週間後。俺は実塚美鐘と共にここに来たのだ。

　他の皆は、未いまだに治療中の筈はず。まぁ、早ければもう動いてると思うけど。

　一番の問題だった華か散ちるのことだが――どんな心境の変化か、実塚美鐘が俺に気を許したのを見て、「行ってみろ」とだけ言って、去って行った。

　やっぱり華散も、こういう解決の方がよかったのかもしれない。もしくは、自分じゃできないから、あえて俺に知らせて、こうなるよう仕向けたのかもしれない。

　ただの思い込みの、考え過ぎかもしれないが。

　さて置き、俺はやることも無いので、無灯蓮華に現状の問題を訊きいてみた。

「んでさ、あんたはどう思う？　あんたのお嬢様は、やっていけると思う？」

「当然です」

　即答だった。そこには、微み塵じんの疑いも無い。

「無論、先程言った通り、私を傷つけた理由も聞いております。ですが、それもいずれは知るべきだった人の心。これを機に、お嬢様はまた一歩、成長なされることでしょう」

「……すげぇ信頼」

「心酔しておりますので」

　その言葉に、俺は呆あきれながらも、安心した。

「あんたがそう思ってるなら、たぶん大丈夫だな」

「はい？」

　不思議そうに首を傾かしげたメイドさんをそのままに、俺は紅茶を飲み干して立ち上がる。

「最後まで見てこうって思ったけど、もういいや。俺、帰るわ」

「な、え？　お、お待ちください！　それでは――」

　先程までのクールな一面から、慌てて俺を止めに来るメイドさんの変わりようを内心で楽しみながら、俺おれは出口に向かう。

「少なくとも、あいつが気持ちを上う手まく言えなくたって、あんたがあいつを許してるなら、それだけで大丈夫なんだよ」

　俺があの人に許されたように。あいつも、このメイドさんに許されているから。

　メイドさんを遮るように、ドアを派手に閉め、即座に雷化して屋敷の外まで走る。

　きっと、メイドさんがドアを開ける頃ころには、俺の姿は見えないだろう。

　バチン、と雷化を解いて外に出た俺は、冷房の無い夏の暑さに晒さらされた。

「……やっぱ、涼しくなるまで待ってた方がよかったかなぁ？」

　しかし、言ってしまったものはしょうがない。

　諦あきらめて屋敷の敷地外まで行くと、在ある歌かさん以外の女性陣が包帯姿で揃そろっていた。

「……あれ？」

「あぁ、案ずるな。別に貴様を殴りに来たわけではない」

「開幕でそんな物騒な発言されても困るんだけど藍あいさん。……っていうか、何で」

「迎えに来ましたー」

「そういうことだ少年」

　居候組が俺の両サイドを陣取り、先を促す。藍さんはそのさらに横を陣取った。

「事後報告訊きこうと思ったけど、どうなのかな？」

「いや、俺最後まで聞いてないし。でもまぁ、多分大丈夫だと思うぜ」

「……秋あき良ら君が無事なら、それでいいわ」

　諸もろ哉やと在歌さんは、俺の後ろを歩いている。

　何この状況、と思ったが、考えてみれば、ただの友人同士の集いでしかない。

「んじゃ、ついでにどっかで飯でも喰くってくか？　どうせ遠出してるんだしさ」

「そうだね。諸哉としても、こういう夏休みは満喫してみたいし」

「んー。あたしは丼どんぶり物もの喰いたいです」

「ジブンは何でもいいぞー」

「……苦いもの」

「皆、はしゃぎ過ぎないでね？」

　ふと、二ヶ月前にも似たようなことがあったことを思い出す。

　その時に比べると、二人増えてるけど。楽しいことに違いは無い、か。



　艱かん難なん辛しん苦くの事件は終わり。

　きっと、美み鐘かねは立ち直れる。

　そう信じて――実さね塚づかの敷地を後にする。



　俺たちの日々は、夏休みに突入した。

〈了〉



    

  
    
      
あとがき



　どうも皆様。エイプリルフールに吐ついた嘘うそを信じられ、対処に困った伊い上がみ円まどかです。

　皆様も、嘘を吐くときは内容を考えましょう。少なくとも、誰だれかを困らせる、傷つける内容は絶対に駄目ですね。



　さて置き、見えない何かに流されるようにというか、望んでその流れに身を委ねるように、気づけばドラゴンブラッドの三巻を執筆させていただきました。

　流されるのは楽ですよね。何も考えず、ただ周囲の声に肯うなずいていればいいのですから。

　でもそれでは、やりたいことはできないと思うのです。

　本人の意見を、いつもとは言いません、大事な場面で、必要な場面で、時には声を大にして訴えなければ、何一つとして自分の望むことができないのではないのでしょう。

　血みどろな場面を見たいとか、鮮血飛び交う戦いを見たいとか。無いですかそうですかそうですね。

　兎とに角かく、本人の意見は大切です。それは他者には決して浮かばない、本人だけの思いであり、証明でもあるからです。

　たとえどれだけ親しい友人であろうと、親族であろうと、本人ではありません。本人の意見は言ってくれません。

　自分も、こうして執筆に携わる過程で、「県外の専門学校行きたいから一人暮らしさせてくれ」と、両親に我儘わがままを言いました。

　その時は快くは思われていませんでしたが、今では（掌てのひらを返したように）自分の書いた作品を知人に勧めています。そりゃもう当人である自分が虚むなしくなるほどに。

　人間って金が絡むと怖いですね。いやそういう話じゃなくてですね。

　先のことが解わからないとか、面倒事が嫌だからと周囲に流されてばかりでは、いずれ大きな壁にぶつかり、きっと戸惑うだけで何一つできなくなってしまうかもしれないと思うのです。ちなみに自分はそうなりかけました。

　ですが、自分の意見をはっきりと言ったからこそ、今の自分があるわけです。

　それはいつか、「あの時に言ってよかった」と呟つぶやけるような気がします。

　流されるのではなく、望んで流れに身を委ねる。それこそが大事なことだと思います。



　最後に、未いまだに慣れない自分に助言してくれる担当さん、毎回美しいイラストで作品を彩ってくれる一いち葉ようモカさん。いつも応援してくれる方々。そして、この本を手に取ってくださった全すべての方へ。

　短くはありますが、自分に関かかわった全ての方へ、不尽の感謝を。



伊上円
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